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        第一話　河童の里の冷やし中華と串きゅうり


　

　

　うだるような日射しが、容赦なく大地に照りつけている。

「暑い……」

　私――八雲藍は、額の汗を手ぬぐいで拭きながら、妖怪の山の麓を歩いていた。季節は夏真っ盛りである。あたり一面に響き渡る蝉の大合唱。木陰を選んで歩き、近くに流れる川のせせらぎにかすかな涼を求めたところで、根本的な気温の高さはどうにもならない。

　立ち止まり、手にした荷物を置くと、襟元を緩め、ぶるんぶるん、と九尾の尻尾を振り回して首元に風を送る。ああ、少しばかり気分が涼やかになった。みっともなくて人前では出来ないが、こんなところで誰に見られるわけでもないだろう。近くは森と川しかないわけだし――。

　ばしゃん、と川から何かが水音。

　私ははっとして、川の方をぎこちなく振り返った。

　川面から、河童の少女が顔を出して、こちらを見つめていた。

「――――」

　私が何か言うより早く、その河童はちゃぷんと川の中に沈んで姿を消す。私はしばし硬直したまま、じりじりと照りつける日射しの中に立ちすくんでいた。

　――見られた。あられもなく首元をはだけて、尻尾を扇風機のように振り回して涼をとっているところを見られた。これは八雲藍一生の不覚と言わざるを得ない。天狗の新聞記者でなかったことを不幸中の幸いと喜ぶ気力も湧かず、私は頭を抱えてその場にしゃがみこんだ。

　

　妖怪の山という場所は、幻想郷の他の場所に比べても排他的な雰囲気が強い。

　人間の里や中有の道のフランクさに対して、河童にしろ天狗にしろ、自分たちのテリトリーを犯されるのをひどく嫌っている節がある。河童はまだ逃げるだけだからいいが、天狗は警備の白狼天狗が問答無用で斬りかかってくるからたまらない。もちろん私とて九尾の妖狐であるからして、白狼天狗ごときに後れを取ることはないにせよ、無益な戦いは避けるが道理だ。

　さて、ではなぜ私がそんな妖怪の山に来ているかといえば――。

「よいしょ」

　抱えた箱を持ち直し、私は河童の里に足を踏み入れた。箱の中身は、壊れた扇風機だ。私が算術の教師をしている、人里の寺子屋の備品である。今日の午前の授業中、急に動かなくなってしまったのだ。

　河童のバザーで仕入れたものだそうで、それなら修理も河童の里に直接持ち込んだ方が早いだろう。上白沢慧音女史は自分で持っていくと言ったが、歴史家と教師と自警団員と作家とを掛け持ちしている彼女が忙しいのは私も知っているので、私がこうして運んできた次第である。

　いや、私だって決して暇なわけではないのだが、何しろこの季節、扇風機のない教室で授業をするのは御免被りたい。子供たちの学習意欲にも影響するだろうし。

「さて……河城工房っていうのはどこだ？」

　きょろきょろと周囲を見回す。扇風機の箱には《河城工房》と印字されていたので、ここに持っていけば修理してもらえるだろうが――とりあえず、そのへんの河童に訊いてみるか。そう思って、近くにいた河童に「ちょっと失礼」と声をかける。が、

「ひゅい!?」

　そうだ、河童は基本的に他種族に対しては人見知りなのである。私が声をかけた途端、黒髪おかっぱの少女は、びくりと身を竦めて物陰に隠れてしまった。肩を竦め、私はさらに視線をめぐらす。――が、他の河童もどこか遠巻きにこちらを眺めるばかりで、近付いてはこない。

　やれやれ、自力で探すか。私は箱を抱え直して、里の道を歩き始めた。

　

　そう広くもない河童の里を三十分ほどうろうろして、ようやく細い路地の片隅に河城工房の看板を見つけた。のはいいのだが、シャッターが閉まっている。今日は休業日なのだろうか。

「すみませーん」

　声をかけてみるが、反応は無い。ううむ、どうしたものか。

　ああ、それにしても暑い。汗を拭って、私は軒先の日陰で息を吐く。

　冷たいものが飲みたい。もしくは氷菓子か――とにかく、水分が補給できて涼がとれそうなものならなんでもいい。この暑さでは、そりゃ機械もへばるだろう。式の私がこれなのだから。

　ここでこうしてシャッターが開くのを待っていても仕方なさそうだ。他を当たるか――そう思って地面に置いていた箱を持ち上げようとしたとき、ぱたぱたという足音がした。顔を上げると、河童の少女がひとり、足早にこちらに駆けてくる。

　緑の帽子にリュックを背負った少女は、軒先にいる私の姿を見て目を丸くした。

「おおう、お客さん？　ごめーん、今店開けるねー」

　少女は私の横に駆け寄ると、鍵を開けてがらがらとシャッターを上げる。その横顔をぼんやり見ていた私は、はてどこかで見たような顔だが、とひとつ首を傾げた。どこだったか――そう考えていると、少女もこちらを見上げて、「あれ？」と首を傾げた。

「お客さん、さっき川べり歩いてなかった？」

「――――あ」

　思い出した。あの河童だ。私が尻尾を扇風機代わりにして涼んでいたときに、川から顔を出してこちらを見ていた河童の少女――。

　私は思わず、むんずとその襟首を捕まえた。「ひゅい!?」と少女は悲鳴をあげる。その悲鳴は河童の鳴き声か何かなのか。

「――さっき見たことは他言無用だ、いいか」

「は、はへ……」

　私が睨むと、少女はわけがわからないという顔でこくこくと頷いた。

　

　河城にとりと名乗った河童の少女は、私の差し出した扇風機を見て、「あー、とりあえず一度ばらして全部チェックするから、一時間ぐらいしたらまた来てね」と言った。大雑把なことだが、こういうことは専門家に任せるにしくはない。

　そんなわけで、一時間ほどぽっかりと時間が空いてしまった。人里に戻るにも半端な時間だし、この河童の里で時間を潰すか、と私は店の外に出る。

　――ああ、お腹が減ってきた。

　よく考えれば、午前の授業を終えたあと、そのままこっちに来たから、昼食をまだとっていないのだった。ちょうどいい、何か店ぐらいあるだろう。私は歩き出す。

　河童たちが行き交う里の通りを歩く。なんだか妙に注目を集めている気がしたが、あまり気にしても仕方ない。河童たちにしてみれば、妖狐がこんなところに来ているのが珍しいのだろうし。いや、だからといって見世物になる気も無いが、さりとて姿を消すのも馬鹿馬鹿しい。

　しかし、飯屋はどこだ。今の私の腹に入れるべきもの何なんだ。

　落ち着け。考えるな、感じるんだ。感じたまま、良さそうな店に入ればいい。

　私は視線をめぐらす。とにかく何でもいいから、食べ物を出す店は無いのか。

　――しかし、目に入るのはどこもかしこも、《○○工房》《△△家具店》《金物の☆☆》《□□電器》《カメラの××堂》エトセトラエトセトラ。延々とそんな感じで実用品の店ばかりが軒を連ね、飯屋は一向に見つからない。

　まるで、この里には食欲というものが欠乏しているかのようだ。この里じたいが大きな工房の中みたいに思える。さりとて、飯を食わねば生きていかれぬのは河童とて同じはずだが。

「ううむ……」

　空腹に目がつり上がってくる。何でもいい、キュウリだけでもいいから、何か私に食べ物を。

　半ば殺気だった目になっているのを自覚しながら、私は路地を覗きこむ。

　――《食堂》ののぼりがそこにあった。ああ、やっと見つけた！　家中ひっくり返しての探し物を見つけたような気分で、私は何の店かを確かめることもなくその店の暖簾をくぐった。

「いらっしゃ……おぉ？　いらっしゃいませー」

　河童の店員が、私の姿に目を丸くする。そんなに狐の客が珍しいか、とは思ったが、とにかく飯だ飯。腹が減って死にそうなんだ。私は席に着き、テーブルに置かれたメニューを見やる。

　もりそば、ざるそば、天ぷらそば――そうか、ここは蕎麦屋だったか。うどんもある。となれば――と見れば、期待通りのその文字があった。きつねうどん。よしよし、それならきつねうどん一択だ。私は浮かれた気分で、注文を取りにきた店員を振り返る。

「きつねうどんひとつ」

　勇んでそう注文した私に、店員はしかし、困ったように苦笑した。

「あ、ごめんなさい、温かいメニューは来月からなんですよ」

「なん……」

　愕然と目を見開き、私はもう一度メニューを見下ろした。――確かに、《温かいうどん》の文字の下に小さく、《長月から皐月まで》の文字が印字されている。今は葉月の頭だ。

　出鼻をくじかれたどころの話ではない。唖然呆然、驚天動地の事態に私の思考は停止した。

「じゃ……じゃあ、きつねそばを」

「ですからごめんなさい、温かいおそばも来月からなんです。夏場は注文する人がいなくて」

　ここにいるだろう、ここに。そう主張したかったが、それではただの迷惑な客である。僅かに残った理性でぐっと堪え、私は虚ろな目でメニューを眺めた。しかしきつねうどんを奪われた衝撃の前では、空腹の前であってもどのメニューも輝かない。

「……冷やし中華で」

「かしこまりましたー」

　結局、メニューの端にあったそれを注文していた。もう、とにかく空腹を埋められればなんでもいい。捨て鉢な気分で息を吐いて、私はぐっとグラスの水を飲み干した。

　まあ、とにかくさっと食ってぱっと扇風機を回収してさっさと帰ろう。ふて腐れたような気分でぼんやり、店の壁に貼られた将棋大会のポスターを眺めていると、「お待たせしましたー」と冷やし中華が運ばれてきた。

　透明な器に、たっぷり盛られた中華麺の上、錦糸卵に細切りのきゅうり、トマト、鶏のささみに少しの紅生姜。ううん、いかにもって感じの冷やし中華だな。かけ汁がかかっていないようだが、と思ったら「かけ汁はお好きな方をお使いください」とポット型の醤油差しのようなものをふたつ渡された。それぞれ《酢醤油》《ごまだれ》と書かれている。なるほど。

　現金なもので、沈んでいた気分が食べ物を前にするともりもり復活する。私は箸を手にとって「いただきます」と手を合わせた。かけ汁はどっちにするかな。さっぱりといくなら酢醤油だが……いや、ここは敢えてごまだれで食べよう。私は薄茶色のかけ汁を麺全体にまぶすようにかける。うんうん、それらしくなってきた。

　まずは麺から。かけ汁の良い具合に絡んだ麺をすする。うん、冷たくて歯ごたえがある。ごまだれのこってり感のある風味が、麺じたいのさっぱり感と絡み合って、絶妙な味わいだ。酢醤油もいいが、やっぱり冷やし中華はごまだれ派だな、私は。

　麺のもちもち感の後には、細切りきゅうりのシャキシャキ感がいいアクセントだ。ちょっと量が多いが、結構結構。トマトもさっぱりした味を添えて、食欲が進む。

「ずずっ、んっ、美味い」

　鶏のささみっていうのがまた、心憎いじゃないか。冷やし中華にはハムでもいいが、ごまだれにはやっぱりあっさりした鶏ささみが合う。

　錦糸卵は決して強く自己主張することはないが、そのほのかな甘みが全体の爽やかさをいっそう引き立てる。そして紅生姜の風味が味に変化をつけ、飽きずに食べさせてくれるのだ。

　それぞれ大きさの異なる歯車がぴたりと噛み合って機械を動かすように、麺ときゅうり、トマト、ささみ、卵に紅生姜ががっちりと絡み合って、冷やし中華というひとつのシステムを構築しているのだな。ごまだれは、さながらその潤滑油か。

「あむ、ずず、ずぅぅ――」

　麺という大きな歯車を中心に、なめらかに動き続ける冷やし中華が、私の胃の中に吸い込まれていく。私も冷やし中華というシステムの一部になってしまったかのようだ。私が食べることで冷やし中華は完成するのか、完成した冷やし中華というシステムに私という食事者が組み込まれているのか――ああ、もう、なんでもいい。うだるような熱気にへばった身体が冷まされ、活力を吹き込まれていくようだ。エネルギーを与えるのは、何も熱ばかりではない。爽やかな冷たさもまた、私というシステムのエネルギー源なのだ。

「むぐ、むぐ――はふぅ。美味かった、ごちそうさま」

　ああ、腹の中が中華だ。冷やし中華、満足。

　つい先ほどまでのふて腐れた気分は消え失せ、私は幸福な満足感に浸りながら店の中を眺める。河童たちが思い思いに昼食をとりながら、歓談する者もいれば、何か書きものをしている者もいるし、中にはざるそばを食べながら将棋をしている者もいる。

　その光景は人里の食堂などと変わるところはなく、私は小さく笑みを漏らした。

　

　一時間より少し早く《河城工房》に戻ると、既に扇風機は箱詰めされて袋に入れられ机の上に置かれていた。何か別の作業をしているにとりに声を掛けると、「ああうん、もう終わったよ」との返事。お代は、と問うと、「いいよいいよ、うちの売ったものだし、無償修理の保証期限内ってことで」とにとりは笑った。

「そうか、ありがとう」

「どういたしまして。盟友によろしく！」

　何に感化されたのか、びしっと敬礼してみせるにとりに、私は笑って背を向ける。

　――と、そこでふと、脳裏によぎるものがあった。そういえば、この河童の少女を見かけたのは、さっきの川辺でのことが最初ではない。あれは確か、去年の秋から冬の頃……。

　記憶をたぐりながら顔を上げると、棚の上に一枚の写真が飾られていた。そこには、にとりを中心に四人の少女が並んで映っている。そのうちふたりには見覚えがあった。麓で焼き芋屋兼アクセサリーショップをやっていた、神様の姉妹だ。もうひとり、にとりと寄り添うように微笑んだ背の高いゴスロリ服の少女は見知らぬ顔だが――。

「お客さん、どうかした？」

　立ち止まった私に、にとりがそう首を傾げた。

「……踊る人形のオルゴールは、ちゃんと渡せたのかい？」

「ひゅい!?　な、ななな、なんでそれ知ってるの!?　お客さん何者!?」

[image: ]

　なるほど、あの少女へのプレゼントだったわけだ。私はにとりの問いには答えずに、扇風機の箱の入った袋を提げて店を出た。みっともないところを見られた分は、これでおあいこにしておいてもらおう。

　さて、里に戻って寺子屋にこれを届けたら、自分の仕事に戻らなければ。私は足早に河童の里の通りを歩く。相変わらず日射しは強く、またすぐに汗が滲んできた。

「冷たい串きゅうりいかがですかー」

　と、そんな声が通りに響く。見ると、屋台を引いて歩く河童の姿があった。歩いていた河童が何人か、歓声をあげて駆け寄る。私も興味を覚えてそちらに足を向けた。

「串きゅうり一本」

「毎度ー」

　差し出されたのは、その名の通り、串にきゅうりを刺しただけの代物だった。味噌か何かつけて食べるものじゃないのだろうか？　不思議に思って囓ってみると、ちゃんと味が付いている。浅漬けの味だ。へえ、こういうものもあるんだな。

　片手に扇風機の袋、片手に串きゅうり。そんなスタイルで歩いていると、同じように串きゅうりを食べながら歩く河童たちの姿の中に、少し馴染めたような気がした。


    
        第二話　迷いの竹林の焼き鳥と目玉親子丼


　

　

「あっ、あぁ～、あふぅ……」

　思わずそんな声を漏らしてしまった私の背中の上、因幡てゐは「お客さん、普段からこき使われてるんだねえ」と呆れ混じりに声を上げた。

　永遠亭である。その一室に敷かれた布団の上で、私――八雲藍は、てゐによる整体マッサージを受けているところだった。ツボを押され、思わずうめき声が漏れる。

「妖怪の回復力もね、日常的な動作で生じる身体の歪みにはどうにもならないんだよね。太ったせいでパンツのゴムが伸びきるみたいなもんでさ。瞬間的な怪我はすぐ元通りになっても、日常的に歪んじまうと、もうそれが《元》になっちまうわけだ」

　ぎゅっ。ぎゅっ。背中から脇腹、尻尾を避けるように太ももへ。「この尻尾、邪魔だねえ。どうにかなんない？」とてゐは言うが、九尾の尻尾は私の力の象徴であるからして、どうにかなるものではないのである。

「あれから腰の具合はどう？」

「まあ、今のところは問題無い……ぁっ、ふぅ……」

　そもそも、この私がなにゆえ永遠亭でマッサージなど受けているかといえば、春先のアクシデントがその発端であった。人里の近くで倒れた人間を見かけ、この永遠亭に運んだ際、帰り際にぎっくり腰を起こして緊急入院する羽目になったのである。

　私の場合、ぎっくり腰の原因は日常的に腰にかかっていた負荷による骨盤の歪みであったらしい。それは即ち、この九尾の尻尾の重さが主な原因ということらしかったが、さりとて出し入れできるものでもない。というわけで、腹筋と背筋を鍛えつつ、定期的に整体マッサージを受けて身体の歪みを治してもらうというのが再発予防策ということになった。

　現在、月一で空いた時間にこうして永遠亭に通って、てゐのマッサージを受けている。健康に気を遣った結果長生きしすぎて妖怪になったというこの妖怪兎のマッサージはなるほど気持ちよく、あれ以来腰の調子も良好だ。心なしか背筋が伸び、肩や首も軽くなったような気さえする。多分にプラシーボ的なものはあるのかもしれないが。

「ぎっくり腰は一度やるとくせになるからね。ただでさえ腰に重いものぶら下げてるんだから、気をつけなよ。――はい、今日はここまで」

　ぴょんと私の背中から飛び降りるてゐ。私は枕に顔を埋めて大きく息を吐く。

　うつぶせて脱力していると、このままうとうとしてしまいそうだが、マッサージの時間はここで終わりだ。首を振って身体を起こすと、てゐが小さな賽銭箱を手ににっと笑みを浮かべていた。

「マッサージ代はこちら～。お賽銭もはずんでくれるとなお良いことがあるかも、ウサ」

「はいよ」

　私は苦笑して、気持ち多めのお金を賽銭箱に落とす。てゐは「毎度～」と歯を見せて笑った。

　

　永遠亭を辞す頃には夕方になっていた。今日の分の結界の見回りはもう終わっているので、あとは帰ってこれから起きられる紫様の朝食を作ったりといった家事が残っているだけである。だからこそこうしてマッサージを受けに来ていたのだが。

　竹林の外まで送ろうか、という兎の申し出を断り、私はひとり竹林の中を歩き出す。鬱蒼とした竹林の中は、炎天下よりはいくぶん涼しいとはいえ、真夏の残照はまだこもった熱気となってあたりを漂っていた。今夜も蒸し暑い夜になるかもしれない。

「橙も、この暑さでへばってないといいんだが」

　帰り際、マヨヒガに様子を見に行こうか。そんなことをぼんやり思いながら歩いていると、ふと何かいい匂いが漂ってくる。私は思わず鼻をひくつかせた。

「……焼き鳥？」

　そうだ、これは焼き鳥の匂いだ。だが、冷静に考えろ。この迷いの竹林で営業する焼鳥屋などあるのか。常識的に考えて、それは無いと言うべきだ。

　だが、そんな思考とは裏腹に、夕方を迎えた時刻、腹はあえなくエネルギーの不足を訴えてきた。ううん、橙を帰りに誘って家で食べようかと思っていたが、これでは限界である。

　相変わらず、いい匂いは途切れることなく竹林の中に漂ってくる。私はそれに吸い寄せられるように、ふらふらと竹林の中を歩き続け――そして、その屋台が見えた。

「本当に焼鳥屋だと……」

　赤い《やきとり》の暖簾を提げた屋台が、そこに鎮座していた。私は夢でも見ているのだろうか？　夜雀の屋台でもなく、よもやこんなところで焼鳥屋に出くわすとは――。いや、待て。そういえば昔、鴉天狗の新聞に、このあたりが焼き鳥のメッカみたいなことを書かれていたような記憶が無きにしも……。

　ぐうう、とお腹が鳴った。ええいもうなんでもいい。私はその暖簾をくぐる。

「お、いらっしゃい。――おや、あんたは」

「お前は――藤原妹紅？」

　屋台で私を出迎えたのは、見覚えのある顔だった。と言っても、そう頻繁に顔を合わせる相手でもない。いつぞや、この竹林で紫様や霊夢とともにやりあった相手であり、この竹林の案内人めいたことをしているらしい蓬莱人である。

　しかし、それがなんでこんなところで焼鳥屋の屋台を引いているのだ。

「好きな席に座りなよ。冷たいお茶でいいかい？」

「あ、ああ」

　私はその場で椅子に腰を下ろす。湯飲みに、冷たいお茶が注がれて差し出された。

　お茶を飲んで一息つき、私は頭上に下がったメニューを見る。、もも、皮、つくね、ねぎま、砂肝、軟骨、手羽先……なるほど焼鳥屋だ。さて、となると何を食べようか。

「酒は？」

「ああ――いや、結構。ええと、焼き鳥の……盛り合わせ一皿、塩で」

「はい、盛り合わせ一丁ね」

　妹紅が目の前で串を焼き始める。じわじわと焼き鳥が焼ける様を目の前で見せつけられると、耳と鼻から食欲をたきつけられるかのようだ。ああ、たまらん。

「……この店は前から？」

「ん？　ああ、いつもやってるわけじゃないんだ。たまに気分でね」

　焼き鳥をひっくり返しながら、妹紅はそう答える。たまに気分でって、屋台というのはそういうものじゃない気がするんだが。

「永遠亭帰りの客が見込めそうなときにたまにやるんだ。お客さんもそうだろ？」

「ああ――」

「夜になれば案内人の仕事もまず無いもんでね」

　そういうことか。私はマッサージを受けていただけだが、他にも永遠亭に人間の患者が来ていたりしたのかもしれない。自分で客を案内しているから、客になりそうな人間の数もほぼ正確に把握出来ているというわけか。なかなか周到である。

「はい、盛り合わせお待たせ」

「どうも」

　お、来た来た。待ってましたよ。

　焼き鳥盛り合わせ（塩）。もも、皮、つくね、砂肝、軟骨と……手羽先か。六本、どれからいくか。とりあえずは無難にももからにしよう。

「いただきます」

　串をとり、かぶりつく。ぱりっと香ばしい歯触りに、噛みしめるとじわりと染み出てくる肉汁が美味い。ああ、ぎゅっと鶏の旨味を凝縮したようじゃないか。素晴らしい。間に挟まっている長ネギもいいアクセントだ。

　コリコリした軟骨の歯ごたえを楽しんで、皮のぱりっとしながら柔らかい独特の感触と脂の旨味を噛みしめる。そのくせ重すぎないところが実にいい。その次は砂肝の独特の歯触り。ううん、ヘルシーという感じがする。焼き鳥はこの、バラエティ豊かなラインナップを手軽に楽しめるのが一番のいいところだな。

　手羽先を堪能して、つくねを手に取れば、もう皿の上は串だけが五本並んでいる。おいおい、あっという間に全部食べちゃったぞ。うん、つくねも美味い。どうしようか、もう一皿盛り合わせ追加するか。いや、それよりご飯ものが食べたいな。なんでメニューに白いご飯が無いんだ。ああ、ここに白い飯の一杯でもあれば……。

「……ん？」

　メニューを眺めていると、隅に気になる文字を見つけた。《目玉親子丼》――なんだそれは？

　親子丼といえば、普通は鶏肉の卵とじだろうが、目玉ということは鶏と目玉焼き丼なのか？

「すいません、目玉親子丼ひとつ」

「あいよ」

　空いた皿を下げて、私は一息つく。しかし、客が見込めそうなときだけ開いているというわりに、私以外の客が来ないな。時間的には晩飯時だと思うのだが。

　などと思っていると、こちらに近付いてくる足音が聞こえた。誰かが暖簾をくぐり、私からひとつ空けた席につく。妹紅が「いらっしゃ――」と言いかけ、変な顔で固まった。

「もこたん、つくねとせせりと砂肝とねぎま、たれで頂戴な。あと日本酒、冷やね」

「輝夜！　なんでお前がここにいるんだ」

「永琳が忙しそうでねえ。晩ご飯、先にひとりで済ませてしまおうと思って。全く、鈴仙を無償トレードに出してから炊事洗濯掃除が何かと滞りがちだわ」

「お前らがそれだけこき使ってたってことだろうが。――ほれ、日本酒だ」

「あら、ありがとう。とか言って、ただのメチルアルコールだったりして」

「他の客のいるところで人聞きの悪いこと言うな。ちゃんと金払うならお前だって客だ」

「商売人の鏡ね、もこたん♪」

「五月蠅い。さっさと食って帰れ」

　妹紅とそんなやりとりをする黒髪の少女は、誰かと思えば永遠亭の姫こと蓬莱山輝夜である。箱入りのお姫様がこんな焼鳥屋で晩飯というのも妙な話だとは思ったが、まあ余所の事情に私が口を挟むこともない。
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　おちょこの日本酒を優雅に口に運ぶ輝夜を横目に、やっぱり私も酒を頼めば良かったかな、と少し思う。しかし、アルコールの匂いをさせて帰ると橙に嫌がられるしな……。

「ほい、目玉親子丼」

　おっと、待ってました。さて、どんなものか。

「ほう……これが」

　なるほど、確かに目玉親子丼とでも言うべきものだった。ご飯の上に、どんと目玉焼きが乗っている。その脇に、唐揚げサイズの鶏の照り焼きがごろんと三つ。刻み海苔と小口ネギが散らされ、紅生姜が付け合わせに添えられていた。これはなかなか、ガツガツといけそうじゃないか。「醤油かけるならそこのを使ってくれ」と妹紅が言うので、私は醤油差しを手に取り、さっと目玉焼きの上にかけた。目玉焼きにはやはり醤油だろう。

　見た目からして、上品に食べる食い物ではないな。私は勇んで、真っ先に箸で目玉焼きの黄身を割った。半熟だったようで、中からとろりと卵黄が流れ出る。おお、これだよこれ。

　切り崩した目玉焼きを、ご飯と一緒に掻きこむ。ううん、目玉丼の下品なこの味！　そうだ、何でもご飯に合うものは乗せて食べてしまえばいいのだ。たまらないな。

　鶏の照り焼きに卵を絡めて掻きこめば、また格別の味わいだ。うーん、濃い味！　だがそれがいい。照り焼きの味と目玉焼きの醤油味がぶつかりあって、なんだかよくわからないごちゃごちゃした感じだが、その猥雑な下品さが、たまにとても愛おしいのだ。

「あむ、むぐ、むぐ……いいぞいいぞ、大正解だ」

　このごった煮な味の中で、小口ネギと刻み海苔が一服の清涼剤だ。紅生姜も、いい引き立て役として脇を引き締めている。もぐ、もぐ、ううん、照り焼き、目玉焼き。卵が先か、鶏が先か。そんなもの、食べてしまえば一緒なのだ。卵も鶏も、合わせて食べてより引き立つ。親子丼、どちらが親でどちらが子なのか、どちらが元かは神のみぞ知るということだ。

「ほふ、ほふ、むぐ、むぐ……ふぅ。ごちそうさまでした」

　空になった丼を置き、手を合わせる。心地よい満腹感に息を吐きながら、私は湯飲みに残っていたお茶を啜った。

「ほれ、盛り合わせだ」

「何の毒入り？」

「何も入って無いっての。私は仕事中なんだ、お前と殺し合ってるヒマは無いんだよ」

「つれないわねえ、もこたんってば」

「そんなに殺し合いたきゃ店閉めてから来い」

「それじゃ焼き鳥が食べられないじゃない。これでも楽しみにしてるのよ？」

「毒入りをか？」

「客に毒入りなんか出したら自警団員の相方が黙ってないでしょ、も・こ・た・ん」

「うるさい馬鹿、さっさと食って帰って兎と遊んでろ」

　そんなことを言い合う妹紅と輝夜は、確か積年の宿敵のような関係だったと記憶しているが、何やらただの喧嘩友達のようにしか見えない。私は苦笑しつつ席を立った。

「お勘定」

「毎度ー」

　代金を払って暖簾をくぐれば、竹林の出口はすぐそこだった。竹林を抜ければ、外はもうすっかり陽が暮れて、闇に侵食されつつある空にぽっかりと青白い月が浮かんでいた。

　私は竹林を振り返る。屋台の灯りがぼんやり、竹の間に浮かんでいた。

「……伸びきったゴムと一緒で、それが《元通り》の元になってしまう、か」

　身体の歪みが少しずつ蓄積されるように、どんなものであれ、少しずつ少しずつ、変化していくことは止められない。それはきっと、蓬莱人のあのふたりの関係であっても、また然りなのだろう。それは少しずつの変化であるが故に、変わっていることをなかなか認識できず、結果としていつの間にか、変化した形が自然なものになっていくのだ。

　そうなってしまえば、何が元だったのかはもう、誰にも決めようが無いのかもしれない。

　私はとんとんと腰を叩いて、月に向かってひとつ大きく伸びをした。

　変わりゆくものが常なれど、できればこの身体は、健康なままでいたいものだ。

「さて――紫様がお目覚めになる前に帰らないとな」

　八雲の家に向かって急ぎながら、私はふと思う。

　私と紫様の主従関係も、あるいは気付かぬうちに少しずつ変わっているのだろうか。

　しかしそれは、私自身にはなんとも判断のつけがたいことだった。


    
        第三話　太陽の畑の五目あんかけ焼きそば


　

　

　一面、高く高く太陽に向かって背を伸ばしたヒマワリが、まるで迷路のようだった。

　真夏の太陽の畑は、降りそそぐ日射しを浴びて生命を謳歌する花たちで、まるで毎日が祭りのように賑やかだ。もっとも、今宵の賑やかさは単に、そのためだけではない。

「わぁ……」

　黄昏時の太陽の畑。橙が目を輝かせて、あたりを見回す。一面のヒマワリの間を抜ける道に、屋台がいくつも並び、ちょっとした縁日の様相を呈していた。その奧では、しつらえられたステージが、そこに上る主役の登場を待ち焦がれるように鎮座している。

　プリズムリバー騒霊楽団の夏の定期ライブが開かれる、太陽の畑特設ステージ。その観客席には、既に気の早い妖怪や妖精たちが萃まり始めていた。

「藍様！　お祭りですよお祭り！」

「こら橙、焦らなくてもライブはまだこれからだぞ？」

　私の言葉に構うことなく、橙はぱっと駆け出し、屋台で作られる綿菓子や、射的の景品にいちいち歓声をあげては、私の方を振り返って大きく手を振る。

「ちぇーん、迷子になるんじゃないぞー」

　はしゃぐ式に私は苦笑混じりにそう声を掛けて、その後を追いかける。

　すばしっこく人波をかわしていく二本の尻尾。ご機嫌に揺れるそれを見ているだけでも、ここに連れてきた甲斐があったな、と私はひとり頷いた。

　

　私――八雲藍がこうして、橙を伴って騒霊楽団のライブにやって来たのは、何もただの気まぐれからではない。色々と、複合的な要因が重なったからである。

「何か食べるか？」

「んー」

　私は橙に追いついて、そう声をかける。橙は目移りした様子で、あちこち視線を彷徨わせた。鉄板の上で焼きそばが踊り、ラヂオ焼きが湯気をたて、綿菓子やりんご飴が並ぶ。この中で何が食べたいと聞かれたら、私も迷ってしまうかもしれない。

　と、橙の視線が一点で留まった。私もそちらに目をやる。

「藍様、揚げアイスって何ですか？」

「揚げアイス……？」

　矛盾した文字の並びに、私は眉を寄せる。揚げアイスというのは初耳である。アイスというのは当然、アイスクリームのことだろう。しかし、揚げとはどういうことだ。アイスを油で揚げる？　それは溶けて大惨事になるだけじゃないのか？

　首を傾げた私に、「藍様も知らないことがあるんですね！」と何か橙が含み笑い気味に言った。む、と私は唸るが、さりとて見栄を張って知ったかぶりをしたところで墓穴を掘るだけである。上に立つ者として侮られるのは褒められたことではないが、己の不徳を認めない器の小ささを露呈すればなおさら部下の心は離れるだけであることは肝に銘じねばならない。

「そうだな、私も食べたことがない。よし、じゃあふたつ買ってこよう」

　私は屋台に向かい、揚げアイスをふたつ注文する。差し出されたのは、カップに入った丸い茶色の物体だった。見た目は何か揚げまんじゅうのようである。

「ほら、橙」

「ありがとうございます～」

　ひとつを橙に差し出し、私はカップについていたスプーンで丸い塊を半分に割る。さくりとスプーンが通った中からは、溶けたアイスが流れ出してくるかと思いきや、中のアイスはしっかり固形を保っていた。不思議なものだ。

　いただきます、と呟いて、私はそれを口に放る。――外側はさくさく、なのに中はふんわりと甘いバニラアイスが口の中で溶け出す。これは……何とも不思議な味だ。さくっとしたものでアイスを包むという意味では最中の食感を思い出すが、外側がちゃんと熱をもっているのに、中は冷たいアイスというこの落差がエキセントリックで、しかし……うん、美味い。さくさく、とろふわ、さくふわだ。

「おいひぃれふね」

「喋るなら飲みこんでからにしなさい」

　唇の端にアイスをつけた橙の口元を拭って、私は笑う。残った半分も口に放り込み、改めてその味わいに感嘆した。アイスを揚げる！　発想が無かった。これを思いついた輩は相当の変わり者だろうが、しかし偉大だ。新しいアイスの食べ方だな。舌と胃袋に新しい歴史が刻まれたかのようだ。これを揚げアイス革命と呼ぼう。

「私が藍様の知らない美味しいものを見つけました！」

「ああ、偉いぞ橙」

　頭を撫でてやると、橙は気持ちよさそうに目を細めた。

　無知を恥とするかは当人の心持ち次第にせよ、知ったかぶるのは恥であるし、知ろうとしないことは罪である。――知らないということは、その分だけ世界の広がる余地があるということだ。橙の純粋な笑顔を見ていると、自分自身もまだそうありたいものだと思えてくる。

「――ああ、藍さん。いらしてたんですね」

「阿求殿」

　と、聞き覚えのある声をかけられ、私は振り返った。そこにいたのは、私が橙を連れてここに来ることになった第一の要因であるところの、稗田阿求女史である。

　橙はさっと私の背後に隠れた。私は肩を竦めて、阿求に向き直る。

「彼女は？」

「向こうで騒霊楽団と打ち合わせ中です。会場の管理者ですから」

　阿求が振り返った先、ステージにはまだ、騒霊楽団の姿は見えない。彼女の伴侶であり、もともとはこの太陽の畑に暮らしていた妖怪――風見幽香の姿もだ。裏手の方で打ち合わせをしているのだろう。

　――もともと、紫様が幻想郷縁起の編纂協力者的な立場にある関係で、その式である私も阿求とは多少なりとも交友があった。そんなわけで先日、稗田邸を野暮用で訪ねた際に、この定期ライブに誘われたのである。

　幽香は人里の稗田邸に居を移した今も、この太陽の畑の管理者のような立場であるらしい。主のご友人の伴侶が協力するライブ、と言うと何とも迂遠な関係ではあるが、騒霊楽団とは白玉楼の宴会でも縁はあるし、不義理にするほど余裕のない生活をしているわけではない。というわけで、それがここに来た第一の理由である。

　そして、第二の理由は――。

「それから、そちらが？」

「ああ――」

　阿求が橙に目をやる。私の尻尾を掴んで唸る橙に、私はその背中を叩いた。

「ほら橙、彼女も今日の審査員だ。ちゃんと挨拶しておいて損はないぞ」

「……よろしくおねがいします」

「楽しみにしていますよ」

　小さくぺこりと頭を下げた橙に、阿求は目を細めて笑った。全く、こんな調子で本当に橙はダンス大会になど参加する気なのだろうか。私は何度目か心配になる。

　――第二の理由。それは、二部構成となっている今日のライブで、第一部と第二部の合間に開かれる観客参加型イベント、《第一回幻想郷パンクダンスコンテスト》である。橙が、それに参加者としてエントリーしているのだ。

　それでは私はこれで、と阿求はこちらに背を向け、ステージの方へ消えていく。その背中を見送っていると、橙がいくぶん緊張した面持ちでステージを見つめているのに気付いた。

「橙」

「みゃー！」

　突然、橙が気合いを入れるように声を張り上げた。――どうやら、やる気は十分のようだ。しかし、と私はその背中に目を細める。と、

　ぎゅわわわわわーん、とけたたましい音が突然、ステージから響き渡った。間違っても装丁楽団の奏でるものではない、暴力的な音の圧力である。思わず耳を押さえてステージの方を見やると、いつの間にかその上にふたつの人影があった。

「あ、あ、マイクのテスト中ー！」

「響子お前マイクいらんやろー！」

　そんな声を張り上げるのは、黒装束にサングラスの少女ふたり。片方は夜雀の屋台でおなじみ、ミスティア・ローレライ。もうひとりは命蓮寺でよく掃除をしているヤマビコの少女、幽谷響子である。ぎゅわあああああああああん、とハウリング気味のギターサウンドが再びヒマワリを揺るがした。ただの騒音にしか聞こえないが、一部の妖怪たちが俄然盛り上がり始めた。

　――出たな《鳥獣伎楽》！　私は思わず身構える。そう、橙がダンス大会などに出ることになったのは、元をただせばこいつらが戦犯なのである。橙が何かの拍子にこいつらのライブを聴いて、この爆音に合わせて好き勝手に踊るダンスにハマってしまったのだ。

「Ｙａｈｏｏｏｏｏｏｏｏ！　今日の我々鳥獣伎楽はパンクダンス大会のゲスト！　ということになっているが！　そんなルールはぶちこわせ！　今からこのステージは我々鳥獣伎楽が乗っ取ったぁ！　今夜は全員寝かさないぜベイベー！」

「カモーン！　シャバドゥビタッチロッキーン！　ルパッチシャウティングタッチゴー！」

「一曲目ぇ！　《絶経オブＭＯＮＺＥＮ》！　お前らテンション上げてけＹａｈｏｏｏｏｏ！」

　ギターを破壊しそうな勢いでミスティアがかき鳴らし、音程を無視して響子がシャウトする。何を歌っているのかも音圧が強すぎて聞き取れないが、既にステージ前は大盛り上がりだ。こういうのについていけないと感じてしまうのは、私も歳をとったということなのかもしれない。

　何しろ、私の式はといえば、明らかにテンションを上げて飛び跳ねているわけで。

「橙！」

　私の声は、ミスティアのギターと響子の大声にかき消される。橙は転がるようにステージの方へ駆け出していってしまった。追いかけようかと思ったが、この距離でもうるさいあのステージに近付く気が起こらない。私は溜息をつく。まあ、どうせ騒霊楽団のライブの開始時間になれば風見幽香が何とかするだろう。橙を視線だけで探すと、ステージの近くに既に陣取ってステップを踏んでいた。見失わなければいいかと思うことにして、私は近くの屋台に視線を向けた。

　とりあえず、騒霊楽団のライブが始まる前に何か腹に入れていくか。橙はどうせ鳥獣伎楽がステージを去るまではあそこから動かないだろう。一緒になってあの音圧の中で踊る元気は私にはない。実際のダンス大会もまだ先だしな。

「しかし、まだまだ暑いな」

　襟元をぱたぱたとさせて、私は黄昏の空を見上げる。昼間の日射しは既に過ぎ去っているとはいえ、まだその熱が澱のように沈殿しているかのようだ。まあ、ステージの方にいる妖怪たちの熱気もあるのかもしれないが。

　こういうときは、冷たいものをさっぱりと食べるのもいいが……いや、暑気払いには思い切り熱くて辛いものというのもありだな。しかし屋台にそういうものは何かあるだろうか？

　ぶらぶらと歩きながら屋台の看板を見やる。ラヂオ焼き……は腹に溜まらないし、お好み焼き……も悪くないが、あまり気が乗らない。となるとやっぱり焼きそばあたりか。

「ん？　――五目あんかけ焼きそば？」

　思わぬ文字列を見つけて、私は目をしばたたかせた。普通の焼きそばならともかく、屋台であんかけ焼きそばとは、また珍しい。私はそちらに足を向けた。

　鉄板の上、麺が踊る横で、中華鍋が火にかけられている。どうやら本当に五目あんかけ焼きそばを出すらしい。ぐう、とお腹が鳴った。私は小さく赤面したが、幸いステージの爆音のせいで、誰にも聞かれなかったらしい。今だけは鳥獣伎楽に感謝しておこう。

「あんかけ焼きそばひとつ！」

「あいよー！」

　爆音にかき消されないように声をあげて注文する。ほどなく、鉄板の上で踊っていた麺が深い器に移され、その上にとろみのあるあんがかけられ、こちらに差し出された。

「はい五目あんかけ焼きそば一丁。器は食べたら戻してねー」

「どうも」

　代金を払って、屋台のそばにしつらえられたベンチに腰を下ろした。膝の上で湯気をたてるあんかけ焼きそばの器。豚肉、きくらげ、絹さや、にんじん、青梗菜で五目か。ヘルシーで結構なことだ。

「いただきます」

　割り箸をぱきっと割って、とろりとあんの絡んだ麺をすくい上げた。夏の夜の熱気に負けない勢いで湯気が立ち上る。熱々でますます結構なことだ。私は一気にすすり上げる。

「はふ、ほふ、ほぅ」

　おお、熱い熱い。ちょっと焦りすぎた、口の中を火傷しそうな熱さだ。はふ、はふ、と小さく息を吐き出しながら、私は麺を咀嚼する。おお、麺がほどよくカリカリしているじゃないか。あんのとろみと、麺のカリカリした食感のコントラストが素晴らしい。

　五目の具もたっぷり乗っているのが嬉しい。やっぱり五目あんかけ焼きそばは、麺が隠れるぐらいのたっぷりの具があってこそだな。ううん、きくらげのコリコリした食感と、にんじんのほどよい固さが、また心憎い。

「しかし、この夏場にあんかけ焼きそばってのもちょっとスゴすぎたかな」

　熱い、熱いんだが箸が止まらない。青梗菜のしゃくしゃくした食感、絹さやの歯ごたえ。そして豚肉の弾力。それとハーモニーを奏でる、あんの醤油味とカリカリの麺。美味い、美味いんだが熱い、熱いんだが美味い。はふ、はふ。ほふ、ほふ。

　ああ、味の染みた青梗菜が美味いな。にんじんがちょっと多いかな……きくらげ、きくらげ。絹さやの苦みもぴりりとしたアクセントだ。

「あふ、はふ、熱い、あふい」

　熱くてだんだん口の中が麻痺してきたようだ。首元や背中に汗が噴き出す。しかし止まらない。額を拭って、私はひたすら箸を動かす。五目の具、それぞれ食感の異なるそれらが麺とあんと混ざり合って、一口ごとに違うハーモニーを奏でる、それが五目焼きそばの醍醐味だ。味もなんだかよくわからなくなってきたが、その食感だけでも満足できてしまう。

　そう、味覚だけではない。視覚、嗅覚、触覚、自分自身の咀嚼音まで含めれば、五感の全てがシンフォニーを奏でるのだ。五目の五とは即ち、五感の五でもある。分母となる限りにおいて、決して循環小数を生む安定の数字。この熱くどっしりとした安定感！

「うん、うん。ずずっ、あふ、もぐ、はふ」

　ああ、水が欲しいが、しかしこの口の中の熱気を冷ましてしまったら、この味も何もかも洗い流して消えてしまいそうだ。鉄は熱いうちに、焼きそばも熱いうちにだ。冷めたあんかけほど悲しいものはない。一気に最後まで突撃だ。

　はふっ、はふっ。ずずっ。もぐ、もぐ。

「んっ、んぐっ……ふはぁーっ」

　最後の一口を飲みこみ、私は大きく天に向かって息を吐き出した。最後はもう味も何もよく解らなかったが、それでも美味かったとはっきり言える。

「ごちそうさま」

　屋台の店員に器を返して、私はベンチから立ち上がる。火照った首元に、風が心地よい。ああ、しかし気が付けば背中が汗でぐっしょりだ。参ったな……。

　さすがにここで脱いで着替えるわけにもいかないし、だいいち着替えなど持ってきていないわけで。ハンカチを取り出して首元を拭いながら、自然に乾くのに任せるしかないか、と私は息をついた。

　

　間もなく、ステージを占拠していた鳥獣伎楽は風見幽香の手によって排除された。ロックは権力に屈しないぞー、と響子が何やら叫んでいたが、幽香の前では響子とミスティアなど実力的には木っ端も同然である。日傘から放たれた極太のレーザーであっさり吹き飛ばされ、ヒマワリの中で目を回していた。

　まあ、ダンス大会ではゲストでバックミュージックを担当するそうだから、幽香も手加減したのだろう。もしくは前座としてそこまで仕込みなのかもしれない。

　しかし、ライブの始まる時間になっても橙の姿が見えない。私が探しに出ると、橙はステージの裏でダンスのリハーサルをしていた。――鳥獣伎楽とよく似た黒ずくめにサングラスのコスチュームに、目眩がしそうになる。あれではまるで橙が不良ではないか！　止めさせようかと思ったが、真剣な顔でくるくる回って踊る姿に、私は声を掛けかね、結局何も言えないままにステージ前の観客席に戻った。

　私のことに目もくれず、何かに夢中になっている橙。その姿に、一抹の寂しさめいたものを覚えている自分に、私は苦笑する。橙だっていつまでも子供ではないのだし、何かに夢中になるのは悪いことではない。ただ、それがパンクに合わせてのダンスというのは、私にはちょっと理解できない世界であるというだけで。

　どんな生き物も、理解できないものは本能的に怖れるものだ。橙があのサングラスの黒装束で絶叫し始めたら、私もどうしていいか解らない。本当にそうなってしまったら、私はいったいどうすればいいのだろう？　そのまま悪い道に橙が引きずりこまれたりしないかと考えてしまうのは、いささか過保護に過ぎるだろうか？

　そんなことをぼんやりと考えているうちに、ライブは始まっていた。ルナサのバイオリン、メルランのトランペット、リリカのキーボードが幻想的な旋律を奏で、周りの妖怪や妖精たちが盛り上がりだす。――ふと、その盛り上がりの中に取り残されている自分に気付いて、私はゆるゆると首を振った。参ったな、せめて素直に騒霊楽団の演奏ぐらい楽しみたいものだが。

　ああ、橙は大丈夫だろうか？　緊張してはいないだろうか？　リハーサルで失敗して怪我でもしていないだろうか？　回りすぎて目を回していないだろうか？　心配し始めるときりがない。悶々としているうちに、ライブはどんどん進んでいく。

　やっぱりもう一度様子を見に行こうか。そう思って顔を上げたとき、ふと耳に流れこんできたのは、静かなバイオリンの音色と、聞き慣れない歌声だった。

　ステージの上、いつの間にかライブは最初の山場を過ぎたようで、ルナサのソロが始まっていた。メルランとリリカはいつの間にか後ろに下がり、そしてステージにもうひとり、見覚えの無い少女の姿がある。歌っているのは、緑の髪をサイドポニーにした妖精の少女だった。

　ルナサのバイオリンに合わせて、妖精の少女の透き通るような歌声が響く。あれだけ盛り上がっていた観客たちは、今は静まりかえっていた。かといって、盛り下がっているわけではない。皆、耳を澄ませてその歌声に聞き入っているのだ。

　私も静かに耳を傾けてみれば、それは優しく、美しい歌声だった。ルナサの鬱の音に乗って、そよ風のように流れていく、少しハスキーで、透明感のある歌声。

　橙への心配でざわめいていた心が、ふっと凪いで、静けさを取り戻したような気がした。ああ、私は何を悶々としていたのだろう――。

　目を閉じ、安らかな心持ちで耳を傾けているうちに、いつの間にか歌は終わっていた。妖精の少女がマイクから一歩下がり、ぺこりと一礼する。観客席から割れんばかりの拍手が巻き起こり、少女は困ったように視線を彷徨わせて何度も頭を下げた。そこにルナサが歩み寄り、親しげに肩を叩いて、少女の前に出る。

『えー、これにて今日の定期ライブの第一部が終了です。このあとは鳥獣伎楽の演奏による、第一回パンクダンスコンテスト。その後第二部に入りますので、最後までどうぞ皆様お楽しみくださいませ』

　ルナサが一礼し、ステージの照明が落ちた。いつの間にかあたりは完全に陽が暮れて、観客席も闇に包まれる。響くのは観客たちのざわめき。そして――。

　ぎゅわわわわわーん、と、あの騒々しいギターの音が響き、私は思わず耳を押さえた。

『第一回！　幻想郷！　パンクダンスコンテストぉぉぉぉ！　Ｙａｈｏｏｏｏｏｏｏｏ！』

　照明が点灯。マイクを思い切りハウリングさせて、響子が叫んだ。どっと客席が盛り上がる。

『今宵、十名のダンサーがこの太陽の畑に集ったぁ！　パンクは魂だ！　ダンスも魂だ！　パンク×ダンスは、魂と魂のぶつかり合いだ！　踊れ！　叫べ！　歌え！　騒げ！　バックグラウンドミュージックは、鳥獣伎楽プレゼンツ！　《ミッドナイトギャーテー》！　行くぜお前ら！　今宵集いしダンサーどもの魂、受け取れＹａｈｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！』

『ハードラックとダンスっちまっても知らないわよ！　鳥獣伎楽、レディゴー！』

『ギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテーギャーテー！』

「出たぁー！　響子さんの一秒間に十回ぎゃーてーだぁー！」

「さすが鳥獣伎楽、俺達にできないことを平然とやってのける！　そこに痺れる憧れるゥ！」　ミスティアのかき鳴らすギターとともにシャウトし始めた響子に、観客席からそんな歓声が上がる。ああ、やっぱり私にはついていけない世界だ。と、とにかく橙は、とステージに目をやれば、舞台袖から次々とステージ上に現れる影があった。

「橙！」

　その中に、橙の姿もある。それぞれがミスティアのギターと響子のシャウトに合わせて、思い思いにステージ上で飛び跳ねる。橙は右手の後ろの方で、頭を下にしてくるくると回転したと思えば、そこから飛び上がってのバク宙を決めた。それぞれのダンスの巧拙は、私には判断がつかない。ただ私は橙の姿だけは見逃すまいと身を乗り出した。

　両手を突いて自在に身体を回転させる橙。そこから片手一本で飛び上がり、逆の手で着地！

「あっ――」

　だが、着地に失敗して橙は尻餅をついた。他のダンサーが踊り続ける中、そこだけ時間が止まったように橙の動きが止まる。どうした橙。どこか痛めたのか？　橙――。

「がんばれ……」

　知らず、私は拳を握りしめて、そう呟いていた。

　その声が聞こえたはずもない。けれど、橙は立ち上がろうとしていた。身体を起こし、再びリズムに乗って、踊りだそうとしていた。

　がんばれ。がんばれ橙。負けるな。まだまだ演奏は続くぞ。もっとお前の踊る姿を見せてくれ。お前のがんばる姿を、私に見せてくれ、橙。

「そうだ橙、お前は私の式なんだ」

　橙のステップがリズムに乗り、再び橙は手を突いてくるくると回転し始める。照明に照らされて、橙の汗がきらきらと輝いているのが見えた。

　そうだ。わからなくたって、そんなことは関係無い。熱くて味がわからなくなっても、あんかけ焼きそばが美味しいのは変わらないように、たとえ橙が夢中になっていることが理解できなくたって、私にはそれを応援することも、楽しむことだってできるはずなのだ。

「がんばれがんばれ！　ちぇえええええん！」

　気付けば私は周りの目もはばからず、観客席からそう声を張り上げていた。

　その声が聞こえたのかどうかは解らない。けれど、ステージの上で飛び跳ね回る橙の顔に、確かにこちらに向けての笑顔を見たような気がした。

[image: ]


    
        第四話　紅魔館のカレーライスとバーベキュー


　

　

　幸福というものについて考えてみる。

　私――八雲藍の、式神としての幸福は、無論のこと、主である紫様に必要とされることだ。また、自ら式を使う者としての幸福は、式である橙の成長や働きを見守ることに他ならない。そうして、紫様と橙と、三人で過ごす時間。それが紫様の式神・八雲藍にとっての三大幸福であると言えよう。

　では、式という立場を離れ、私個人の幸福というものはどうだろうか。もちろん、私は常に式神・八雲藍であるのだが、さりとて紫様の命や、橙との交わりとはまた別に、ひとりで噛みしめる幸福というものも、確かに存在する。

　ひとつは、世界の仕組みを数式で解き明かす喜び。里の寺子屋での教師役も含め、数学者としての幸福がそれだ。あるいは、作家・書評家としての、作品を書き上げ、また良い作品に巡り会う喜びも、式としての立場を離れた個人の幸福である。

　そして、何より。

　油揚げという食べ物がこの世に存在することに対する幸福を噛みしめるのが、里の豆腐屋で油揚げを買った帰り道である。

「いなり寿司、きつねうどん、袋煮、巾着焼き、味噌汁～」

　さあ、この油揚げで帰って何を作ろうか。どんな風に美味しく食べてやろうか。両手に抱えた油揚げの袋に、うきうき気分で妄想を巡らせては口の中に満ちる唾を飲み込む、この時間こそ、新・三大「八雲藍の個人的に幸福な時間」の三つ目である。別に誰が知っておくべきものでもないが。

　――そんなわけで、足取り軽く里の道を歩いていた、そのときである。

「すみません」

　突然、背後からそう声をかけられ、私は驚いて振り返った。私に全く気配を悟らせずに背後に回り込むとは何者だ？　警戒心を露わに身構えたが、その顔を見て私は力を抜く。

「何だ、貴方か」

「ごきげんよう」

　優雅に一礼したのは、紅魔館のメイド長、十六夜咲夜であった。なるほど、彼女なら私に悟られず背後を取ったのも得心がいく。時間を止めて近付かれては私も気付きようがない。

「何か？」

「ええ、――油揚げをお譲りいただけませんかしら？」

　思わぬ言葉に、私は目をしばたたかせ、それから油揚げの袋をぎゅっと抱え込んだ。そうはいかない。どんな理由があろうとも、譲れる油揚げなどこちらには一枚たりとて、

「冗談ですわ」

　ふっと苦笑して、咲夜はそう言った。――そこで私は、以前彼女に対し、自分が全く同じことを言ったことを思いだして、ひとり赤面した。ああ、そういえばそんな浅ましいことを言った結果、あのときは紅魔館に行って色々と――。

「突然で申し訳ありませんが、これから、お時間はございますかしら」

「これから？」

「妹様からのたってのお願いでして。――先日の約束、そろそろ果たしてほしいと」

　

　どうしてこんなことになったかと言えば、話は去年の秋に遡る。

　いつもの豆腐屋で、油揚げ完売という未曾有の事態に直面した私は、直前に油揚げを買っていた咲夜を追いかけ、油揚げを譲ってくれないかと世にも浅ましいことを言ったのである。その結果、油揚げと引き替えに紅魔館でフランドール・スカーレットの弾幕ごっこを相手をさせられる羽目になったのだ。そのとき交わした再戦の約束を、そういえば履行していなかった。

　そんなわけで、再び紅魔館である。

「あ、咲夜さんおかえりなさい。――って、あれ」

「……どうも」

「ああ、ようこそ、紅魔館へ」

　私の姿に、何かを納得した顔で門を開ける門番。私は咲夜の後について歩きながら、彼女に小さく一礼した。――ああ、そういえば前回来たときは、彼女の作ったチャーハンをいただいたのだった。あれは美味しかったな……。

「こちらへ」

　館に入った途端、数秒だけ目の前から姿を消した咲夜は、すぐにまたその場に現れて歩き出した。目の前で時間を止めて移動されるのはなかなか妙な気分である。

　案内された先は、先日レミリアと対面した応接間とは別の方向だった。直接フランドールの部屋に行くのかと思ったら、また別の階段を下りて咲夜は地下に向かう。こっちは確か――図書館の方では無かったか。

「お嬢様、いらっしゃいますか」

　咲夜が分厚い扉を開けて、埃っぽい図書館の中に声を掛ける。と、

「ああ、咲夜。これをなんとかして頂戴」

「ぎゃおー……って、あら咲夜おかえり。うん？　そっちの狐はなんだい」

　姿を現したのは、疲れた表情のパチュリー・ノーレッジと、その背中にしがみついた熊、もとい、熊の着ぐるみを着たレミリアだった。私は眉を寄せる。なんだこの光景は。

「妹様のお相手をお連れしましたわ」

「ああ。私はパチェと愛を語らうのに忙しいの。フランなら部屋にいるはずよ」

「かしこまりました」

　熊の恰好でパチュリーにしがみつく主の姿にも一切動揺を見せないあたり、従者の鑑である。あるいはこれが紅魔館の日常なのだろうか。やはりこの連中の考えていることはよく解らない。

「では、こちらへ」

「はあ」

　そのまま踵を返すことになった。去り際に振り返ると、熊の恰好のレミリアはパチュリーの周りをうろうろしながら「ぎゃおー」と威嚇めいたポーズをし、パチュリーはそれに構わず本を読んでいるという珍妙な光景が繰り広げられていた。

　

　ところ変わって、前回も案内されたフランドールの部屋である。

「妹様。遊び相手がお見えになりましたよ」

　咲夜がそう声を掛けてドアを開ける。薄暗い部屋の中へ、私が足を踏み入れると、背後で扉が閉まる音がした。閉じ込めて後は放置ときたか。私は溜息をひとつ漏らす。

　――と、こちらに向かって突進してくる気配。

「ぎゃおー！」

「おわっ」

　飛びかかってきたのは、フランドール・スカーレットである。だが、受け止めた感触が何かおかしい。見やれば、フランドールもまた、レミリアとは別の着ぐるみを着ていた。見た目はどことなく熊っぽいが、なぜか色がピンクである。ピンクの熊なんて存在するのか？　しかも何かそこかしこに血痕じみた赤い染みがついているのだが……。

「ぎゃおー、待ってたよー」

「……ああ、久しぶりだな。で、その恰好は何なんだ？」

「あ熊。ぎゃおー」

　悪魔、あくま……あ、熊。ああ、そういう……。私は頭痛を覚えてこめかみを押さえた。と、フランドールは私から一歩離れて、「ぎゃおー」と威嚇めいたポーズをとる。

「君の姉もやっていたが、それは何なんだ？」

「食べちゃいたいぐらい好きっていう、あ熊の求愛のポーズだっておねーさまが言ってた」

「……私は君に求愛されているのか？」

「かじっていい？」

「それは遠慮してほしいな」

「じゃあ、弾幕ごっこ♪」

　熊の手に器用に赤い剣を握って、にっ、とフランドールは凶暴な笑みを浮かべた。まあ、そのためにここに来たのだから、私もそれで異存は無い。しかし、その熊の恰好のままでやるのか？　まあ、弾幕ごっこに本人の見た目は関係ないか。

「今日はコインいっこなんてケチなこと言わないよ！　ぎゃおー！」

　レーヴァティンを振り上げて飛びかかってくる熊――もといフランドールに、私は小さく苦笑混じりに肩を竦めて、応戦のポーズをとった。

　

　一時間後。

　各コンティニュー一回ずつの弾幕ごっこ三本勝負が終わり、ぐったり座り込んだ私の尻尾に、フランドールがご機嫌な様子で頬ずりしていた。なんだか妙に懐かれてしまったようだ。まあ、私も子供は嫌いではないから、わざわざ再戦の約束を守りに来たわけで。

「ふかふかー。ね、枕にしたいから一本ちょうだい」

「ダメだ」

「ぎゃおー」

「求愛のポーズをとってもダメだ」

「けちー。コインいっこサービスしたのに」

「私の尻尾をコインいっこで買おうとしないでくれないか。今は好きなだけ触ってていいから」

「わーい」

　じゃれつくフランドールの首元をくすぐってやると、気持ちよさそうな声をあげてフランドールはとろんとした顔をした。こうして見ると、可愛い子じゃないか。熊だけど。

　と、そこへ扉をノックする音。「妹様」と扉を開けて顔を出したのは門番だった。

「あらら。ご苦労様です」

　私の尻尾にじゃれつくフランドールを見て、門番は微笑する。私は肩を竦めた。

「妹様、そろそろ夕食ですよ」

「あ、めーりん！　晩ご飯、なに？」

「お嬢様が、庭でバーベキューが食べたいと仰ったそうで、咲夜さんが支度中です」

「バーベキュー！」

　フランドールが歓声を上げる。庭でバーベキューとは、また……。想像すると、急に空腹感に襲われた。時計を見やると、既に夕刻である。しまった、そろそろ戻らなければ。油揚げ、油揚げを食べよう、うん、そうしよう。紫様の朝食も兼ねて――。

「それじゃあ、私はこのへんで」

「あれ、帰っちゃうの？　ぎゃおー」

「私も仕事があるのでな。また、暇があったら遊びに来るよ」

「むー」

　立ち上がった私に、フランドールは頬を膨らませて、拗ねたように門番に駆け寄った。苦笑してフランドールの頭を撫でる門番は、私を見て困ったように笑う。

「それじゃあ――」

　と、部屋を出て、屋敷を出ようと踵を返した、次の瞬間。

「妹様のお相手ありがとうございました」

　また気配もなく、私の背後に咲夜が現れる。今度は身構えることもなく私は振り返った。

「どうも。楽しかったよ」

「お帰りですか？」

「ああ、紫様もそろそろお目覚めになる頃なのでな――」

「その貴方の主から、手紙が届いておりますが。先ほど鴉が運んで来ました」

「え？」

　咲夜が差し出した便箋を、私は眉を寄せて受け取る。中を改めると、確かに紫様の文字で短く文章がしたためられていた。

『全く、どこを寄り道しているのかしら？　まあ、今日は幽々子のところに行くことにするわ。私のご飯は不要だから、貴方も勝手に食べていらっしゃいな。帰ったらお仕置きね。ばーい紫』

　私は思わず頭を抱えた。紫様、なんで今日に限ってこんなに早くお目覚めなのですか。

　しかし、これで急いで帰る理由がなくなってしまった。いや、油揚げを食べるという動機はあるが、それもできれば紫様とご一緒の食事といきたかったところであって――。

「参ったな……」

　帰ったらお仕置きか。ううむ、自業自得とはいえ気が重い。それにこれから、どうするか。

「どーしたの？」

　もふっ、とまたフランドールが尻尾に体当たりしてきた。私は首を振って振り返る。

「いや……ちょっと、急いで帰る理由が無くなってしまってな」

「じゃ、バーベキュー食べよう！」

　目を輝かせたフランドールに、私は虚を突かれて目を見開いた。

　

　そんなわけで、紅魔館の庭である。既に日は暮れ、吸血鬼が外に出ても平気な暗さだ。

　芝生の上にバーベキューグリルが用意され、その横ではたき火の上に飯盒と大きな鍋がかけられている。ざくざくと鮮やかなナイフ捌きで肉や野菜を切る咲夜と、わたわたと準備に走る門番。レミリアとフランドールは熊の恰好のままで優雅にテーブルでジュースを飲み、その傍らにやっぱり何故か熊の恰好をした小悪魔が控え、パチュリーはここでも本を読んでいた。これでテントでも張られていれば、まるでキャンプの夜である。

　そんな場所に、ひとり場違いに佇む自分。どうしてこんなことになっているのか。

「咲夜さーん、ご飯そろそろ良さそうですよー」

　門番がそう声をかけると、咲夜は肉と野菜の山盛りになったトレイを抱え「お嬢様、妹様、パチュリー様、そろそろ始めますよ」と声を上げた。レミリアとフランドールがグリルのそばに駆け寄り、パチュリーもゆっくりを腰を上げる。

　というか、レミリアとフランドールはいつまで熊の恰好をしているのだ。

「それでは、始めましょう」

　串に刺した肉と野菜を、咲夜がグリルの網の上に並べ始める。「はーい、ご飯炊けましたー」と門番が飯盒から大皿にご飯を移し、鍋を開けた。途端、カレーの良い匂いが漂ってくる。おお、カレーの匂いというのはどうしてこうも食欲を刺激するのか。しかも外で食べるカレーである。なおさらのことだ。

「はい、お嬢様、妹様。りんごとハチミツのカレーですよ」

　りんごとハチミツ？　カレーという料理とは縁の遠そうな単語に私は首を傾げる。門番から渡されたカレーの皿に、レミリアはあくまで気取って、フランドールは子供らしくがつがつとスプーンで挑みかかっていた。

「どうぞ」

「あ、ああ。どうも」

　門番が私にもカレーの皿を差し出す。白いご飯に、どろっとした茶色いカレー。にんじん、じゃがいも、そして大ぶりの肉がごろん、ごろんと浮かんでいるのが実に心憎い。そうそう、カレーっていうのはやっぱりこういうのだよな。茶色いカレーの海に、肉がどーん！　野菜がごろん！　の具材列島が形成されてこそだ。

「いただきます」

　手を合わせ、スプーンを手に取り口に運ぶ。――甘い。いや、辛くない、という意味でだが。しまった甘口か。レミリアとフランドールに合わせて作ったのだろう。まあ、私も橙に作るときは辛さを抑えるし、そういうものと思って食べるべきだな。

「あむ、むぐ、うん、これはこれで」

　辛くないカレーっていうのも、たまには悪くないな。このもたっとした感じが、絶妙に家庭的な野暮ったさでほっとするじゃないか。にんじんやじゃがいももほどよく柔らかくなっていて、しかし食べ応えがあっていい。りんごとハチミツってのがもうひとつカレーの中でどういう効果を発揮しているのかよく解らないが、気にしなくても美味いものは美味いのだ。

　ああ、しかし夏の夜に外で食べるカレーって、不思議とどんなものでも美味しく感じるような気もする。これも不思議な方程式だな。夏、カレー、りんご、ハチミツ、野菜、ううん。

「さくやー、もう焼けてるんじゃないのー」

「はい。お嬢様、お熱いのでお気をつけて」

　肉の串を、咲夜がレミリアに差し出す。がぶりとかぶりついたレミリアは、「ううん、血の滴るようなレア！　結構なことだわ」と満足げに肉を咀嚼していた。む、あっちも美味そうじゃないか。しかし、グリルを囲む紅魔館の面々に割って入るのも、何かこう浅ましいような。

「肉と野菜、どっちか取ります？」

「え？　あ、ああ……じゃ、一本ずつ」

「はーい、どうぞ」

　また門番が串を一本ずつ取ってきてくれた。「どうも」と微妙な申し訳なさを覚えつつ受け取って、肉の串にかぶりつく。サイコロ型に切られた肉を噛みしめると、口の中にじゅわりと肉汁がほとばしった。ソースの味が染みていて、柔らかく香ばしい。ほふほふ、おお、美味い美味い。炭火焼きってのが、実にいいじゃないか。ほのかな香りが、余計に食欲をそそる。

　野菜はどうだ。タマネギ、ピーマン、その間にウィンナー。おお、タマネギもよく火が通ってるじゃないか。ピーマンの苦みも、この濃い味の中ではいい清涼剤だ。ウィンナーのいかにもっていう味と、ぱりっとした歯ごたえも、この中では絶妙な存在感を発揮している。

「ほふっ、ほふっ」

　ああ、カレーを忘れるところだったよ、悪い悪い。カレーだけでも肉と野菜たっぷりなのに、バーベキューでどっちも倍率ドン、さらに倍だ。いいぞいいぞ。美味さに燃えてきた。

　むぐ、むぐ。食べながら、ふと顔を上げれば、グリルの周りで賑やかに盛り上がる紅魔館の面々。レミリアの口元のカレーを咲夜が拭い、フランドールは門番に串から外してもらった肉を口いっぱいに詰め込んで、その横でパチュリーは黙々としいたけを焼き、小悪魔は飲み物を抱えて熊の恰好のままでぱたぱたと走り回っていた。

「お嬢様、そちらのお肉が焼けていますよ」

「パチェ、貴方も食べたらどう？」

「私は野菜があればいいの。むきゅー」

「食生活は草食系でも愛は肉食系でいいのよパチェ、ぎゃおー」

「私たちはパチュリー様へ肉食系です！　がおー」

　――どうして私はここにいるのだろう、という疑問が再び頭をよぎる。いや、カレーもバーベキューも美味くて文句は無いのだが、この紅魔館のバーベキューという空間に、私という異物は必要だったのだろうか。私がいなくても回る世界で、私は――。

「あれ？　ねーねー、なにしてるのー」

「え？　あ、いや」

　と、そこへフランドールが駆け寄ってくる。私は食べ終えた串と、残りの少なくなったカレーの皿を抱えて、ぼんやり生返事をした。するとフランドールは、熊の手で私の手を引く。

「もうお腹いっぱい？」

「いや、そうでもないが」

「じゃあほら、焼こう焼こう。ぎゃおー」

　フランドールに手を引かれるまま、私はグリルの周囲の輪に歩み寄った。炭火の上、網で煙をたてる肉と野菜。そして鍋から漂うカレーの匂い。

「おやおや、すっかりフランに懐かれたようね」

「おねーさまも尻尾もふもふしない？　気持ちいいよー」

「こら、そんな勝手に――」

「カレーのおかわりいかがです？」

「あ、いただけるなら……」

　門番からカレーのおかわりを貰い、咲夜から「焼けてますよ」と串を渡される。ちょっと食べ過ぎのような気もしたが、まだ肉もカレーも美味しく口の中に入ってくる。

「えへへ、もふもふー」

　フランドールがまた尻尾にじゃれついてくる。私は苦笑して、尻尾でその頭を撫でた。

　と、レミリアがこっちを見つめているのに気付く。私が視線を向けると、レミリアはぷいと視線を逸らした。……ひょっとして同じように尻尾に突撃したいとでも思っていたのだろうか。主としての沽券に関わるとでも思っているのかもしれない。そんな熊の恰好で、沽券も何も無さそうなものだが。

　そんなことを思いながらカレーを口に運ぶと、ふと、ルーの中に優しい、柔らかな甘みを感じた。ああ、これがりんごとハチミツか。

　この場所、紅魔館という空間の中に、カレーの中のりんごとハチミツのように私は溶け込んでいられているのだろうか。私自身にはどうにも、よく解らない。

　まあ、でも。

「……うん、美味い」

　大勢で食べ、だけどひとりで、けれど大勢だ。こういうのも、たまには悪くない。

　周りを駆け巡る紅魔館の騒がしさに、気付けば私は小さく笑みを漏らしていた。


    
        第五話　天狗の里の醤油ラーメンとライス


　

　

　午後の暑さを逃れてか、人里の茶店は混雑していた。

「アイスコーヒーを」

「かしこまりました」

　里の寺子屋で算術の授業を終えた帰り。私――八雲藍は、少し時間に余裕があったので、冷たいものでも飲もうとこの店に足を向けていた。そう頻繁に利用するわけではないが、美味いコーヒーを出す店と記憶している。

「ふむ……」

　注文を終えてしまうとどうにも手持ちぶさたで、私は視線を巡らす。店の中は談笑する若者や、コーヒーを片手に本を読みふける壮年の男性など、様々な顔で満ちていた。皆、一杯のコーヒーとともに憩いのひとときを過ごしていることに変わりは無い。

　しかし客の動きの少ない茶店では、周囲の人間観察もあっというまに済んでしまう。こんなことなら、文庫本の一冊でも持ってくれば良かったな。そんなことを思っていると、近くの席で新聞を読んでいた男性が立ち上がり、レジへと向かった。男性がラックに戻していった新聞に目を向け、あれでいいか、と私は立ち上がる。

　天狗の新聞は、報道としてはかなり眉唾だが、読み物としては時間つぶしぐらいにはなる。見慣れた《文々。新聞》のロゴに、あの鴉天狗の新聞か、と小さく肩を竦めながら、私は席でその新聞を広げた。

　一面は先日決まった第二回稗田児童文芸賞の授賞式レポートだった。受賞作の『天野ジャックは嘘をつかない』を手に、団三郎狸が笑っている。ぐぬぬ、と私は顔をしかめて、その記事は詳しく読むことなくページを捲った。

　稗田児童文芸賞は、私も選考委員に名を連ねている児童文学の賞である。先日の選考会で、あの団三郎狸の作品に対し、私は強く反対したのだが、他の選考委員ふたり――上白沢慧音女史と聖白蓮殿だ――に押しきられて受賞に持ち込まれてしまったのである。団三郎狸め、白蓮殿はともかく慧音女史も懐柔していたとは……。

　おまけに授賞式ではあの団三郎狸の挑発にうっかり乗りかけ、危うく醜態を晒すところであった。全く、腹立たしいことこの上ない。

　苦い記憶を振り払い、私は他の記事に目をやる。――と、ひとつの記事に目が留まった。

「あ、この前の――」

　太陽の畑にパンクの輪、との見出しで、太陽の畑で開かれたパンクダンスコンテストの模様が報じられていた。おお、橙はどこだ橙は。先ほどまでの腹立たしさも忘れ、私は浮かれた気分で記事を見やる。が、写っていたのは優勝者の蘇我屠自古で、橙の姿はどこにもなかった。

　まあ、仕方ないか。私は小さく溜息をつく。あのコンテストで、橙は最初の転倒が響いたか、十人中八位という順位に終わっていた。それでも、橙自身は悔しがりながらも楽しんだ様子だったので、私もそれでいいかと思っていたのだが――。

「……ん？」

　いや、写真はそれだけではなかった。もう一枚、隅に小さくトリミングされた写真が載っている。その写真は――。

　次の瞬間、私は憤然と立ち上がった。ちょうどアイスコーヒーを持ってきたところだった店員が、驚いた顔で身を竦める。私は新聞をテーブルに投げ捨て、ずんずんと歩き出した。

「お客さん？　あの、アイスコーヒー」

「他のお客さんにあげてくれ、私のおごりだ」

　代金をレジに置いて、私はそう言い残して店を出た。とかく冷たい飲み物よりも優先しなければならない事態が発生したのだ。急がねばならない。

　そう、天狗の里へ。

　

　妖怪の山の連中は、とかく排他的である。

　河童の排他性はおおむね人見知りという種族的性質によるものだが、天狗の場合はむしろその傲慢さによるところが大きい、と私は勝手に理解している。取材と称してあちこち我が物顔で飛び回りながら、自分たちのことに関しては徹底的に山に引きこもって秘匿するからタチが悪い。

　そんなわけで、天狗は河童以上に極度に、自分たちの領域に足を踏み入れられるのを嫌う。どのくらい嫌っているかといえば――。

「うおっと」

　河童の領域と天狗の領域の境界を示す、妖怪の山の中程にある大きな滝。そこに近付いただけで、哨戒の白狼天狗が襲いかかってくるほどだ。私は白狼天狗の振るった剣をかわして、滝の轟音の中、白髪の天狗に向き直る。

「ここから先は天狗の領域ッス。何用ッスか」

「斬りかかる前にそれを訊ねて欲しいものだが。――射命丸文に会いたいんだが」

　私がその名前を挙げると、白狼天狗は露骨に嫌そうな顔をした。

「まーた何かやらかしたんスか、あの人は」

「……苦労してるようだな」

「そりゃもう。クレームの相手までさせられるのは勘弁して欲しいッスよ」

　私は苦笑する。白狼天狗は剣を鞘にしまって、顎で山の上の方をしゃくった。

「今は里に戻ってるはずッスよ」

「通してくれるのか？」

「そっちが本気で通ろうとしたら自分じゃ相手にならないことぐらいは解ってるッスから。その代わり、自分が通したってことはあの人に言わないで欲しいッス」

「すまないな」

　余計な体力を使わないで済むなら、それに越したことはない。私は片手を挙げて、白狼天狗の傍らを通り過ぎた。背後から、滝の音にまぎれて白狼天狗が大きく溜息をつく音が聞こえた。

　

「あやややや、これはこれは藍さんではありませんか。こんなところへ何用です？」

　天狗の里に私が降り立つと、呼んでもいないのに射命丸文は私の前に現れた。私がここに近付いているとどこかで聞きつけてきたのだろう。こういうときだけ、この鴉天狗の嗅覚は面倒がなくていいと思う。不案内な天狗の里でこのブン屋を探し回る真似はあまりしたくない。

　私は腰に手を当て、目をつり上げて文の顔を見つめた。文は目をしばたたかせ、それから小さく「あ」と口を開く。私がここに来た用件に思い至ったらしい。

「あやや、あのですね藍さん――」

「橙を紙面で笑いものにするとは、いい度胸じゃないか。え？」

　行きがけに拾ってきた《文々。新聞》を広げ、私は文に突きつけた。

　――パンクダンスコンテストを伝える記事の片隅。そこに、コンテストで橙がバランスを崩して転倒した瞬間の写真が、連続写真のように載せられていた。ご丁寧に漫画調の吹き出しで、尻餅をついた姿の橙に、ぐしゃぐしゃマークまでつけて。キャプションに曰く、『踏み鳴らされるステップに揺れるステージ。その盛り上がりは、猫も着地に失敗するほど』。

「いやそれはその会場の盛り上がりを伝えるためでありまして断じて橙さんを笑いものにする意図があったわけではなくそもそもあの黒ずくめとサングラスだったので印刷するまであれが橙さんだったとは気付いておりませんでしてまあ橙さんがダンス中に転倒したのは紛れもない事実でありますし目撃者も多数いるわけですし別に記事本文で橙さんに関して何か書いてるわけでもありませんから名誉毀損にはあたらないかと――」

　何事かまくしたてる文だが、事実としてこの写真には橙の転倒をおちょくる要素がはっきりと含まれているのであり、弁解の余地はない。私は笑顔で文の肩に手を置く。

「あやや――」

　そしてそのまま、左腕を抱え込んで逆方向に捻りあげた。骨の軋む音が響く。

「やめてください！　折れます！　伝統の幻想ブン屋のやっとくっついた腕がまた折れます！」
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　はて、この前アームロックをかけたときに折れるまでやっただろうか。それとも私以外の誰かに折られたのか。まあこの天狗ならアームロックの二度や三度かけられてもおかしくはない。竹林の案内人を二十五時間も監禁してゲームをやらせたり、白黒の魔法使いの黒歴史を暴いたり、守矢神社の風祝をくす玉に十八時間も閉じ込めたりしていたのをテレビで見たし。

「ら、藍さんやめてください！　平和的に！　ここは平和的に取引で解決いたしましょう！」

「取引？」

「あのコンテストの取材で撮影した写真のうち橙さんの写っているもの合計十二枚、ネガごと差し上げます！　ここはどうかそれでひとつ矛を収めていただ痛い痛い折れます！　マジで折れます！」

　まあ、さすがに折るまでやる気はない。ただ、面白おかしく記事を書くためなら相手のことなど知ったこっちゃないという取材態度に対してのお仕置きの一環である。私は息をついて、力を緩める。左腕を押さえて、文は涙目で悲鳴をあげた。

「あたた……うう、ペンは剣より強し。報道は暴力に屈しません」

「今思い切り屈してなかったか？　まあ、別に記事を取り下げろとは言わないが、取材対象を許可無く笑いものにするような扱いをするのは止めろと言いたいんだ」

「微笑ましい笑いのつもりだったんですがねえ……ネガと写真です、どうぞ」

　どこから取り出したのか、文はこちらに封筒を放って寄越した。最初から準備してあったのか？　私は怪訝に思いながらも中身を確かめる。橙の写っている写真が十二枚。あの《鳥獣伎楽》の黒ずくめファッションだが、それでも橙は可愛い。うむ。

「今度はちゃんと橙を真面目に記事にしてくれよ」

「好意的な記事にできる話題があれば善処いたします。あたた」

「じゃ、私はこれで」

　ひらひらと封筒を振って、私は踵を返す。と、「あ、藍さん」と背後から声。

「なんだ？」

「せっかくですので、妖怪の賢者の使いっ走りをさせられている九尾の妖狐が、不当な扱いのストレスに耐えかねて狂ったようにゲームをやり続けるというスクープを」

「断る」

「あやややや」

　私はどこぞのもんぺの妖怪のような暇人ではないのである。ぴしゃりと斬り捨てた私に、文は「というか私これ何も悪いことしてませんよね？」と首を傾げていた。

　

　とりあえず、これで天狗の里に来た用件は済んだ。余計な時間を食ってしまったので、帰って晩ご飯の支度をしなければ、と私は急ぎ足に天狗の里を歩く。

　空を見上げれば、茜色が山の景色を染めようとしていた。紫様がお目覚めになるまでには戻らないと、またお仕置きである。

　――ああ、でも、余計な遠出をしたせいで腹が減った。

　自分の分だけ、さっと食ってから帰るか。そのぐらいの余裕はあるだろう。しかし、天狗の里に食い物屋なんてあるのか？　外から客が来るとも思えないが……。

　私は足を止め、周囲を見回す。行き交う天狗たちが、怪訝そうにこちらを見ている。中にはこちらにカメラを構えている天狗もいた。私が振り返ると、天狗たちは視線を逸らしてこそこそと何事かしゃべり出す。ううん、このアウェー感！　やっぱり帰ってから自分で何か作って食べるか……。

　溜息をつきながら歩いていると、ふと鼻腔をくすぐる匂いがあった。私は顔を上げる。

　――《ラーメン》の暖簾がそこにあった。

「ラーメン屋……なのか？」

　しかし、外見はどう見ても普通の民家である。くもりガラスの戸に暖簾がかかっていなければ、到底食い物を出す店には見えない佇まいだ。

　ラーメンか。さっと食ってぱっと出るにはちょうどいいな。そう思うと、胃袋が露骨に空腹を訴えてきた。私は軽くお腹を叩いて、それからラーメン屋の暖簾をくぐった。

「いらっしゃ……おお？」

　店主らしき天狗が、私の姿に目を丸くする。天狗の里で、天狗以外の客など珍しいのかもしれない。「一名様？　カウンターで」と言われ、私は赤いカウンターの丸い椅子に腰を下ろした。メニューは頭上の壁に掛けられたボードに記されている。醤油、しお、味噌、チャーシューメン。それとライスと餃子。普通だ。あまりにも普通のラーメン屋だ。ここまで普通だといっそ潔いというほどに普通だ。

　それなら、こっちも奇をてらわずに普通に頼もう。

「醤油ラーメンと中ライスで」

「あいよー」

　腹具合的には大盛りでも良かったが、何しろラーメンという食い物は当たり外れが大きい。大盛りを頼んで外れだったときは目も当てられない。初めて入る店だし、とりあえずは様子見だ。餃子ぐらいは頼んでも良かったかな……いや、そういえば家にまだ餃子の皮があるし、そのうち紫様がご所望されるだろう。

　水を一口飲んで、それから店内を見回す。テーブル席でラーメンを啜っていた天狗がちらちらとこちらを伺っている。悪かったな、九尾の狐が天狗の里にいて。気にしたら負けか。

　店の隅には、様々な新聞が山と積まれていた。あれ全部この里の天狗の作っているものなのだろうか。なんというか、紙資源の浪費であるな、とぼんやり思う。

「はい、醤油。それから中ライス」

「おっと、どうも」

　来た来た。さて、どんなものかな。

　醤油ラーメン普通盛り。黒い、いかにも醤油という感じのスープの中に黄色い麺。その上にメンマ、ほどほどのもやし、ネギ、チャーシュー二枚、ゆで卵半分。それから、

「これは……麩か」

　なるとではなく麩とは珍しい。ま、とにかくのびる前にいただこう。

「いただきます」

　割り箸をぱきっと割って、湯気を立てるどんぶりに手を合わせる。まずはスープを一口。薄く脂の浮いた黒いスープをれんげですくって啜る。

「これは――醤油だな」

　メニューの潔さに違わぬ、醤油！　と太字で強調したくなる勢いで醤油の味がするスープだった。いやしかし、これはこれで悪くないぞ。身体には悪そうだが、変な曖昧さがなくて、ど真ん中の剛速球ストレートを惚れ惚れと見逃すような気分だ。

　ちぢれた麺をスープの中からすくい上げ、啜る。うん、硬すぎず柔らかすぎず、太すぎず細すぎず、いい塩梅のちぢれ麺だ。絡んでくるネギともやしの食感のアクセントが心憎い。

「ほふ、はふ。ずずっ……んぐ」

　もやしが少なめなのが、個人的にはポイントの高いところだ。人里にやたらともやしを山盛りにするラーメン屋があるが、私はラーメンが食いたいのであってもやしが食べたいのではない。何事もほどほどでいいんだよ、ほどほどで。

　さて、麩はどうなんだ。スープを吸ってふやけた麩を慎重に箸で持ち上げ、口に運ぶ。舌の上で、じゅわりとスープがしみ出して、柔らかく麩がほぐれた。おお、いいじゃないか、麩。なるとでは味わえない食感と、スープのしみこみ具合がたまらなく柔らかい。

「ずず、むぐ、ほふ……おっと、ご飯ご飯」

　危ない危ない、忘れるところだった。醤油ラーメンにはやっぱり、白いご飯が必須だ。ご飯を含んだ口に、ずずっと醤油スープをすすり上げる。ああ、ご飯と醤油のハーモニー！　口の中で咀嚼されるご飯にスープが絡み合い、新たな交響曲を奏で出す。どうしてこうも、ご飯と醤油は相性が良いのか。そのシンプルさ故に美しい方程式だ。

　メンマのコリコリした食感も、地味ながら心憎い名脇役だ。地味な君がいて良かった。

　チャーシューはどうだ。……うん、いかにもチャーシューって感じのチャーシューだ。とろっとしたチャーシューもいいけど、この引き締まった固いチャーシューの野暮ったさが、このストレートな醤油ラーメンにはよく似合う。少ない脂身の柔らかさも引き立つというものだ。

「はふっ、はふっ、ずずっ、むぐ、んぐ、ずずぅ」

　麺、ご飯、スープ。麺、ご飯、スープ。ほふ、ほふ。ああ、この半分おじやにしてるのと変わらないような下品な食べ方！　それがいいのだ。ラーメンなんて上品に食べるものじゃない、豪快に下品に音をたててすすり上げる食い物だ。炭水化物と炭水化物が被っているなんて知ったことか。ああ、身体がどんどん熱くなってくる。まるで蒸気機関車だ。

　ゆで卵とご飯とスープを一緒に食べれば、実質卵かけご飯みたいなものだな。ああ、幸せ。

「ずずぅ、ずずっ、んぐ、んぐ……はぁーっ」

　あっという間に麺は底を突き、スープも三割ほどを残すだけになっていた。さすがにこれだけ醤油醤油したスープだと全部飲み干すのはしんどいが、それは決してまずかったという意味ではない。ああ、大盛りにしておけば良かったな……。でも、美味かった。

「ごちそうさま」

「ありがとうございましたー」

　水を飲み干して立ち上がる。代金を払って店を出ると、少し涼しくなってきた夕暮れの風が、火照った身体に心地よかった。私はひとつ伸びをする。

　と、その風に飛ばされて、足元に新聞紙が舞い降りてくる。拾い上げると、どこから飛ばされてきたのか《文々。新聞》の最新号だった。しかも、ちょうど橙の写真のある太陽の畑の記事のある面だった。

　改めて、そこに掲載された橙の写真を見る。バランスを崩す橙。尻餅をつく橙。ぐしゃぐしゃマークの吹き出しを書き加えられた、お尻をさする橙。だけどその表情は、失敗した瞬間だというのにどこか楽しそうにも見えた。

　――さっきのあれ、さすがに少し大人げなかったかな。やりすぎたかな……。

　私はラーメン屋を振り返る。ぱっと見、ただの民家にしか見えない店構え。けれど中に入れば、美味しい醤油ラーメンが待ち構えている。――何事も、ぱっと一見しただけでは解らないものなのかもしれない。自分から、ちゃんと中を確かめようとしなければ。

「……ネガは返すか」

　もう一度、文のところに立ち寄ってから帰ろう。私は夕暮れの空に微かに醤油の匂いのする息を吐いて、足早に天狗の里を歩いた。


    
        第六話　天界の桃のタルトと天ぷら定食


　

　

「ら～ん～」

「わひゃあ!?」

　夕刻。居間で本を読んでいた私――八雲藍は、突然何者かが尻尾に潜り込んできた感触に、思わず悲鳴を上げた。何者かと言っても、この八雲邸で私の背後に突然現れる者など、ただひとりしか存在しえないわけだが。

「紫様、お目覚めでしたか。というか突然モフるのは止めていただけませんか」

「あら、いいじゃない。私がモフらなかったらその尻尾は何のためにあるのかしら？」

「何のためと言われましても……」

　いやまあ、紫様に尻尾を愛でていただくのもまた、私の幸福ではあるのだけれども。そもそも私の尻尾は妖狐としての力の証であって、うんぬん。

　私が唸っていると、スキマの縁に頬杖をついた紫様は、不意にスキマから袋を取り出した。

「はい、お土産」

「お土産、ですか？　これは……」

「桃のタルトだそうよ。霊夢のところからお裾分けしてもらってきたわ」

「霊夢の？」

　袋の中を見ると、確かにケーキらしき箱が入っている。しかし、霊夢のところからお裾分けというのはどういうことだろう。霊夢にはこっちがお裾分けする立場だと思うが……。

「いつぞやの天人が持ってきた桃で、居候が人形遣いに習ってお菓子を作ってみたんですって。というわけで、コーヒーを淹れて頂戴な」

「かしこまりました」

「橙は？」

「マヨヒガの方にいるかと思いますが。呼んで参りましょうか？」

「残念ながら二切れしかないの。ふたりで食べちゃいましょう」

「はあ」

　まあ、素人の作ったものなら私が毒味してからの方がいいかもしれない。霊夢がわざわざお裾分けしてきたということは――いや、紫様が勝手に取ってきた可能性も高いが――味はあまり保証されていなさそうだし。

　ゴリゴリと音を立てるミルで豆を挽きながら、私はその香りに鼻をひくつかせた。

　

　翌日。私は結界の見回りの途中、博麗神社に立ち寄った。

　夏の熱気もようやく過ぎ去ろうとしているが、遮るもののない日射しの下はまだまだ暑い。日陰に入って人心地ついたところで、私は賽銭箱に小銭を放った。昨日のタルト代である。

　それから裏手に回る。――と、何やら嬌声めいた霊夢の声が聞こえてきた。「ひぁっ、ふぅん……はふ」いや、外に響く声で何をしているんだ。まさかとは思うが。

　建物の影からこっそり神社の縁側を覗く。そこには――冬妖怪に膝枕されて、耳かきをしてもらっている霊夢の姿があった。まあ、そんなオチだと思ったよ、うん。

　私はひとつ咳払いをして、霊夢たちの前に歩み寄る。冬妖怪――レティ・ホワイトロックが手を止め、霊夢も「おん？」と視線を上げた。

「なんだ、藍じゃない。あによ？」

「こんにちは～」

　首を振って起き上がる霊夢。レティはほわほわとした笑みを浮かべてぺこりと会釈した。私は手にしていた袋を差し出す。例によって野菜の詰め合わせである。

「昨日いただいたタルトの礼だよ」

「昨日？　あ、やっぱり紫の仕業だったのね」

「……黙ってくすねてきてたのか。それはすまなかった」

「ま、いいけど。野菜はありがたく受け取っておくわ」

　袋を受け取る霊夢。と、レティが少し思案げにこちらを見つめていた。

「あ、タルト、どうだったかしら～？」

「ああ、美味かったよ」

「それは良かったわ～」

　ほっとしたようにレティは笑う。夏の終わりに神社でタルトを作る冬妖怪。材料が天界の桃なところも含めて、そういうよくわからないごた混ぜ感が博麗神社らしいと言うべきだろうか。

　実際、桃のタルトは美味かった。サクサクしたタルト台に敷き詰められた甘く柔らかいクリーム、その上に載せられたとりわけ瑞々しい桃の三重奏は、他のフルーツタルトとはまた異なるハーモニーであった。橙の分が無かったのが悔やまれるぐらいである。

　むしろ、あの桃があれば自分でも橙のために作りたいぐらいだ。とろけるように甘く、しかし爽やかな水気を孕んだあの桃。そのまま食べてもきっと美味しいに違いない。

「また作ったら、今度はちゃんと食べに来てね～」

「紫様にそう伝えておくから、そのときは是非呼んでくれ。橙も連れてきていいか？」

「どうぞどうぞ～」

「こら、家主を置いて勝手に話をつけるな」

「い、いひゃいいひゃい～」

　むにー、と霊夢はレティの頬を引っ張る。全く、仲の良いことである。

　と、そういえばもうひとりの居候の姿が見当たらない。飲んだくれて寝ているのだろうか。

「萃香はどうした？」

「ああ、桃の礼とか口実にして飲みに行ってるわよ」

「天界にか？」

「前から結構入り浸ってるみたいよ」

「ふうん――」

　ちらりと霊夢とレティの方を見やって、私は小さく首を傾げた。あの鬼も案外、気を遣ったりしているのかもしれない。ま、それはこの当人たちの問題にしても。

　どうせなら、私も天界に行ってみるか。桃が手に入れられるかもしれないし。妖怪の山の頂の方を見上げて、私はこっそりと決意した。

　

　そんなわけで、山登りの果てにやって来たるは天界である。

　途中で射命丸文にちょっかいを出されたりはしたが、山さえ登り切ってしまえば天界はすぐそこだ。雲を突き抜けた天上の土地に、私はふわりと降り立った。

　数年前の地震騒ぎを例に挙げるまでもなく、紫様は天界に関してはあまり良く思っておられないようなので、私も天界にちゃんと足を踏み入れたことはほとんどない。そんな紫様が天界の桃のタルトを美味しそうに召し上がっていたのは矛盾と思われるかもしれないが、食べ物に罪はないとは紫様の弁であり、私も同感である。

　広々とした原っぱに、のんびり茣蓙を敷いて酒を飲む天人たちの姿がある。あちこちに生えているのは桃の木だろうか。――天界は飽和状態というのは大嘘、という紫様のお言葉は正しかったのだなあ、と勝手に実感する。

　さてしかし、どうやったら桃を手に入れられるだろうか。そのへんの樹から勝手にもぎ取ってもいいものだろうか。いや、天人ならともかく私は地上の民であるし泥棒呼ばわりはされたくない。かといって観光客向けの店があるとも思えないし、ちょっと早まったか。

　腕を組みながら歩いていると、宴会をしていた天人たちが何やら好奇心を露わにしてこちらを見つめてくるのが見えた。いかん、目立っている。ううむ、どうしよう。

　――ああ、おまけに腹まで減ってきたぞ。

　まずいな。天界に食べ物は確か桃と丹ぐらいしかないと聞いたことがある。となるとこれは本格的に桃を手に入れる算段をつけなければ。しかし誰に話を通せばいいのか。

　そうだ、伊吹萃香を探そう。天界に入り浸っているという彼女に聞けばいいのだ。

　これは名案、と私はひとり頷いて歩き出す。萃香のことだ、どうせそのあたりで飲んだくれているに違い無い。きょろきょろと辺りを見回しながら、私は桃の木の間を抜けて、

　目の前に現れた建物に、私は眉を寄せ、次の瞬間目を見開いた。

　《天ぷら》の文字が記された暖簾が、その入り口に揺れていたのだ。

　天ぷら屋？　天界に？　これはいったいどういうことだ。目を擦って見たが、目の前にあるものは変わらない。確かに天ぷら屋のようである。

　腹が情けなく空腹を訴えかけてくる。ええい、もうここで飯にしてしまおう。出てくるのが桃の天ぷらだったりしたらお慰みだ。

「いらっしゃいませー」

　店の扉を開ける。途端、油のたてる音と匂いが食欲に強烈に訴えかけてきた。私は白木のカウンターに腰を下ろし、さて何があるのか、と顔を上げる。

「あら、貴女は――」

「え？　――って、なんで貴女がここに」

「それはどちらかというとこちらの台詞ですが。お茶をどうぞ」

　そう言って、カウンターの向こうに立った永江衣玖は私に湯飲みを差し出してきた。湯気を立てる湯飲みを受け取って、私はテーブルに置かれていたメニューを見やる。

　天ぷら定食（イワナ、鶏、紫蘇、芋、野菜三品、ごはん、味噌汁）。おお、いいじゃないか。イワナの天ぷらとはいいセレクトだ。紫蘇があるのも心憎い。

「天ぷら定食で」

「かしこまりました」

　衣玖は頷くと、こちらに背を向けて音を立てる油の方に向き直る。私はそれをぼんやり見つめながら、それにしても何故天界に天ぷら屋があるのだろう、と再び考えた。駄洒落か何かか。いやさすがにそんなことはあるまいが――。

「萃香さんが、地上の食べ物をこちらに持ち込んで宴会をするもので」

　と、振り向きもせずに衣玖がそう口を開いた。私はそれが一瞬自分へ向けられた言葉だとは気付かず、「え？」と間抜けな声を上げる。

「みんな桃と丹だけでは食べ飽きてしまったのか、それが受けてしまいまして。特に揚げ物が人気で、それなら揚げ物を出す場所を作ろうと名居様が仰いまして。私はそのお手伝いです」

「はあ」

「天人は欲を捨てたと言っても、やはり地上に名残があるのかもしれません」

　衣玖はそう言って苦笑した。成る程、と私は頷く。あの桃は確かに美味かったが、毎日毎食あれでは飽きもするだろう。欲を捨てるということに食欲も含まれるなら、少なくとも私はどう足掻いても天人にはなれそうもないが、案外そのへんはルーズなのかもしれない。

　ああ、それにしてもこの、天ぷらの揚がる音！　耳から胃へのダイレクトアタックを食らっているかのようだ。これはなかなか、耐えがたいものがあるな。私は空腹を紛らわすようにお茶を啜った。

「はい、お先にご飯とお味噌汁。それから、イワナと、鶏と、芋と、茄子です。残りの三品はこれからお出ししますね。つゆと塩はそこにあるのをご自由にどうぞ」

　おっと、待ってましたよ。ああ、いかん、尻尾が揺れてしまう。犬ではないのだから、嬉しいからといって尻尾を振るなんてはしたないぞ、落ち着け私。

　ほかほかのご飯と、麩の味噌汁。そして皿に盛られた四品の天ぷら。いい面構えだ。

「いただきます」

　手を合わせ、さて、天つゆと塩のどちらでいただこうか、と考える。とりあえず、イワナは塩だな。カウンターに置かれた小瓶から、塩をぱらりとイワナに振りかける。ついでに深みのある器に天つゆもそそいだ。お、大根おろしもあるじゃないか。気が利いている。

　さて、さっそくイワナからいこう。頭から尻尾まで、一匹丸ごと形を残しての天ぷらっていうのが嬉しいじゃないか。躊躇なく頭からかぶりつく。

　ううん、皮はぱりぱり、衣はさくさく、そして身はふんわり柔らかい。王道の揚げたて、定番のさくふわだ。いいぞいいぞ、これだけでもう、私の中で名店確定だ。イワナの上品な味わいが、衣に振りかけた塩で引き立つというものだ。脂っこすぎない、さらりとした後味がまた快い。

「んむ、美味い」

　一気に尻尾まで食べてしまった。いかんいかん、焦るな。今後は芋にしよう。こっちは天つゆに、ひたりすぎない程度にさっとつけて。――おお、甘い。さくっと外側から、中はみっちり素朴な甘みが口の中に広がる。

　茄子もまた、衣の外と内とで異なる食感が楽しい。天つゆに落とした大根おろしが、また一服の清涼剤になる。おっと、ご飯を忘れていたよ、悪い悪い。天つゆの柔らかな甘みが、また不思議とご飯に合うんだよな。味噌汁も、うん、上出来上出来。

「お待たせしました、紫蘇、ししとう、レンコンです」

　お、第二陣の到着か。おお、紫蘇だ紫蘇だ。イワナや鶏が主役でも、名脇役として紫蘇の存在は外せない。さっそくさっと天つゆにくぐらせて口に運ぶ。うん、このさくっと衣そのままの食感！　そしてその後に来る紫蘇独特の風味の二段攻撃！　これがいいんだよ、これが。

　おっと、第二の主役の鶏がまだだったな。あっさりした鶏ささみの天ぷらは、またこれで味わい深い。歯ごたえがありつつも、はらりと崩れるこの食感。結構、結構。

　レンコンがまた、いいんだよな。この食べ応え、ふんわりした天ぷらの中ではっきりとした存在感を放っている。けれどくどすぎず固すぎず、あくまで添え物に徹しているのが、また慎ましくてよろしい。

　そしてししとうだ。このししとうというセレクトがわかってるじゃないか。からっとさくっと火が通ったししとうの食感。他の野菜のどれとも違う味。しっかり七品の中でバランスが考えられている。ぬかりのない仕事ぶりだ。大根おろしが実に合うな。

「あむ、むぐ、うん、うんうん。むぐ、ずずっ」

　気付けばご飯と味噌汁も、綺麗さっぱり無くなっていた。ほふ、とひとつ息をついて、残っていたお茶を飲み干す。はあ、ちょっと食い足りない気もするが、いい天ぷらだった。素直に満足と言えるうちに切り上げよう。揚げ物の食べ過ぎはあまり褒められたものでもないし。

「ごちそうさまでした」

「お粗末様でした。お茶のおかわりは？」

「ああ、いただきます」

　湯飲みを衣玖に渡す。と、奧の席で「ごちそーさん」と聞き覚えのある声がして、それから見覚えのある影がこちらに歩いてくるのが見えた。――伊吹萃香だ。

「あれ？　なんで藍がここにいるのさ」

　萃香は私の姿を認めて、怪訝そうに目を細めた。私は肩を竦める。

「いや、桃が美味かったものでな」

「あー、昨日のタルト、やっぱり紫がくすねていったんだ。二切れ足りないって霊夢が言ってたもんね。で、桃を仕入れに来たわけ？」

　愉快げに萃香は笑い、私は苦笑を返した。

「ここの桃は、どこかで売ったりはしていないのかな」

「天界では誰も商売なんかしてないよ。そのへんから適当にもいで帰ればいいさ」

「それでいいのか？」

「天界中の桃を採り尽くしでもしなけりゃ、誰も怒らんて」

　しかし、それもなんだか桃泥棒のようで気が引ける、と考えてしまう私は、やはり根っからの地上の民なのかもしれない。

「ん？　商売はしないってことは、ここも？」

「ええ、お代は結構ですよ。天界というのはそういうところですから」

　妙なところだな、と改めて思う。しかし、では衣玖が天ぷらを揚げているのも仕事ではないのだろうか。さっきの話からすると上司に言われて働いているようにも聞こえたが――。まあ、私が突っ込んで考えることでもないか。ごちそうさま、と私は会釈をする。

「藍さん。貴女が主に命じられてすることに、報酬を求めますか？」

「え？」

　ふと、衣玖がそんなことを言った。私が振り返ると、彼女はにこにこと笑ったまま、

「つまり、それもまた私の生活の一部なんです」

　そんな、解ったような解らないようなことを言った。

　

　店を出て、そのままなんとなく萃香とともに、天界の原っぱの中を歩く。

　この鬼は紫様の旧知であるし、博麗神社の居候でもあるから、私にとっても比較的馴染みのある相手ではある。しかし、実際のところそこまで深く知っているわけでもない。

「神社はいいのか？」

「ん？　ああ、そろそろ戻ろうかね」

　んーっ、とひとつ伸びをする萃香。私はその小柄な姿に目を細める。

　――神社の縁側で、仲睦まじく耳掃除をしていた霊夢とレティ。神社を空けて、天界に酒を飲みに来ていた萃香。そんな構図からは、ふといらぬ邪推をしてしまう。

　そんな私の疑念を察したか、不意に萃香が噴き出すように笑った。

「なに？　私が霊夢とレティに気を遣って神社空けてるとでも思った？　あるいは修羅場にでもなったとか期待した？」

「いや――」

「単にここで酒飲みたくなっただけだよ。帰ったら霊夢に甘えよっかな～」

　にやけた顔で萃香はそう言った。その顔が存外幸せそうで、私は拍子抜けする。なんだ、今まで通り三人で仲良くやっているのか。それならそれに越したことはないのだが。

「……不思議な関係だな」

「そう？　ま、確かに霊夢は変かもね」

　頭の後ろで腕を組んで、萃香はそう答えた。あの冬妖怪もこの鬼も、博麗霊夢という少女に惚れ込んで神社に居候しているのは同じのはずだ。普通なら取り合うなり譲り合うなり、同じ相手を好いた者同士の軋轢がありそうなものだが、不思議とこの三人にはそういう気配がない。

「あのさ、藍」

「ん？」

「あんた、紫と橙とどっちか選べって言われたら、どうする？」

「――――」

　咄嗟に、私は答えられなかった。主である紫様。式である橙。どちらも私にとっては、代えがたい大切なものだ。どちらか一方を選ばねばならない状況など、想像もつかない。

「そこで、何も疑問に思わずに真っ正直に『両方』って答えるのが、私の好きな霊夢なのさ」

　萃香はそんなことを言って、伊吹瓢を傾けると、ぷはぁ、と酒臭い息を吐く。

　――ふたりのどちらかを選べと問われ、両方と答えるのは正しくないかもしれない。ましてそれを実践してしまうというのは、なんともおかしな話に思える。しかしそれは単に、どちらかを選べという前提に対して疑問を呈しているのかもしれない。

　私は振り返る。欲を無くしたはずの天人が天ぷらを欲するなら、それを欲した者もまた、天人とは欲を無くしたものという前提に疑問を呈しているのか。結局、衣をまとったところで中身は変わらないということなのかもしれない。

　やっぱりなんだか解ったような解らないような話だ。私が首を傾げていると、不意に萃香が近くの桃の木を揺らして、落ちてきた桃をいくつか抱えて私に差し出した。

「桃泥棒が気になるなら、私があげたってことで持って行きなよ」

「――ああ、ありがとう」

　不思議と萃香から手渡されると、抵抗なく受け取れてしまった。ああ、これも衣か。

　しゃく、と私は桃をひとつ囓る。こんな益体もないことを延々考えているうちは、きっと私は天界で暮らす身にはなれないのだろうな、と思った。

　それならそれでいい。紫様のお世話をし、橙の面倒を見るのが、私の幸福だからだ。

　紫様と橙と、どちらを選ぶかと問われたら。どんな衣も纏わずとも、素直に両方と即答できる自分であればいい。桃の甘みを口に感じながら、そう思った。


    
        第七話　守矢神社のソースカツ丼


　

　

　幻想郷を取り囲むように展開されている博麗大結界の補修なんぞをしていると、自然と幻想郷のあちこちに足を運ぶことになる。もはやこの八雲藍に、幻想郷で知らない場所はない――と言いたいところだが、幻想郷も狭いようで、行ったことのない場所というのは意外と存在するものだ。行き帰りの道で何度も目にしているのに入ったことのない店のように、存在を意識はしていても、足を踏み入れる機会のない場所というものは必ずある。

　その、今まで機会の無かった場所のひとつ――守矢神社に、私は足を運んでいた。

「こんにちは。参拝ですか？」

　境内の掃除をしていた風祝に、私はひとつ会釈をする。こんな山奥に参拝客などいるのだろうか、とは思うが、守矢神社は里のあちこちに小さな分社を作っているから、博麗神社と違ってそっちからの収入でやっていけているのかもしれない。いや、こいつらの場合はそれ以外にも色々とやっていそうだが――。

「八坂神奈子殿はいらっしゃるかな」

「神奈子様ですか？　今は湖の方にいると思いますけど」

「湖？　そうか、ありがとう」

　なんだ、神社にはいないのか。踵を返そうとすると、風祝がすっと私の前に回り込んだ。私が眉を寄せると、風祝はにっこり笑って、

「せっかくですので、ご参拝をどうぞ♪」

　有無を言わさぬ笑みとはこのことである。博麗霊夢の悪影響を受けてないか、この風祝。私は苦笑して、賽銭箱の方に歩み寄った。

　

　守矢神社から少し山道を下ったところには、湖が広がっている。外の世界から、神社と一緒にこの湖も幻想入りしてきたらしい。

　湖の畔には、開けた土地が広がっている。そこに何本も屹立する巨大な御柱は、麓から見上げてもよく目立つ、守矢神社の目印である、のだが――。

「……なんの音だ？」

　かきーん、という乾いた音と、それからいくつもの駆け回る足音。湖の近くで何かやっているのだろうか？　山道を歩いていた私は、その音を頼りに足を進める。と、

　再び、かきーんという音。そして、がさがさと音を立てて頭上から何かが降ってきた。

「なんだなんだ？」

　落ちてきた物体は、ぽとんと私の足元に落ちて転がった。直径七センチほどの白い球だった。革でできているようだが、随分と硬い。当たったら痛そうである。

　弾幕ごっこの球――にしては変だな、と私がそれを手の上で弄んでいると、ぱたぱたとこちらに駆けてくる足音がした。顔を上げると、河童の少女がひとり、こちらを目を丸くして見つめている。見覚えの無い河童だ。白に緑の文字で《MORIYA Giants》と記された妙なユニフォームを着ている。左手には何か、革手袋……にしては随分と大きく変な形をした奇妙な物体をつけていた。

「あ、そ、そのボール」

「うん？　これか」

　少女が私の手にしていた球を指さして言う。私がそれを放ると、少女は左手にはめた変な形の手袋で球をキャッチし、ぺこりと頭を下げて踵を返した。私は首を傾げてそれを見送る。

　ともかく、私の行き先もこの先だ。足を進めると、不意に視界が開けた。そして、はっきりと聞こえてくる歓声。何をやっているんだ？　とそちらを振り返ると――。

「危ない！」

「え」

　鋭い声。風を切って、何かが飛来する気配。

　次の瞬間、白い何かが視界を埋め尽くし、ボコッ、と鈍い音をたて――私の意識は暗転した。

　

「うおーい、大丈夫かい？」

　ばしゃん、と顔に水をぶっかけられて目が覚めた。

　額が痛む。ついでに冷たい。首を振って、額をさすりながら身体を起こすと、何人もの河童に取り囲まれていた。そしてその中に、神が二柱。

「痛たた……何が起こったんだ」

「いや、すまないね。私の打球が当たったんだよ」

　申し訳なさそうにそう声を上げたのは、守矢神社の祭神、八坂神奈子だった。その傍らには洩矢諏訪子が呆れたように肩を竦めている。――ふたりとも、さっきの河童と同じユニフォーム姿だった。よく見れば、他の河童も皆同じユニフォームを着て、あの革手袋もどきをつけている。神奈子はそれに加え、妙な形の木の棒を担いでいた。

　……今度は何を企んでいるんだ、こいつらは？

「怪我は無いかい」

「あ……ああ」

　額に手を当てる。軽くこぶになっているかもしれないが、別に致命的なダメージではない。

「諏訪子、ノッカー交替だ。ほらみんな、練習続けるよ！」

　木の棒を諏訪子に預けて、神奈子はそう声を張り上げる。おー、と河童たちが応えて、湖の畔の開けた空間に散らばっていった。よく見れば、地面に何か白いラインが引かれ、その中に白く四角いものが置かれている。ラインはある一点から菱形に引かれ、さらにその二辺が伸ばされてＶ字を描いている。諏訪子がＶ字の交点に向かい、河童たちはそれぞれ白い四角い物体の近くや、菱形のラインの外に散らばっていく。

　私はラインの外側に置かれたベンチに座らされた。神奈子が氷嚢を差し出してくれて、額にそれを当てながら息をつく。諏訪子が木の棒を振って、あの白い球をはじき飛ばした。球は高く舞いあがり、それを河童が追いかけていく。

「……何をやっているんだ？」

「知らんのかい？　野球だよ」

「やきゅう？」

「……やっぱり幻想郷だと、そもそも存在が知られてないんだねえ」

　神奈子が溜息をつく。私は眉を寄せた。この神め、今度は何を外から持ち込んできたのだ。

「スポーツだよ。決められたルールの中で勝敗を競う、ま、外の世界の弾幕ごっこの一種みたいなもんさね。弾幕ごっこと違って、人数が必要だがね」

　オーライオーライ、と河童が声を上げ、あの革手袋で飛んできた球をキャッチする。諏訪子が「おーし次、ライトいくよー」と木の棒を振った。かきーん。ああ、さっきの音はこれか。

「今度は何を企んでるんだ」

「いやいや、妖怪の賢者殿に睨まれるようなことを企んでるわけじゃないよ。ちょっとした息抜き、山の妖怪たちとのコミュニケーションだ」

「本当か？」

「本当だとも。何ならやってみるかい？」

　木の棒を私に差し出して、神奈子はにやりと笑う。私は目をしばたたかせて、思わずそれを受け取ってしまった。「バットはこう持って、こう構える」と、神奈子が同じ木の棒を持って実演してみせる。見よう見まねで、私は同じ構えをとってみる。

「ほう！　なかなか様になってるね。じゃあ次は振ってみようか。こう、ぐっと力を入れて、きゅっと脇を締めて――そうそう、そんな感じだ。そして、身体の回転を意識して、それにバットを載せるように、ぱーん、と振り抜く。肩を開かないで。おー、いいじゃないかいいじゃないか。センスがあるよ、お前さん」

　私の身体にべたべたと触りながら、神奈子は何か指導モードに入ってしまった。いや、こんなことをしている場合ではないのだが――と頭では思っているものの、虚空にバットを振り抜いてみると、これが意外と気持ちいい。風を切る音が爽快だ。

　そのまま何回かスイングさせられる。神奈子は何かやたらと満足げだった。

「よーしよし、次はピッチャーの球を打ってみようか」

「あ、いや、私は――」

「おーい諏訪子、ピッチャーやっとくれ。私がキャッチャーやるからさ」

「あいよー」

　これを被りな、とヘルメットを手渡され、神奈子に促されるまま、私は菱形のラインの中に連れ込まれる。Ｖ字の交点には白い五角形の板が置かれ、その脇にふたつの長方形が描かれていた。私は長方形の中に立たされる。前を見ると、洩矢諏訪子が菱形の中心、少し土が盛り上がった上で、あの白い球を握ってこっちを見つめていた。

「……何をどうすればいいんだ？」

「今から諏訪子がこっちに向けてあのボールを投げるから、それをバットで打ってみな」

　諏訪子から見て白い五角形の後ろ側に、神奈子がしゃがむ。あそこから諏訪子が私の方へ球を放るということは、神奈子はそれを捕る役目か。で、私はこのバットでその球を打ち返せばいいらしい。だが、あんな小さいボールにバットを当てられるものだろうか。

　いや、その程度が出来ないようでは、九尾の妖狐の名が廃る。私はぐっとバットを握り直した。なんだかよく解らないが、挑まれた勝負なら受けて立とうではないか。ヘルメットの角度を直して、私はもう一度神奈子を振り返る。

「遠くへ飛ばせばいいのか？」

「まあ、大雑把に言えばそういうことだが――ファールラインの内側で、外野の居ないところに飛ばせばお前さんの勝ちってことにしよう」

「ふぁーるらいん？」

「左右に広がってる線だよ。その内側で、菱形の向こう、河童の居ないところに飛ばせばいい」

　なるほど、解りやすい。「おーい、行くよー」と諏訪子が声を上げた。さあ来い、と私はさっきの恰好でバットを構える。諏訪子が振りかぶって、その小さな身体が大きく躍動し、手から白いボールが放られた。――速い。私が目を見開いているうちに、ボールはバシィ、といい音をたてて神奈子の分厚い革手袋の中に収まっていた。

「おいおい諏訪子、初心者相手に本気出しすぎじゃないかい」

「いや、なんか構えに威圧感あるからさあ」

　神奈子がボールを投げ返し、諏訪子が受け取る。あのスピードの球を打ち返すのか。これはなかなか難題であるが、ふむ。私はバットを二回振って、今のボールのコースにバットのスイングを重ね合わせる。あとはタイミングの計算か。いけそうだ。

　諏訪子が振りかぶって、二球目を投じた。同じコース。私はバットを振り抜く。かきーん、と乾いたいい音が響いて、白球が舞いあがった。お、と私はその軌跡を見上げる。――ボールはファールラインの外側へ飛んでいき、湖にぽちゃりと落ちた。

「ファールだね」

「……私の負けか」

「いやいや、これでツーストライクだ。あと一球」

　神奈子が新しいボールを取り出して諏訪子に投げ返す。諏訪子はいくぶん険しい顔で、私を睨んできた。お、本気か？　ならば受けて立とうじゃないか。

　ヘルメットのずれを直して、私も構え直す。諏訪子が振りかぶる。ボールが放たれる。

　かきーん。確かな手応え。私のバットが弾き返したボールは、まっすぐに諏訪子の頭上へ飛んでいく。気持ちのいい当たりだ。どうだ！

「とおりゃ！」

　――次の瞬間、諏訪子が高く飛び上がり、その革手袋に私の弾き返したボールが収まっていた。背後で神奈子が「アウトー」と声を上げる。私は愕然と目を見開いた。

「あいつが捕ってもいいのか」

「ああ、いいんだよ。しかし今のは諏訪子の反応が良すぎたね。普通ならセンター前ヒットの当たりだ。教科書通りのセンター返しだ、素晴らしいよ」

　ぽんぽん、と神奈子が私の肩を叩く。おそらく慰められているのだろうが、ぐぬぬ、納得がいかない。会心の当たりだったのだ。打った瞬間の気持ちの良い感触が、まだ手に残っている。

「もう一球！　もう一球勝負だ！」

　気付けば私はバットを諏訪子に向けて、そう叫んでいた。諏訪子が目を丸くし、神奈子が「はっはっは、結構結構。もう一打席いこうかい」と笑う。諏訪子は「あちゃー」とばかりに天を仰いでいた。

　

　その後、三打席勝負して三打席目で見事私は外野の頭を越える打球を放った。いい気分でいたところに、今度はあの革手袋――グラブを渡され、そのまま守備練習につくことになった。外野でたまに飛んでくるフライを追いながら、内野で走り回る河童たちの姿を見ているうちに、なんとなくルールを把握する。ピッチャーの投げたボールをバッターが打ち、あの菱形の角に置かれた四角いもの（ベースというらしい）を反時計回りに走って、守備がボールを返すまでにどれだけ回れるか、というゲームらしい。

「九人対九人でないと試合ができないのがネックでねえ。今は河童たちに教えてなんとか試合のできる人数を確保しようとしてるんだが、なかなかね」

　神奈子はそんなことをぼやいていた。随分とまた制約の多いゲームだなと思ったが、外の世界のゲームは何かと複雑なものなのかもしれない。

　そんなこんなで、グラウンドを駆け回っているうちに、時間はあっという間に過ぎ――。

「神奈子様ー、諏訪子様ー、お昼ですよー」

「ああ、早苗。もうそんな時間かい」

　風祝の声で、私は我に返った。はっ、私は今までいったい何をやっていたんだ。太陽はすっかり中天近くまで上っている。もう昼か。ああ――腹が、減った。

「よーし、じゃあ今日の練習はここまで！　次の練習は三日後、またここで。野球に興味のある河童が居たら、どんどん連れてきておくれよ。天狗でもいいからね」

　おつかれさまでしたー、と河童たちが声をあげ、ユニフォームをその場で脱ぎ捨てると次々と湖に飛び込んでいった。そのまま川を下って河童の里まで戻るのだろう。ついでに汗も流せて気持ちよさそうだ。ついうっかり私も湖に飛び込みたくなったが、慌てて自重した。

「さなえー、お昼なにー？」

「おふたりにスタミナをつけていただこうと思いまして――あ、ええと、そちらも食べていかれます？」

　風祝――東風谷早苗が、私を見やって言う。その手には蓋のされた丼。ぐう、と思わず腹が鳴って、私は赤面した。慣れない運動をしたせいで、お腹はぺこぺこ、ぺこちゃんである。

「お疲れ様です。お腹空いてますよね」

「ああ、いや――」

「すみません、神奈子様の趣味に付き合わせちゃいまして。どうぞ」

　半ば押しつけられるように丼と箸を渡されてしまった。なんだか申し訳ないが、ここで突っ返すのも失礼だろう。観念していただくか。しかし、何の丼だろう？

　蓋を開けて、私は思わず目を見開いた。

「カツ丼……か？」

　目に入ったのは大ぶりのトンカツ。しかし、私のよく知る卵とじのカツ丼ではなかった。ご飯の上にキャベツが敷き詰められ、その上に衣がソース色に染まったトンカツがどんと載せられている。これはまた、ある意味ストレートなカツ丼と言うべきかもしれない。

「なんだ、ソースカツ丼か」

　諏訪子がそんなことを言って、いただきまーす、と声をあげる。

「……外の世界の食い物なのか？」

「うちらの地元の近くの名物だよ」

　だから、そうホイホイ外のものをこっちに持ち込まれても困るのだが。私は抗議の視線を向けたが、神奈子も諏訪子も既に地面にシートを敷いて、その上に腰を下ろして丼を食べ始めていた。私は溜息をついて、ベンチに腰を下ろす。

「いただきます」

　ソース色に染まったカツを箸で持ち上げる。さて、どんなものか。あむ、とかぶりついてみると――おお、これは。こうきたか。ソースの味が衣によく染みているのに、べったりとせず、サクサク感が残っている。肉も硬すぎず柔らかすぎず、いい歯ごたえだ。いかにもトンカツってトンカツだ。

　ああ、ソースのかかったトンカツがご飯に合わない道理があろうものか！　私はカツの下、シートのように敷き詰められたキャベツとともに、さらにその下に隠れたご飯をかきこむ。あむ、むぐ、もぐ、もぐ。うん、うん、トンカツにソース、白いご飯、そしてキャベツ。シンプルにして明瞭な美しい方程式を、全部まとめて丼に載せてしまおうというこの、コロンブスの卵的な発想。いいじゃないか、いいじゃないか。

「あ、お味噌汁もありますけど」

「いただきます」

　おっと、ちょうど汁っけが欲しいと思っていたところだよ。お椀に注がれた味噌汁をありがたくいただく。よし、これで汁問題は解決だ。

　味噌汁の中身は豆腐だった。油揚げでないのは少々残念だが、このダイレクトなソースカツ丼に油揚げはちょっと重たいかもしれない。豆腐の軽さが、ちょうどいい。

「ずずぅ。んむ、もぐ、もぐ、はふ、はふ」

　おお、カツが美味い。ソースと脂っこさの重みと、キャベツのしゃきしゃき感とのコントラスト、そしてそれを丸ごと包んでしまうご飯の甘み。三段重ねの三重奏。ぐっと溜めて、きゅっと締めて、ぱーんと弾き返す。おお、快心の当たりだ。三塁回ってホームランだ。一番キャベツが塁に出て、二番ソースがヒットエンドラン、三番ご飯がタイムリー、四番トンカツホームラン。いいぞがんばれソースカツ丼、燃えよソースカツ丼。

　そう、燃える、燃える。気分は野球蒸気機関車だ。ソースカツ丼という石炭を燃料に、私自身がしゅっしゅっぽっぽとエネルギーを生み出していくかのようだ。くべる！　燃やす！　くべる！　燃やす！　はふ、はふ。熱い、熱い、美味い、美味い。

「はふ、もぐ、もぐ、んむ、んぐ、ずずぅ――はあ、ふ」

　あっという間に丼を空にしてしまって、私は晴天を見上げて大きく息をついた。秋口の爽やかな空の下、外で走り回っていい汗かいて、お昼を腹一杯食べて。ああ、なんという贅沢。

「ごちそうさまでした」

「あ、お粗末様でした」

　私が丼とお椀を返しながら頭を下げると、早苗は満足げに笑って頷いていた。

　神奈子と諏訪子はときおりご飯粒を飛ばして何か話しながら、美味そうにソースカツ丼を食べている。私もきっと、あんな顔で食べていたのだろう。それを隣で見ている早苗の表情は、はたしてどっちが保護者なのかよく解らなくなりそうだった。

　

「今度はユニフォームを用意しておくから、また来ておくれよ。できれば知り合いを連れてきてくれるとありがたいね」

「考えておくよ」

　守矢神社の三人に見送られ、私は境内を後にする。野球をやってソースカツ丼をごちそうになって、何をしに来たのかよく解らないけれど、不思議と満足感で満たされていた。

　境内に通じる階段を下りながら、御柱の並び立つ湖の畔を振り返る。

「野球、か」

　スポーツにしろ食べ物にしろ、外の世界のものをこちら側にほいほい持ち込まれるのは、結界の管理者としてはあまりありがたい話ではない。だが――。

「スポーツにも、食い物にも、罪は無い、な」

　野球をしているときの、神奈子や諏訪子や、河童たちの活き活きとした楽しそうな表情。私自身もひょっとしたら、同じような顔でボールを追いかけ回していたのかもしれない。その楽しさそれ自体には、きっと何の罪もない。

　こちらにあるべきものなら、いずれ定着するだろう。まだこちらにあるべきでないなら、いずれそれは外へ還っていく。それが幻想郷の理ならば、今は結界の管理者という立場を忘れて、その楽しさを追いかけてしまってもいいのだろうか――。

　と、そこまで考えたところで、私ははたと立ち止まった。

「あ」

　違う。私は野球をしに来たのでも、ソースカツ丼を食べに来たのでもない。

　紫様から命じられた用件で、この守矢神社を訪れたのだ。すっかり忘れていた！

　慌てて境内へ上る階段を引き返す私の頭上で、カラスがカァ、と間抜けに鳴いていた。


    
        第八話　白玉楼のすき焼きと卵かけご飯


　

　

　主同士の交友が深いと、自然とその場所へ足を向ける機会も多くなる。

　私――八雲藍が、結界の補修以外で出向くことが多い場所のひとつが、この白玉楼だ。およそ月に一度は月見の宴会に呼ばれるし、それ以外にも何かと紫様はここの主、西行寺幽々子様のところへ遊びに行かれる。酔いつぶれた紫様を迎えに行ったことも一度や二度ではない。

「あ、藍さん。こんにちは」

　長い長い階段の上を飛んでいると、樹の剪定をする従者の姿があった。以前は何度訪ねても問答無用で斬りかかられたが、最近はさすがにそういうことも無くなってきた。幽々子様は永遠に未熟者のように彼女を言うけれど、彼女なりに進歩はしているのだろう。きっと。

「こんにちは。幽々子様はご在宅かな」

「ええ。お月見の件で？」

「まあ、そんなところだ」

「では、こちらへ――」

「ああ、仕事中だろう。続けてくれて構わないよ」

「はあ、では」

　ぺこりと一礼して、魂魄妖夢は剪定作業に戻っていく。私はそれを横目に、階段の上へと飛んだ。とかく、白玉楼の庭は広い。のんびり飛んでいたら陽が暮れてしまう。

　ようやく屋敷の前に辿り着き、玄関の戸を叩く。ぱたぱたと中から足音。姿を現したのは、以前からここに住み込みで働いているもうひとりの従者だ。食事の仕込みでもしていたのか、エプロンで手を拭いながら現れた兎の少女に、私は片手を挙げる。

「こんにちは」

「あ、どうも。今お呼びしますので、応接間の方で待っていてくださいね」

　向こうも慣れたものである。ぱたぱたと廊下を駆け戻っていく鈴仙・優曇華院・イナバの背中を見送りながら、私は白玉楼の応接間に足を向ける。

　――あの兎が、永遠亭からこの白玉楼に引き取られることになったきっかけの、とある騒動。私もそれに絡んで色々と動いた身の上だが、実際のところ鈴仙や、それを追ってきた月人、そして魂魄妖夢らの間にどんな物語があったのか、詳しいことまでは聞き及んでいない。

　ただ、鈴仙が生きながらにして冥界で暮らしている姿も、気が付けば自然とそこに馴染んでいる。ここは幻想郷の範疇からは外れた世界であるにせよ、幻想郷は全てを受け入れるのよ、という紫様のお言葉は、つまりそういうことなのかもしれない、とぼんやり思った。

　

「――では、今月の月見においては、月人と兎は招待しないということで」

「ええ、だから紫に、こそこそする必要は無いわと伝えておいて頂戴」

　邪気の無い、しかし腹の底の知れない笑みを浮かべてお茶を啜る幽々子様と向き合い、私はほっと息をついた。それなら今月は、気兼ねなく参加できるということだ。

　あの、月からの脱走兵である鈴仙がここに住むようになってからというもの、幽々子様は月見の宴に、稀に月からあの綿月姉妹とそのペットたちを招くようになっていた。月と離れて暮らす鈴仙に対しての気遣いなのだろうが、あの月の連中とは因縁浅からぬ我々にとっては、全く居心地のいいものではないので、その場合は欠席するなり、早々に退散することになる。

「紫も、もう少し堂々としていればいいものをね～」

「いや、そういうわけにもいかないでしょう。向こうからすれば私たちは月に侵略を仕掛けた大罪人ですから。――せめて呼ぶのは兎だけにしていただけませんか」

「そう言われてもね～。呼ばなくてもあの姉の方が勝手に来るんだもの」

　豊姫か。目の前の幽々子様同様、あの月人も全く腹の底が読めない。私は溜息をつく。

「まあ、今回は向こうが勝手に押しかけてこない限り大丈夫よ～」

「はあ、そういうことでしたら」

　私は出されたお茶菓子をつまみながら、曖昧に頷いた。落雁の甘さが舌に心地よい。

　それから、いくつか他愛の無い雑談を交わす。話題は主に、ここの従者のことになった。

「妖夢ってば、鈴仙ちゃんがここに来てからだいぶ経つのに、いつまで経っても奥手でね～」

「はあ」

「鈴仙ちゃんも鈴仙ちゃんなんだけど。半日お休みをあげて、どこかふたりで遊びに行きなさいな、って言うでしょ？　『れ、鈴仙、どこか行きたいところある？』『ええと……うーん、妖夢は？』『私は、うん、鈴仙の行きたいところでいいよ』『いや、私も別に、妖夢の行きたいところならどこでも……』――だいたいいつもこんな調子でね～」

　わざわざふたりの声真似までして、楽しそうに語る幽々子様。奥手な二人の姿が目に浮かぶようで、私は思わず笑ってしまう。

「いざ出かけるとなっても、未だに自然に手も繋げないのよ～。もう、見ててじれったいことこの上無いわ。まあ、面白いからいいんだけど」

　そんな風に従者同士の恋を語る幽々子様の顔もまた少女のように見えて、私は微笑んだ。

　――それから、ふっと、紫様のそんなお顔は一度も見たことが無いな、と思う。

　紫様とて、かつては恋に恋するような時代もあったのかもしれないが、私の知るのは妖怪の賢者として幻想郷を見守る紫様だけだ。霊夢や幽々子様のように、特別に紫様が気に掛ける相手というのはあれど――少女のように誰かに恋い焦がれたり、他人の恋の話を楽しそうに語る紫様の姿というのは、正直なところ全く想像もつかない。

　幻想郷の全てを愛しているの、と語る紫様は、かつて誰かを愛していたのだろうか。

　いや、誰も愛したことのない者など、きっといないのだ。紫様とて、きっといつかは。

「どうかしたから～？」

「あ、いえ、なんでも。――そろそろお暇いたします」

　私は時計を見て立ち上がる。少々長居をしてしまったな、と心の中だけで肩を竦めた。そろそろ戻って夕飯の支度をした方がいいだろう。

「あら、もう少しゆっくりしていってもいいのに。そろそろ晩ご飯の時間だしね～」

「いえ、そういうわけにも」

「紫は不在なんでしょう？」

　図星を突かれて、私は思わず硬直した。確かに今日は、紫様は早起きされて稗田邸に出向いている。春に出た幻想郷縁起の最新版の反響を踏まえて、今後の幻想郷縁起に関して打ち合わせをするのだとか。「夕飯は向こうで頂いてくるから、幽々子との打ち合わせの後はお好きになさいな」とのお言葉もいただいているので、この後はフリーである。と言っても冥界に飯屋は無いので、まっすぐ家に帰って夕飯を作った方が早そうだと考えていたのだが。

　と、そこへ襖の向こうから鈴仙の声がした。襖が開き、顔を出した鈴仙は、私と幽々子様の顔を見比べて「あの――」と首を傾げる。

「夕飯の支度をこれからしますけれど――ええと」

「ああ、彼女の分も支度して頂戴」

「え？　ゆ、幽々子様」

「わかりました。では、ゆっくりしていってくださいね」

　ぺこりと頭を下げて、ぱたぱたと鈴仙は戻っていく。そこにもうひとつ足音が重なり、「手伝うよ、鈴仙」という妖夢の声が聞こえてきた。

　私は幽々子様を振り返る。幽々子様は扇子に口元を隠しながら、悠然とした笑みを浮かべ、

「今夜はすき焼きなのよ～」

　――情けないことに、その言葉に腹の虫が鳴ってしまい、私は赤面した。

　

　よくよく考えてみれば、すき焼きを食べるなんて随分久しぶりだった。

　ひとりで食べるものではないし、紫様とふたりで、というものでもない。橙を呼んで三人で食卓を囲むときはたいてい橙の好物を優先するから魚系が増える。さて、前回すき焼きを食べたのはいつだったか。

「今日はいいお肉が手に入ったので」

　妖夢がそう言った通り、出てきた肉は一目見て柔らかく適度に脂ののったいい牛肉と知れた。人里で買える肉の中でもおそらくかなり高価なものだろう。それが、健啖な幽々子様のためにどんと積み上げられる。白玉楼のエンゲル係数はどうなっているのだろう。

「亡霊の身の上だと、食べるぐらいしかお金の使い道が無いからね～」

　いや、そもそも亡霊は食べる必要も無いのではないか？

　野暮な突っ込みはさておき、春菊、焼き豆腐、えのき、しらたき、ネギと定番の具材が並ぶ。それにしても結構な量だ。いくら幽々子様が健啖といっても、三人でこれを食べきるつもりだったのだろうか？　それとも、最初から私が加わることは計算に入っていたのだろうか。幽々子様ならありそうなことだと思えてしまうのが、同時に三人でこの量を食べてしまいそうな気もするから、なんとも言えない。

　火鉢に載せた鉄鍋に、妖夢が脂身の塊を落として、鍋全体に脂をのばしていく。その間に、鈴仙が生卵を割り入れた小鉢を配った。「卵は足りなかったら言ってくださいね」との言葉に頷いて、お先に卵を溶いておく。ああ、すき焼きって感じがしてきたぞ。

　最後にご飯が人数分行き渡り、鉄鍋を囲んで四人、「いただきます」と手を合わせた。改めてなぜ自分が白玉楼の食卓に紛れ込んでいるのか、という疑問がわき起こったが、次の瞬間肉が、そして春菊としらたき、焼き豆腐にえのきにネギが鉄鍋に投入され、疑問は吹き飛ぶ。

　じゅわあ、と盛大な音をたてて肉が焼ける。鉄鍋の中でしらたきの水滴が跳ねる。ああ、食欲をそそるこの音！　だめだ、口の中に唾が溢れてくる。
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「妖夢～、味付けお願いね～」

「はーい」

　割下を注ぐのかと思ったら、妖夢は砂糖の入った器を手に、匙で砂糖を肉にふりかけ始めた。肉に降り積もった砂糖の上から、さらに直接醤油をかける。味付けはどうやらそれで終わりらしい。砂糖醤油！　そういうのもあるのか。

　泡立つ砂糖醤油の中で煮込まれるような恰好の肉が、みるみる色を変えていく。「そろそろ大丈夫そうですよ」と妖夢が言い、思わず肉に手を伸ばしかけて、私は慌てて自制した。この屋敷の主より先にがっつくのは、さすがにはしたなさすぎる。

　私が横目でちらりと見やると、幽々子様は全てお見通しと言わんばかりの視線をこちらに向け、それから「いただきます～」と肉に箸を伸ばした。「藍さんもどうぞ」と妖夢の言質を得て、ようやく私も肉に箸を伸ばす。

　溶き卵にさっと肉をくぐらせて、口に運んだ。――おお、柔らかい、そして甘じょっぱい。ほろりと口の中で溶けるような上品極まりない肉の柔らかさに対して、ひどく子供っぽい砂糖醤油の味付けが、すばらしい。こんな食べ方をしてしまうのが勿体ないぐらいのいい肉だが、だからこそこんな下品な味付けがたまらなく、美味い。

　ああ、白いご飯にもよく合うな。溶き卵と、肉と、ご飯。砂糖の甘さは本来ご飯とは相容れないはずなのに、醤油の中に溶け込んで肉に染みると、これがまたいい味わいに変わるのだ。ああ、醤油は万能の調味料だな。これだけで何でもご飯のおかずにしてしまう。

「ほら、妖夢も鈴仙ちゃんも、遠慮せずにお肉食べていいのよ～？」

「あ、は、はい」

　言われた妖夢と鈴仙が同時に鉄鍋に箸をのばし、その箸同士が肉の上でぶつかり合った。

　あ、と妖夢と鈴仙は顔を見合わせ、「ど、どうぞ妖夢」「いや、鈴仙が食べていいよ」「いやいや、妖夢の方が早かったし」と譲り合いを始める。幽々子様が噴き出すように笑い、私も思わず笑みを漏らした。なるほど、こんな調子では呑気な幽々子様でもじれったくもなるだろう。

　私も焼けた肉に手を伸ばし、さらに火の通ったしらたきとえのきも回収する。うう、美味い肉だ。絡みつく卵の味がまた優しくてたまらない。

　醤油の色が染みこんだしらたきとえのきは、卵に沈んでちょっと箸で掴みにくいが、いい箸休めになる。

「ほらほら、どんどんお肉焼いてね～」

「はーい、ただいま！」

　いつの間にか、第一陣の肉は綺麗さっぱり鉄鍋の上から消えていた。私が肉の美味さに感動しているうちに、幽々子様の胃袋の中に収まってしまったようだ。全く、この細い身体のどこにそんな食欲が隠されているのだろう。

　第二陣の肉が投入され、砂糖と醤油がたっぷり振りかけられる。ああ、もうそれだけでたまらない。まだかまだか、肉は焼けたか。先に春菊と焼き豆腐で繋ぐか。

　鍋の隅の方に身を寄せていた春菊と焼き豆腐を鉄鍋から救出する。ああ、春菊のこの癖の強い味。卵でも包みきれない、いかにも春菊って味だ。

　焼き豆腐は、おう、おふ、熱い、あふい。舌が火傷しそうだ。

　おっと、第二陣の肉が焼けてきてるぞ。おお、焦るな焦るな。肉は逃げないぞ。

「あむ、んむ、むぐ。はぐ、はぐ、もぐ」

　いい肉がおかずだと、ご飯も三割、いや七割、十割増しぐらいで美味く感じるな。ご飯がいくらでも食べられそうだ。ああ、もうほとんど無い。卵もだいぶ減ってしまった。どうしよう。

「ご飯のおかわりします？」

「いただきます。あ、卵ももうひとつ」

「はーい」

　鈴仙がいいタイミングでそう声をかけてくれて、私は一も二も無く頷く。すぐに茶碗にたっぷりのご飯と、生卵がひとつ差し出された。卵を小鉢に割り入れて軽く溶き、さあ肉だ肉だ、しらたきと春菊とえのきと焼き豆腐もどんと来い。

　焼けたはしから肉が消え、その隙間にまた肉が追加され、味付けされて醤油が弾ける。おお、食べても食べても、次から次へと味付けされていく肉と醤油の匂いが食欲をどんどん増進するぞ。まるで永久機関が私の身体の中に誕生したかのようだ。

「ほっふ、ほふ、もぐ、むぐ、んぐ、むぐ」

　焼肉が火力発電なら、鍋は水力発電、じゃあすき焼きは何だ。地熱発電か。温泉が湧くのか。ああ、そう考えれば温泉に浸かっているかのように汗が噴き出てくる。今の私を突き動かすのは大地のエネルギーだ。死者の暮らす冥界にも花は咲くように、大地のエネルギーはどんな場所にだって平等に生きる活力を与えるのだ。そう、肉体を失った亡霊にさえも。

　うおおおん。私はマグマだ。マントルだ。地球はでっかい鉄鍋だ。煮てよし、焼いてよし、食ってよしだ。

「はい、これでお肉ラストですよー」

　はっと気が付いたときには、皿に山盛りになっていた肉と具材が綺麗さっぱり消え去り、鉄鍋の中で沸き立つ醤油の中に踊る分だけになっていた。しまった、客人の分際でどれだけ食べたんだ私は。思わず周囲を見回すと、鈴仙が呆れたような顔でこちらを見つめていた。

「宴会のときにも思ってましたけど、幽々子様と同じぐらいよく食べるんですね」

「い、いや、それほどでも……」

　恐縮して身を竦める私に、他の三人が笑い出す。いかんいかん、飯が美味いと我を忘れてしまうのは私の悪い癖だ。反省はしてみるものの、活かされないのだから救いようが無い。

　結局鍋の中の最後の肉は、妖夢と鈴仙で仲良く分け合っていた。私はもう充分すぎるほどいただいたのでそれはいいのだが――。

「……ちょっと余ってしまったな」

　茶碗の中に四杯目のご飯が中途半端な量だけ残っていた。食べようと思えば食べられるのだが、おかずがない。鉄鍋の上はすっかり空である。

　残すのはポリシーに反するし、どうするか。――私の目に、溶き卵の残りが入った。

　いや、それは自宅でやるならともかく、他人の家でやる食べ方ではないだろう。そうは思うものの、さりとてご飯だけこのまま食べるのも味気ないのは事実であるし。……ええい、もう充分すぎるほど恥はかいた。これ以上何ほどのことがある。

「すまない、醤油をもらえないだろうか」

「醤油ですか？　どうぞ」

　向かいの妖夢から醤油を手渡され、私はそれをさっと溶き卵の残りに注いで、軽くかき混ぜてご飯に投じた。〆は卵かけご飯だ。卵もご飯もこれで処理できる。完璧ではないか。

　肉の欠片とか、拾い損ねたしらたきとか、春菊のかけらが混ざったままの卵をご飯とかき混ぜ、一気にかきこむ。ああ、砂糖醤油の味付けが卵にも軽くうつっていて、普通の卵かけご飯とはまた違う味わいだ。下品だが、美味い。本当に美味い。

「――ごちそうさまでした」

　綺麗さっぱり茶碗も空にして、私は手を合わせる。何か色々厚かましい上にみっともない姿を晒してしまった気もしたが、すき焼きが美味かったという事実の前には何もかも些末なことのような気もした。

「お粗末様でした～。――本当、ごちそうのしがいのある従者ね、貴方は～」

　そんな私に、幽々子様はほわほわと微笑んでそんなことを仰り、私はまた軽く赤面した。

　

「それじゃあまた、お月見のときに～」

「ええ、ではまた。――月見のときは早めに呼んでいただければ、料理の支度を手伝いますよ。食材もこっちからあるものを持っていきます」

「あらあら、そんなにしてもらうこともないわよ～。うちの雑用係は足りてるし～」

「いえ、随分ごちそうになってしまいましたし、お礼ということで、どうか」

　さすがにこれだけ食べさせてもらって、はいさようならとは行かない。私がそう頼み込むと、「じゃあ、そのことは紫にも伝えておくわね～」と幽々子様は笑って手を振った。

　台所の方からは、従者ふたりが後片付けに追われる物音が響いている。微笑ましいその光景に目を細めて、「それでは」と私は一礼して、玄関の扉に手を掛け、

「ああ――ひとつだけ、いい～？」

「なんでしょう？」

　呼び止められて振り返ると、幽々子様は扇子で口元を隠したまま、こちらに目を細める。

「紫のことだけど～」

「紫様の？」

「――私には、紫を救うことは出来ないの」

　静かに、ひどく平静な声で、幽々子様はそう言った。

「幽々子様？」

「だからどうか、貴方はいつまでも、紫のそばにいてあげてほしいの。――たとえ、紫が求めるものが貴方でなくても」

「――――」

　それは。

　そんなことは、私はとっくに知っているのだ。

　紫様にとって、何よりも大切なものは、決して一介の式に過ぎない私ではあり得ないし、紫様の一番幸せな時間もまた、私といる時間ではない。それを、私は知っている。

　常に曖昧模糊と本心を覆い隠す紫様の心が、ここではないどこかを見ていること、ここにいない誰かを求めていることは――私には、きっとずっと昔から解っている。

「……私は、紫様の式ですから。紫様が私の存在を必要とする限りは、紫様のおそばに」

　笑って、私は答えた。本当に、きちんと笑えているのかは確かめようがなかったけれど。

「じゃあ、紫が貴方を必要としなくなったら？」

「――そのときは、ただの妖狐に戻りますよ。けれど、私が紫様の式であった事実も、紫様に尽くしてきたことも、変わりません。たとえこの心が、《八雲藍》という式神としての心でしかなかったとしても。――私は、紫様の全てを愛していますから」

　もう、式でなかった頃の自分のことは、思い出せないほど遠い昔に感じる。

　いつかそんな自分に戻る日が来たとき、私は紫様をどんな目で見つめるのだろう。

　あまり楽しい想像ではないけれど。――だけど。

　ただの妖狐に戻っても、私は紫様を追いかけて歩き出すような、そんな気がするのだ。

「うちの従者には、貴方のような、紫のような恋は、してほしくないわ～」

「それがいいと、私も思います」

「そうね～、本当に。――紫をよろしくね」

　笑って手を振られた幽々子様に会釈をして、私は白玉楼を辞した。

　外に出れば、冥界にも秋口の涼しい風が吹く。花もない、他の樹と区別のつかなくなった桜は、ただその風に梢を揺らしている。

　――紫のような恋は、してほしくないわ。幽々子様はそう言った。

　恋を熱に例えるのは、いささか陳腐だけれど。私の知る紫様は、そんな熱とは無縁であるように見えた。――だけどそれは、あるいは、強すぎる熱に身を焼き尽くしてしまったが故であったのだろうか。それともあるいは、その曖昧模糊とした言葉と表情の裏に、中まで火の通った焼き豆腐のように、熱を隠しておられるのだろうか。

　すき焼きを溶き卵にくぐらせるのは、食べやすいように冷ますためだと言う。

　私は――あるいは、紫様が燃え尽きてしまう前に、そっとその熱を包み込む溶き卵になれるのだろうか。

　そんなことを思ったけれど、夜空に浮かんだ月は、何も答えてはくれなかった。


    
        第九話　外の世界のけつねうどんとおにぎり


　

　

　式として、紫様から命じられる日々の雑事にかまけていると、ついつい自分の式のことはほったらかしになってしまいがちだ。

　私――八雲藍が橙を式としたのは、何も人間が野良猫を拾って飼うような心理が故ではない。それは私自身の力の証明であるとともに、紫様の手足となるべき次代の式の育成という大きな理由がある。いずれは橙を、紫様から《八雲》の姓を賜るに相応しい、私と並び立つ立派な式へと育てあげるのが、長期的に見ての私の役目のひとつであるのだが――最近は少々、橙のことを放任しすぎているな、とふと思い立ったのが今朝のこと。

　そんなわけで、今日。

「ほら、橙。こっちだ」

「はーい」

　私は橙を連れて、マヨヒガからほど近いあたりの博麗大結界を見回っていた。博麗大結界の保守点検という私の日常業務を、橙に学ばせようというわけだ。

「橙、そっちじゃない」

「うえ？」

　いつの間にか明後日の方向に歩き出していた橙を連れ戻す。――博麗大結界は、《思念》を遮る論理結界である。見た目の上では、幻想郷は外の世界と陸続きであり、まっすぐ結界の外へ歩いて行けそうに見える。しかしそこに近付くと、博麗大結界がその思念に干渉して、無意識のうちに結界からその者を遠ざける、そういう結界なのだ。

　平常ならばそうして幻想郷の内外の行き来は封じられている。結界に干渉できるのは、この結界を張った張本人である紫様と、管理者である私、そして博麗霊夢の三人だけである。

　しかしこの結界、外の世界の者と、こちら側の世界の者の《認識の乖離》を数式化した論理結界であるが故に、幻想郷住人と外の世界の住人、双方の思念に強い影響を受ける。たとえば、まだこちらに来るべきでないものが幻想郷に来てしまうと、外の世界の住人の思念と繋がったままの《それ》が結界にほころびを生じることもあるのだ。紫様が取り立てと称して香霖堂の商品をときおり回収してくるのも、それが理由である。

　博麗大結界は常に揺らいでいる。その揺らぎを見極め、不安定な箇所は補修をする。それは八雲の式として欠かすことのできない第一の任務である。

「――というわけだ。どうだ橙、解ったか？」

「ふにゃぁ」

　私の説明に、返ってきたのは生あくびだった。目を擦る橙に、私は溜息をつく。まだ橙には難しかったか。あれこれ説明するより、具体的に見せた方がいいかもしれない。

「じゃあ橙。実際に結界がどうなっているかを見せてやろう」

　私は博麗大結界に近付き、その論理に干渉してイメージを可視化する。次の瞬間、辺り一帯の結界が、ちょうどガラスのドームのような形で可視化された。橙がそれを見て歓声をあげる。これは極めてシンプルなイメージだが、まあこのぐらい解りやすくした方がいいだろう。

「これが博麗大結界だ。私の仕事は、この結界の緩んでいるところを補修することだ。そう、たとえば――」

　と、私は可視化した結界に触れてまわり、ある一点で手を止める。一箇所、結界が少し緩んでいた。急ぎで補修するほどでもないが、橙への説明にはちょうどいいだろう。

「このあたりだな。橙、触ってみるか？」

「はいっ」

　興味を惹かれた様子で、橙は私の元に駆け寄ってくる。私の触れていた結界に、おそるおそる手を伸ばす橙。その手が結界に触れる――が、橙は不思議そうに首を傾げた。ぐいぐい、と虚空を押しつけるが、結界はびくともしない。

「まだ解りづらいか。じゃあ、もう少し緩めてみよう」

　私は結界に干渉し、橙が触れているあたりの結界を緩める。虚空で止まっていた橙の手が、にゅるりとその先に滑り込んだ。「おお！」と橙が歓声をあげる。私は満足して頷いた。

「そう、こんな風に結界に穴が空いてしまっては危険だ。だから私は毎日――」

「ら、藍様あー！」

　情けない悲鳴に、私は顔を上げる。いつの間にか橙は手どころか、上半身が結界の中に突っ込んでしまっていた。じたばたともがく足まで、結界に飲みこまれそうになっている。

「ちぇ、橙！」

　私は慌てて橙に駆け寄り、その身体を結界から引きずり出そうと手を掛ける。が、橙の身体はもう六割がたが結界にかかってしまい、内側から引っ張ってもびくともしない。

　――まずい、このままでは橙が放り出されてしまう。

　私は結界から身を乗り出した。にゅるりとした違和感が私の上半身を包み込む。泣きそうな顔の橙が目の前にあり、私はそれを外から押し戻すように結界の内側にねじこんだ。

　橙の身体が、結界の内側に引っ込んでいく。だが、不自然な体勢から不自然な方向へと力を向けた私の身体は、その反動でもはや踏ん張りのきかないほどに、結界から外側へとはみ出してしまっている。

　藍様、と橙が叫んだ瞬間――私は弾かれるように、結界の外側に放り出された。

　強引に緩めた結界が、私の目の前で閉じた瞬間、私の意識は暗転した。

　

　――気が付くと、私は知らない場所で立ち尽くしていた。

「ここは……？」

　私はきょろきょろと周囲を見回す。そこは、多くの人間が行き交っている道の真ん中のようだった。しかし、少なくとも幻想郷の人里の通りでないことは確かだ。行き交う人間の服装も、立ち並ぶ建物の形も、何もかも幻想郷のそれとは違う。違いすぎる。

　――ここは、外の世界なのか。

　頭痛を覚えて、私は顔をしかめる。――ああ、そうだ。結界から放り出されそうになった橙を助けようとして、私が結界の外に放り出されてしまったのだ。

「参ったな……」

　頭を抱える。補修中に結界の外に放り出されるなんて、紫様の式としてあってはならない失態である。あろうことか、自分で緩めた結界の穴から放り出されたのだから弁解の余地もない。

「とにかく、幻想郷に戻らないと」

　そう口に出してみるが、――しかし、ここはどこだ？

　周囲を見回してみるが、博麗大結界らしきものはどこにも見当たらない。外に放り出された拍子に、変なところに飛ばされてしまったのか。だとするとまずは幻想郷の所在地を見つけなければならないのか。――外の世界で忘れられた場所の所在地を？　どうやって？

　まずい。これは非常にまずい。どうすればいいのだろう。

　うろうろと意味も無くその場を歩き回っていた私は、ふと小さな子供の声に足を止めた。

「ママー、あの女の人しっぽ生えてるー」

　幼い子供が、私を指さしてそう言っていた。その手を繋ぐ母親らしき女性は、「しっ、見ちゃいけません」と子供を窘め歩き出す。――周囲を見回してみれば、行き交う人々が大なり小なり、私のことを奇異の視線で眺めている。「コスプレ？」「さあ」などという声が聞こえた。

　しまった、ここは外の世界。私のような妖獣は存在しないはずの場所なのだ。

　私は慌てて周囲を見回し、近くの路地裏に逃げ込んだ。――とりあえず、この世界を歩き回っても違和感のない恰好にならないといけないようだ。最低限、耳と尻尾は隠しておかなければならないだろう。

　路地裏から行き交う人々をこっそり眺め、この世界の女性の服装をチェックする。だいたいの目算をつけて、変化の妖術を使った。式としてではなく、妖狐時代にとった杵柄である。

　青いぴっちりした履き物と、チェック柄の上着。尻尾は収納しきれないので不可視の状態にしておく。帽子は耳の形が出るものではない、ベレー帽タイプのものにした。路地裏から顔を出し、近くのガラスに自分の姿を映してみる。うん、たぶんこれで、こっちの世界でもそう違和感はない、はずだ。周囲を見回してみるが、今度は私にこれといって奇異の視線を向けている者は見当たらなかった。

　やれやれ、とほっと一息ついて、私は歩き出す。何かあてがあるわけではなかったが、立ち尽くしていたところで仕方ない。とにかく、幻想郷に戻る手掛かりを何か見つけなければ。

　きょろきょろと周囲を見回しながら歩いていると、外の世界から幻想郷に迷い込んできた人間もこんな気分なのだろうか、とふと思った。この、世界の中によりどころのない感じ。知らない場所に取り残され、どうすればいいのかも解らず、ただ彷徨うしかない、迷子のような心細さ。――いかんいかん、弱気になるな。

「……しかし、神社仏閣の多い街だな」

　少し歩くだけであちこちに寺や鳥居が目に入る。命蓮寺、博麗神社、守矢神社しかない幻想郷とは大違いだ。もっとも、街の規模がそもそも全く違うようだが。

　――そういえば、博麗神社は幻想郷と外の世界の境界に建っている。そうだ。だとすれば、こちら側の博麗神社を見つければいいのだ。そこから博麗大結界を超えればいい。

　さて、そうとなれば博麗神社を探そう。これだけ神社仏閣の多い街だ、そのあたりの人に聞けば博麗神社を知っている人もいるだろう。私は周囲を見回し――。

　その二人組が、目に入った。

「……え？」

　それは、手を繋いで歩く少女ふたりだった。ひとりは黒い髪に、白いブラウスと黒いスカートのツートンカラー。赤いネクタイを締め、永江衣玖のものに似た黒い帽子を被っている。

　そして、もうひとりの少女。金色の髪に、紫のワンピースを着た少女は――。

「――紫様？」
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　私の声が聞こえたのか、その少女が振り返った。――似ている。私は雷に打たれたような感覚をおぼえて立ち尽くした。金色の髪の少女は、紫様にうりふたつだった。ただ、外見が、というだけではない。あのふたりの少女から、ひどく馴染み深い気配がするのだ。式としての嗅覚と言ってもいい。紫様の纏う、あの独特の気配が、ふたりから漂ってきている。

「ん？　メリー、どうかした？」

　金髪の少女が足を止めたことで、手を繋いでいた黒髪の少女がつんのめるような恰好になって振り返った。メリーと呼ばれた金髪の少女は、周囲を見回しながら首を傾げる。私はそっと物陰に身を隠して、ふたりの様子をうかがう。

「なに？　こんなところで結界の切れ目でも見つけた？」

「そうじゃなくて、ちょっと誰かの視線を感じたんだけど――気のせいだったみたい」

「あら、これ見よがしに手なんか繋いでたから注目集めちゃったかしら？」

「注目集めたくて繋いでたの？」

「メリーは私のものですアピールの一環よ」

「はいはい」

　ふたりは手を繋ぎ直して、仲睦まじげな様子で再び歩き出す。息を詰めてそれを見守っていた私は、少し距離を置いてふたりを追いかけて歩き出した。

　――紫様の気配をまとった、あの少女は、いったい何者なんだ。

　それを解き明かさないことには、幻想郷に帰るに帰れなかった。

　

「じゃ、お昼どうするかは連絡ちょうだいね」

「了解。またあとでね」

　やってきた場所は、少女たちと同じぐらいの若者が集まる場所だった。大学、という文字を見つけ、なるほど学問の場所か、と納得する。あのふたりも学究の徒であるらしい。

　少女ふたりは、《文学部》という看板の出た建物の前で別れた。金髪の少女はその建物に入り、黒髪の少女は別の方向へ歩いて行く。私はどちらを追うか考え、紫様にうりふたつの金髪の少女を追うことにした。建物に入るとき、無関係な私は見とがめられないかと懸念したが、特にそんなことはなく潜入に成功する。少女の姿を探すと、そのまま部屋のひとつに入っていこうとするところだった。私も少し間を開けて、その部屋に入る。

　広い部屋に、整然と机が並び、そこに若者が思い思いに腰掛けている。――寺子屋の教室の、もっと規模の大きいものか何かか。無関係な私の存在も、特に気に留める様子の者はない。あの少女を探すと、中程の席に腰を下ろしていた。私は後方の席に座って、少女の後ろ姿を見つめる。――やはり似ている。後ろ姿も、とてもよく。だが、何か小さな違和感を同時に覚えた。その違和感の正体が咄嗟に掴めず、私は眉を寄せる。

　ほどなく老齢の男性が現れ、男性の背後の壁に文字が浮かび上がる。――映写か何かだろうか。目を細める私に構わず、男性は特に挨拶もなく「では今日は、相対的精神という概念の発見についてから、お話しします――」と淡々と話し始める。

　どうやら、何らかの学問についての研究史の話であるらしい。心理学か何かのようだが、私の知識の中にも無い学問で、もうひとつよく解らなかった。私はそれを聞き流しながら、金髪の少女の背中を眺め続ける。少女は何か頬杖をついてぼんやりとしていた。

　授業らしきものはひたすら老齢の男性が話し続け、その背後に映写された文字やら何やらが切り替わっていくだけで、それが半刻からさらに四半刻ほど続いた。鐘の音が響いたところで男性は話を切り上げ、若者たちもそれぞれ立ち上がる。どうやら終わりらしい。

　昼飯どうする？　と、近くに座っていた若者が友人らしき相手に話しかけている。そうか、昼時か。――そうなると、しまった、なんだか腹が減ってきたぞ。

　と、金髪の少女も立ち上がっていた。私は慌ててその後を追う。少女は教室を出て、建物の入り口のところで何か小さな板状のものを弄っていた。ほどなく少女は溜息をついて、それを仕舞う。私はそれを遠巻きに眺めながら、どうしたものかな、と思案する。

「あら、マリー」

　と、金髪の少女に話しかける影があった。――マリー？　さっきはメリーと呼ばれていなかったか？　私の疑問はさておき、金髪の少女は話しかけてきた眼鏡の少女に振り返る。

「阿希」

「これからお昼？」

「うん――阿希は？」

「ん、マリーは宇佐見さんと一緒じゃないの？　珍しいわね」

「たまにはそういうこともあるわよ。で、阿希はお昼は？」

「これからよ。じゃ、たまには一緒に学食行きますか」

　友人らしく、金髪の少女は眼鏡の少女と一緒に歩き出した。私はその後を追いかける。しかし、あの眼鏡の少女の風貌も、どこかで見たような――。首を傾げるけれど、どうにも思い出せなかった。

　

　少女たちが向かった先は、どうやら食堂らしかった。若者たちで混雑するそこに、少女たちはトレイを手に進んでいく。私もとりあえずトレイを掴んでそれを追う。

　どうやら並んで注文したものを受け取って、会計してから食べるシステムであるらしい。私もお腹が空いていた。せっかくだから何かを食べよう、と壁に掛かったメニューを見やる。

　――けつねうどん。その文字が目に入った。

　けつねうどん？　きつねうどんではないのか？

　疑問に思いつつ、うどんを出すらしい列に並ぶ。ほどなく私の番が来た。カウンターの向こうの女性に「けつねうどんひとつ」と告げると、「はい、けつねねー」と威勢の良い声が返ってきて、一分も経たずに丼がカウンターに現れた。

「……これは」

　色の薄い汁の中、うどんに覆い被さるような油揚げ――ではなく、刻んだ油揚げがうどんの上に散らされている。なるほど、こういうものか。他の具はかまぼことネギ。ちょっと物足りないな。他に何か――。

「お、おにぎりじゃないか」

　カウンターの片隅に、おにぎりが置かれていた。ちょうどいい、これをもらおう。「うめ」と書かれたおにぎりをひとつ手にとって、丼とともにトレイに載せる。

「たぬきそばひとつ」

「はいよ、たぬきね」

　後ろの若者がそう注文する声が聞こえた。ふと振り返り、出てきた丼を見て、私は目を疑う。――きつねそばだった。私の知る、天かすの入ったそばではない。明らかに、きつねそばのものであるはずの大きな油揚げが載っている。

「はい、たぬきお待たせ」

　――きつねそばなのに、たぬき？　どういうことだ？

　頭が混乱して立ち尽くすと、たぬきそばと称する事実上のきつねそばを持った若者が怪訝そうに私を見つめた。私は慌てて会計の列に向かう。考えても仕方ない。ここは外の世界だ、そういうものなのだと思おう。しかしそれならたぬきそばを頼めば良かったかな――。

「はい、けつねうどんとおにぎりで、四百円」

「――あ」

　お金を取り出そうとして、私は硬直する。しまった、この世界の通貨を持っていない。幻想郷の通貨は外の世界では使えないだろう。どうしよう、と困った私を、会計の女性が不思議そうに見つめる。

「学生カード無いの？　現金は？」

　会計の女性が小銭入れらしき箱のようなものを開けた。この世界の通貨が私の目に入る。

　――仕方ない、申し訳ないがここは、誤魔化されてもらおう。

　私は懐の中の幻想郷の通貨を、こっちの世界の通貨に似た形に変化させる。化け狸のせせこましい詐欺のようで気が引けるが、どうかご勘弁を。私は小銭を手渡し、会計を済ませる。

　なんだか余計に疲れた。うどんがのびてしまう前に、さっさと食べよう。と手近の空いた席に腰掛けようとして、――そうだ、と自分がここに来た理由を思い出した。あの金髪の少女はどこへいった？

　トレイを手にしたまま視線を巡らすと、ほどなく金色の髪が見つかった。私はその少女の背後にある空いた席に腰を下ろす。少女はあの眼鏡の少女と向き合ってご飯を食べているようだ。

「さて――いただきます」

　箸を手に手を合わせる。まずは油揚げだ、油揚げ。口に運ぶと、あの甘い味付けはなく、味噌汁に入っているようなほとんど味のついていない油揚げだった。うん、まあ、これはこれで。うどんの汁を充分に吸っているし、油揚げはそれだけで美味い。

　汁は薄口だが、出汁の味がよく利いている。うどんは――ちょっと柔らかいかな。まあ、感じ感じ。うん、なかなか悪くない。あのきつねうどんの油揚げのボリューム感が無いのはちょっと残念だが――。

「おにぎりは、と」

　透明な包みを剥がして、おにぎりを頬張る。冷えているし海苔は完全にご飯に貼り付いてパリッとした食感を失っているが、まあ、作り置きならそんなものだろう。――ん、梅は酸っぱいな。この酸っぱさが食欲をそそるんだ。充分、充分。

　ずずっ、むぐ、むぐ、ずず、ごく、ごく。うん、感心するほどのものでもないが、手軽に食えるという点では学究の徒向きの食事ではある。寝食を惜しんで学ぶ若者には、このぐらいのものがちょうどいいのかもしれない。

「このかまぼこ、ちょっと固いな」

　やっぱりもう一品ぐらい何か頼めば良かったかな。いや、お金が無いのに贅沢は言ってはいけない。おそらくしばらくすれば売り上げの中から見知らぬ通貨が発見されるかと思うが、一応ちゃんと幻想郷ではきつねうどん一杯に白飯が食えるだけの金額を置いてきたので、どうかご容赦願いたい。

「――そういえばあの本の魔法使いの子、なんか蓮子に似てない？」

　ふとそんな声が聞こえて、私は顔を上げた。金髪の少女の声だった。――声も、やはり紫様によく似ている。蓮子、というのは眼鏡の少女のことだろうか。

「宇佐見さんに？」

　違った。眼鏡の少女は首を傾げている。ということは、あの黒髪の少女のことだろうか。

「あの好奇心旺盛でわりと傍若無人で強引で、ぬけぬけとしたところが」

　そんな魔法使いに、ひとり心当たりがあるのだが、彼女たちは何の話をしているのだろう。

「それで言ったら、主人公はマリー、貴方よ」

「え？　巫女さんが私？」

　巫女さん？　博麗霊夢のことか？　――いや、まさかな。

「冗談よ。別にそんなモデル小説じゃないんだから」

　どうやら何か本の話をしているらしい。なんだ、と私は拍子抜けしてうどんの残りを啜る。汁まで飲み干して、手を合わせて「ごちそうさまでした」とひとつ頭を下げた。

　少女たちはまだ食べ続けているようだ。どうしたものかな、と私は目を細める。

　――そして、ふと違和感を覚えた。

　違う。――彼女ではない。

　それは唐突に、しかし確信として私の中に響いてきた。確かにあの少女は紫様に似ている。外見も声もうりふたつと言っていい。――だが、違う。彼女は紫様ではない。

　いや、そんなのは当たり前だ。あそこにいる少女は外の世界の人間で、紫様であるはずがない。だが、確かに私は先ほど、あの少女に紫様と似た気配を、匂いのようなものを感じたのだ。だが、今の彼女にはそれが無い。いつからだ？　いつから感じていなかった？

　――あの教室からだ。そう気付いて、私は息を飲んだ。

　そうだ、あの黒髪の少女と別れてからずっとそうだった。あの違和感は――金髪の少女が紫様とそっくりであるのに、紫様の気配が薄れてしまったことだったのだ。

　じゃあ、あの紫様の気配はどこから？

　まさか、――あの黒髪の少女の方からしていたのか？

　私は立ち上がる。トレイを持ち上げ、話し続ける少女たちの傍らを「失礼」と足早に通り過ぎた。返却台と書かれた場所にトレイを置き、私は食堂の外に出る。

　確かめなければならない。あの黒髪の少女を探さなければ。探して、あの紫様の気配がそこにあるのかどうかを――。

「らーんー」

　突然の声。私はびくりと身を竦める。――次の瞬間、ぐい、と手を引かれ、私は物陰に連れ込まれていた。顔を上げると、見慣れた主の顔が目の前にあった。

「ゆっ――紫様」

「全く、こんなところで何をやっているのかしら？」

　紫様はスキマから上半身を乗り出して、呆れたように私を見つめられた。私は「も、申し訳ありません」と縮こまる。――ああそうか、私が結界の外に放り出されたと、おそらく橙から連絡が行き、紫様がこうしてお迎えにいらしてくださったのだ。

「全く、よりにもよってこんなところに迷い込まなくてもいいでしょうに」

　紫様は溜息をつかれる。私は首を傾げた。

「こんなところ、とは――あの、ここは」

「ここは外の世界。貴方のいていい場所ではないの。ほら藍、帰るわよ」

「あ、ゆ、紫様――」

　私の問いかけを遮るように、紫様は強引に私をスキマの中に引きずり込んだ。

　無数の目がこちらを見つめる空間に私は転がり落ちて――暗転。

　

「らんさまぁ～！」

　気が付けば、そこは既に八雲の家の居間だった。ぼんやりと首を振った私に、橙が飛びついてくる。その小さな身体を受け止めて、私は軽くよろめいた。

「橙」

「ご、ごめんなさいぃ～」

　しゅんと顔を伏せる橙の頭を、私はわしわしと撫でる。「う」と橙は顔を上げた。

「紫様を呼んでくれたのだろう？　ありがとう。おかげで助かったよ」

「は、はいっ」

「謝るのはこっちの方だ。すまなかったな、橙」

「そうねえ、全くおかげで寝不足だわ」

　ふわあ、と露骨に大あくびを漏らして、紫様がその場に姿を現した。私は橙を放して、紫様へも深々と頭を下げる。

「申し訳ありませんでした、紫様」

「そう思うなら、今日は餃子ね。寝直してくるわ」

「かしこまりました。おやすみなさいませ」

　寝室の方へ姿を消す紫様を見送り、私は橙に「お昼は食べたか？」と訊ねる。橙は首を横に振った。「よし、じゃあ好きなものを作ってやろう」と言うと、橙はぴんと尻尾を立てて私にぎゅっとしがみついてくる。

　その頭を撫でながら、私はぼんやり、あの外の世界で見たものを思い出す。

　油揚げが刻まれてけつねうどんと呼ばれ、きつねそばがたぬきそばと呼ばれる世界。――ではなくて、紫様によく似た少女と、手を繋いでいた少女。ふたりから感じた、紫様の気配。

　あれはいったい何だったのだろう。考えても解るはずもないのだが――。

『とても、とても幸せな夢。――私が、一番幸せだった頃の夢』

　いつか、何かを懐かしむようにそう語られた紫様の声を思い出す。

　あのとき、私の見た金髪の少女と黒髪の少女は、幸せそうに手を繋いで歩いていた。

　ただ、ふたりでいる、そのことだけで満たされているという、そんな幸福の光景。

「……紫様」

　私では、紫様にとっての、そういう存在にはなれない。それは、解っている。

　私はただの式だ。紫様にとっては、使い勝手のいい道具に過ぎない。それを理解した上で、私は紫様に仕えている。紫様の手足であることを、誇りと思っている。だからこんな想いは、差し出がましい、私の自己満足でしかないのだけれど。

　――あのとき見た、金髪の少女の、幸せそうな横顔。

　そんな紫様の顔を見せて欲しいと思うのは、ただの私の自己満足なのだろうか？

「藍様？」

　橙が不思議そうに私を見上げる。私は、曖昧に笑いかけた。

　そして、自分の式であるこの少女のことを、また思う。

　

　私にとっての紫様、紫様にとっての私。――私にとっての橙、橙にとっての私。

　それはいったい、どうある姿が、正しいものなのだろう？


    
        第十話　橙のねこまんまとイワナの塩焼き


　

　

「はい、今日の授業はここまで」

　いつもの算術の授業を終え、私――八雲藍は寺子屋の教室を出た。今日はこのあと歴史の授業があるようで、子供たちは授業の合間の時間に厠に立ったり、談笑したりしている。

　職員室で帰り支度を済ませ、授業に向かう上白沢慧音女史を見送って、寺子屋を出た。まだ午前中の人里は、ようやく店が開きはじめ、活気づこうとしている頃だった。

「何か食べて帰るような時間でもないな」

　いつもなら蕎麦屋できつねうどんを食べて帰るところだが、今日は授業が朝一番だったのでまだ昼飯という時間でもない。まっすぐ帰って、そのまま結界の見回りに行くか。そんなことを考えながらぼんやり里を歩く。

「お」

　その途中、ふと洋菓子屋の前で足が止まった。そうだ、橙におみやげを買っていこう。

　いそいそと店の扉を開けると、ショーケースに色とりどりのケーキが並んでいる。ショートケーキ、フルーツタルト、ガトーショコラにモンブラン。ううん、目移りしてしまうな。

「何になさいますか？」

「ああ――ええと、チーズケーキと、モンブランと、ガトーショコラで」

「かしこまりましたー」

　モンブランが自分用。チーズケーキが橙、ガトーショコラが紫様の分だ。紫様がお目覚めになったらコーヒーを淹れて、橙を呼んで三人で食べよう。そうしよう。

　ケーキの箱を受け取り、代金を払って、うきうき気分で店を出る。マヨヒガに寄って、橙に声を掛けてこよう。里を出て、私はマヨヒガの方へ飛んだ。

「ちぇえええん、いるかー？」

　マヨヒガに降り立ち、ケーキの箱を持ち上げて、そう声を掛ける。――が、返事はない。野良猫たちが何匹か、屋根の上から私を見下ろしているばかりだ。

「……なんだ、いないのか」

　拍子抜けして、私は息を吐く。どこかに遊びに出かけているのだろう。仕方ない、結界の見回りが済んだらもう一度様子を見に来よう。そう決めて、私は帰り道を急いだ。

　

「ただいま戻りました」

　八雲邸に帰り着き、玄関でそう声をかける。といっても、まだ昼前のこの時間、紫様はお休みなので、誰が返事をしてくれるわけでもないのだが――。

「あら、おかえり」

　居間への襖を開けると、思いがけず返事があり、私は呆気にとられて立ち尽くした。

　いつもなら夕方までお休みの紫様が、居間でお茶を飲んでおられた。紫様が昼前に起きてらっしゃるなど、いさかか信じがたいレベルの早起きである。これは夢か幻か？　目を擦ってみたが、居間の座卓の前に正座された紫様のお姿は紛れもなく現実であった。

「どうしたの？　鳩が豆鉄砲を食ったような顔をして」

「い、いえ。おはようございます、紫様。随分お早いお目覚めで」

「なんだか目が覚めてしまってね。――それはケーキかしら？」

「あ、ええ。あとで橙を呼んで食べようかと、三人分」

「そう。台所に仕舞っておくわね」

「え？　あ、いえ、そんな――」

　私が抗弁する間もなく、紫様は私の手からケーキの箱を取り上げると、台所の方に歩いて行かれた。私は呆然とそれを見送る。――普段なら紫様が、こういった雑事を私から取り上げてまですることなど考えられない。早起きといい、何かあったのだろうか？

　――思い出すのは、春先のことだ。紫様が長引いた冬眠からお目覚めになられたばかりの夕方。あのとき、紫様が随分と久しぶりに食事を作ってくださった。牛丼と焼き餃子という、紫様の好物ふたつ。その食事のあと、紫様がぽつりと漏らされた言葉を、私は想起する。

『……冬眠している間、長い夢を見ていたわ』

　それは、紫様が一番幸せだった頃の夢だったという。

　あるいは紫様は、またそんな夢を見られたのだろうか。私が式となる前の、私の知らない紫様の過去。紫様が探し求めているはずの、この幻想郷には無い何か――。

　私は決して、その代わりにはなれないのだろう。そんなことは、解っているのだけれど。

「……何を考えているんだか」

　呟いて、私は首を振る。私が考えても仕方のないことだ。それより、紫様が起きていらっしゃるのなら、お昼は紫様の分も支度しなければならない。ひとりなら軽く弁当でも作って結界の見回りに出るところだが、紫様がいらっしゃるならお昼を一緒に食べてからにしよう。そう思って、私は台所の方に向かいかけ――そこへ、紫様がお戻りになられた。

「あ、紫様、お昼は何か――」

「あら、藍。少し、髪伸びてないかしら？」

「え？」

　唐突にそんなことを言われて、私は自分の髪に触れる。そんなに伸びているだろうか？　自分ではあまり気にならないが、しかし紫様が仰られるということはぱっと見に気になる程度には伸びているのかもしれない。前に散髪したのはいつだったか――。

　と、紫様の手が私の髪に触れた。髪を梳かれ、紫様の顔が間近に迫る。目のやり場に困って私が俯くと、紫様はひとつ鼻を鳴らされた。

「藍、こっちにおいでなさい」

「ゆ、紫様？」

　紫様に手を引かれて、出たのは庭に面した縁側である。縁側に腰掛けるように促され、わけのわからぬまま腰を下ろした私に、紫様はどこからかシーツを取り出して、私の身体に巻き付けるようにして、首元に織り込まれた。

「あの、紫様、これは」

「はいはいじっとして。私が散髪してあげるわ」

　鋏と櫛を手に、紫様はにっこりと笑ってそう仰られた。「ゆ、紫様にそのような――」と私が慌てると、「あら、私の腕前は信用ならない？」と紫様は口を尖らせられる。そう言われてしまっては返す言葉もなく、私は借りてきた猫のように大人しくなるしかなかった。

　帽子を脱がされ、紫様の櫛が私の髪を梳き、鋏が毛先に当てられる。しょき、しょき、と耳元で音がして、ぱらぱらとシーツの上に私の髪の毛が散った。

　ぽかぽかとした小春日和の陽気が、庭に降りそそいでいる。昼寝でもしたくなりそうな暖かさだ。そう思うとうっかり欠伸が漏れてしまい、耳元で紫様が小さく笑われた。

「寺子屋での授業はどう？」

「授業ですか。そうですね――教えるということは、難しいですが、楽しくもあります」

「手の掛かる子もいるでしょう」

「ええ、九九がどうしても覚えられない子は多いですね。九九は覚えても、音として覚えるだけで応用ができない子もいますし。『１＋１はどうして２なのか』なんてなかなか高度な質問をしてくる子もいます」

「純粋なことは時として恐ろしいわね」

「全くです。しかし、それ故にこそ真理に近いとも言えます。数字という概念をどう理解させるか、本当の基礎の四則演算から教える必要があるからこそ、教える側としても根本的なことを考えさせられますね」

　しょき、しょき。髪がシーツに落ちていくとともに、言葉が行き交う。ああ――そういえば、こんな風に紫様とゆっくり何もせずに話す時間というのも、最近とっていなかったような気がする。こういうのも、たまにはいいな。

「昔の貴方も似たようなものだったわよ、藍」

「私が、ですか？」

「《塩少々》が何グラムか聞いてくるような、純粋な子だったわねえ」

　それはまた本当に懐かしい記憶である。私がまだ紫様の式になりたてだった頃の追憶。レシピ通りに料理を作ろうとして、そこに内包された曖昧な《美味しさ》という概念を知らなかった私に、それを教えて下さったのは紫様だった。

　気恥ずかしさに思わず俯くと、「動かないの」と紫様に顔の位置を直されてしまった。紫様の鋏が、後ろ髪をしょき、しょきと刻んでいく。

「――私も、そんな純粋で愚かな子供だったわ」

「紫様？」

「無知故に、自分には世界の全てが見えていると思っていて、自分に見えない世界を探し求めて――それがどんな結果を呼ぶのかも知らずに、無邪気に夢を見ていた、そんな愚かな子供」

「…………」

「もう、取り戻せないほど遠い昔の話だけれど、ね」

　呟くような紫様の言葉に、私はどんな言葉を返したらいいのだろう。

　私の知らない紫様の遠い過去について、私が言えることなど、おそらく何一つとして無い。ただの道具に、主の心の奥深くに分け入る権利などありはしないのだ。

　ただ……だとしたら、私はあのとき、なぜあのふたりの少女とすれ違ったのだろう。

　いったい何が、あの紫様の気配を纏った少女たちの元へ、私を導いたのだろう――。

「藍」

「はい」

「動かないの」

　何事もなかったかのように私の頭の位置を直して、紫様は黙して鋏を動かされた。

　太陽の匂いがする庭先に、ただ鋏の音だけが響いている。

　

「少しはさっぱりしたかしら？」

「はい――ありがとうございます」

　散髪を終え、シーツを払う紫様に、私は頭を下げた。手鏡を覗くと、肩に届くか届かないかぐらいだった髪が、頬のあたりで切りそろえられている。

　私が毛先を指で弄っていると、不意に尻尾に紫様の手が触れた。振り返ると、今度はブラシを手に紫様が私の尻尾を梳いている。

「紫様？　いや、そこまでしていただかなくとも――」

「いいのいいの。切った髪の毛がついてるわ」

　そう言われては、やはりまた大人しくするしかなかった。紫様のブラッシングは丁寧で優しく、私は縁側に腰を下ろしたまま思わず呆けたような息をつく。ああ――僭越ながら幸せだ。

　とろんと瞼が重くなってくるが、しかし同時に胃の方も切実な訴えを始めていた。そういえば、そろそろお昼だ。いい加減昼食の支度を始めなければ。

「あの、紫様。お昼はどうなさいますか」

「ああ――それはいいのよ、藍」

「え？」

　紫様の言葉の意味を計りかねて眉を寄せた瞬間――不意に、鼻腔をくすぐる匂いに気付いた。

　これは……魚の焼ける匂い？　しかし、私も紫様もここにいるのに、いったい誰が？

「紫様、この匂いは――」

「あら、バレちゃった。幽々子並みの嗅覚ねえ」

　紫様はまるでいたずらを見つかった子供のような顔をされて、ブラシを置いて立ち上がった。そうして、閉ざしていた居間への障子を開け放つ。そこには――。

「……橙？」

　居間の中央にある囲炉裏。その周りに串に刺した魚が並んでいた。あれは――イワナか。そして、焼け具合を見ながらその串を回しているのは、私の式、橙である。

「あにゃっ!?」

　橙は私の視線に気付いて、ぴんと耳と尻尾を逆立てた。――マヨヒガにいないと思ったら、まさかここにいたとは。というか、なぜ橙が囲炉裏で魚を焼いているのだ？

「あの、これはいったい」

「この前、貴方が結界の外に放り出されたでしょう？」

　混乱して紫様を振り返ると、紫様は扇子を広げて口元を隠しながら苦笑された。

「橙が、自分の失敗で貴方に迷惑をかけたから、自分で貴方にご飯を作ってあげたい、って言ってね。妖怪の山の川でイワナを獲ってきたのよ」

  私は橙を見やる。橙はどこか不安げな顔をして私を見上げた。

　――ああ、橙、お前がそんな、私のために！　お昼ご飯を！

　感極まって、私は飛びつくように橙を抱きしめた。「ら、藍様ぁ」と悲鳴のような声をあげる橙を力いっぱい抱いて、その頭をわしわしと撫でる。橙が、橙が私のために！　いかん、それだけでもう泣きそうだ。なんだろう、この嬉しさは。

「橙、ちぇええええん、私はお前を誇りに思うぞ！」

「藍しゃま、く、苦しいです～」

　抱きしめて撫でて頬ずりして、全身全霊で橙を愛でていると、「はいはい、そこまで」と紫様に尻尾を引っ張られてしまった。ああ、もっと橙をむぎゅむぎゅとしたいのに――。

「魚が焦げるわ。ご飯とお味噌汁も出来ているんでしょう？」

「えっ？」

「はっ、はい！」

　橙は慌てて立ち上がり、台所の方へ走っていく。魚を焼くだけならまだしも――いや、それでも内臓を取ったりする必要がある。橙にそんなことが出来るのか？　ましてご飯を炊いたり味噌汁を作ったりなんて――。

　と、ほどなく橙がおひつを抱えて戻ってくる。中には炊きたてのご飯が詰まっていた。私は目を見張る。いつの間に橙にこんな芸当が？　それとも私が戻ってくる前に紫様がお手伝いされたのだろうか。

　いや、もしそうだとしても――。私は囲炉裏で焼かれるイワナに目をやる。明らかに見た目からして内臓は取り去られている。紫様は先ほどまでずっと私の散髪をされていたのだから、少なくともイワナの処理を手伝えたはずはない。

「橙、これを全部お前が？」

「あ、えっと――」

　私が問うと、橙は気まずそうに紫様を振り返った。紫様は「そこは橙がひとりでやったと黙って受け取ってあげるのが優しさじゃないかしら？」と苦笑された。――あ、やっぱり誰か手伝いがいたのか。まあ、そんなことだろうとは思ったが。

　出てきていいわよ、と紫様が襖の向こうに声をかけられ、味噌汁の鍋を持った見覚えのある影が姿を現す。私はその姿に納得して頷いた。

「……なるほど、君か」

「どうも、お邪魔してます。なんか勝手に連行されたんですけども」

　困り顔でそう言ったのは、白玉楼の家事手伝いをしている鈴仙・優曇華院・イナバだった。なるほど、紫様が幽々子様と話をつけて連れてきたのだろう。彼女は以前の騒動のときに、この家に短期間ではあるが滞在したこともあるし。

「でも、私はほとんどやり方を教えただけですよ。ご飯を鍋で炊いたのも、イワナの内臓を取ったのも、八割方はその子がやったんです。一生懸命でしたよ」

　鈴仙はそう言って、橙を見やった。橙は恥ずかしそうに俯く。――よく見れば、その指にいくつか絆創膏が巻かれていた。私は目を細め、心の中で猛省する。橙にこんなことが出来るはずないと侮ったのは、主としてあるべからざる態度だった。橙はこんなに一生懸命に、先日の失敗をカバーしようと頑張ってくれたのだ。

「橙、疑ってすまない。お前は私のために本当に頑張ってくれたんだな。――ありがとう」

　もう一度、強く橙の頭を撫でる。橙は目を見開いて、それから気持ちよさそうに目を細めた。ああ、私はいい式を持った。心の底から今、そう実感している。

「……ええと、私はこれでお役御免ですか？」

「ええ、ご苦労様。幽々子によろしくね」

「あの、できれば誘拐みたいにスキマに落とすのは止めてほしいんですけ――」

　鈴仙が言い終える前に、その足元にスキマが開き、鈴仙の姿はその中に消えた。今ごろスキマを通って白玉楼に戻っているだろう。――今度の白玉楼の月見のときは、こっちが手伝いにいかないと。そんなことを思った。

「ほらほら、もう良い具合に焼けてるわ」

「あっ、はい！」

　橙がおひつから茶碗にご飯をよそって、私に差し出す。囲炉裏のイワナもこんがりといい焼け具合だ。私は急いで手を洗ってくると、囲炉裏のそばに腰を下ろした。

「いただきます」

　手を合わせ、囲炉裏に立てられた串を手に取る。よく焼けたイワナに、尻尾から遠慮無くがぶりとかぶりついた。ほふ、ほふ。おお、熱々だ。皮はパリパリ、中はふっくら。骨まで食べられるぐらい柔らかいのに、外は香ばしい。このシンプルな塩味がいいんだよ。素材の味っていうか、イワナの新鮮さをそのまま丸かじりしているかのようだ。

　内臓を取るときに少し失敗したのか、腹のあたりがいびつな形をしているけれど、それもまた橙のがんばりを示しているかのようで、余計に美味しく感じてしまう。そもそもこんな新鮮なイワナ、山の上流の方まで行かないと獲れないだろうに、橙が私のために一生懸命に獲ってきて、料理してくれたと思うと、いかんいかん、また感極まってきたぞ。

　心を落ち着けよう、と味噌汁を啜る。ちょっと味が薄いかな……。いや、結構結構。というか、おお、具は油揚げ、油揚げじゃないか！　ああ、橙が私のために油揚げを！　落ち着け私、飯を食いながら泣いてどうする。味噌汁が急にしょっぱくなってきたじゃないか。

「ら、藍様？」

　はっと顔を上げると、橙が心配そうに私の顔を覗きこんでいた。私は慌てて顔を拭って、串に残っていたイワナを丸ごと口に運び、何度も頷きながら咀嚼する。

「美味しいぞ、橙。本当に美味しい。ほら、お前も食べなさい」

「あ……はいっ！」

　私の言葉に、橙はぱっと顔をほころばせて、そして私の差し出したイワナにかぶりついた。途端、「はちち、はち」と串を取り落とす。ああ、そりゃ猫舌の橙につい今まで火にかかっていた塩焼きは熱いに決まっている。

「だ、大丈夫か？」

「は、はひ、はひ」

　ふー、ふー、と息を吹きかけてイワナを冷まそうとする橙に笑みを漏らしつつ、私は二本目にかぶりついた。ああ、ちょっと焦げてるな……。いや、これでいい。これがいい。はふ、はふ。おお、美味い、美味い。イワナ、美味し。橙の気持ち、なお美味し。

　と、橙のぶんのご飯と味噌汁が出ていないことに気付いて、私は二本目のイワナを飲みこむと、おひつからご飯を茶碗によそい、その上に鍋から味噌汁をかけた。橙の好きなねこまんまである。私が差し出すと、「ありがとうございます、藍様！」と橙はイワナをはぐはぐと咀嚼しながら幸せそうな笑みを浮かべた。ああ、可愛いなあ、橙は。

「らーん、私のご飯とお味噌汁は？」

「あ、ゆ、紫様、申し訳ありません！」

　しまった、ついお客様気分でイワナを食べていて、すっかり紫様のことを忘れていた。慌てて私が紫様のお茶碗にご飯をよそうと、紫様はいたずらっぽい笑みを浮かべて、

「そうだ、私もねこまんまにして頂戴」

「は？　はあ」

　思わぬリクエストに、私は目をしばたたかせつつ、紫様のご飯に味噌汁をかける。紫様がこんな下品な食べ方をされるなんて――と思いつつ差し出すと、紫様は「たまにはいいわね、こういうのも」と美味しそうにねこまんまを啜られた。

　橙も幸せそうにイワナにかぶりつき、ねこまんまを啜っている。――ええい、私もねこまんまにしてしまえ。お椀に入っていた味噌汁を茶碗にぶちまける。ああ、なんと下品な食べ方だろう。しかし――。

「ずずっ……ううん、美味い」

　味噌とご飯、油揚げとご飯、これもまた美しい連立方程式だ。どうせ口の中で一緒になるなら、最初から混ぜて食べてしまえというこの品の無い食べ物が、しかし品の無いがゆえにこんなにも美味い。味噌汁と一緒に流れ込んでくる米粒の柔らかさがなんと優しいことか。

「あむ、むぐ……ん、ずずっ」

　囲炉裏を囲み、私と橙と紫様、三人で黙々とイワナを食べ、ねこまんまを啜る。

　言葉はなくとも、それだけで何か、私も橙も紫様も、どこかで繋がっているような気がした。

　それは多分に錯覚なのかもしれないけれど、今はその感覚に、身を委ねていたかった。

　

　食後。お腹が膨れると眠くなったのか、橙は私の膝で寝息を立てていた。

　私がその髪を撫でていると、紫様がお茶の入った湯飲みを手に私の横に腰を下ろされる。振り返ると、紫様は優しげな顔で、私の膝で眠る橙を見つめた。

「藍」

「はい」

「貴方は、いい式を持ったわね」

「――はい」

　紫様の言葉に、私が返すべきは、ただ頷くことだけだった。橙は、私の自慢の式だ。

　――私は、紫様にとって、そんな自慢の式であれているだろうか？

　私は紫様を振り返る。――と、今度は紫様が、私の空いたもう片方の膝を枕に寝そべられた。

「紫様？」

「私も眠いわ」

「はあ。それならどうぞ、おやすみください」

　苦笑して、私は紫様の髪にそっと触れた。紫様は目を閉じたまま、小さく口を開く。

「藍。今度から橙に、食事の支度を手伝わせるようになさいな」

　私はその言葉に目を見開いた。――橙に食事の支度を手伝わせる、ということは、橙を日常的にこの屋敷に置いておくということになる。それは即ち、

「――それは、橙をこちらに住まわせるという意味ですか？」

「貴方が、橙の教育にそろそろ本気で取り組むならね」

「――はいっ」

　私は強く頷いた。そして、眠る橙の耳を撫でる。

　――式にしてしばらく経つけれど、私はまだ、ほとんど何も橙に教えていないに等しいのだ。妖術にしろ、計算にしろ、家事にしろ。私が本来育てるべきは、里の子供ではなく、自分の式だというのに、これでは本分を見失っていたと言われても仕方ない。

　もちろん、引き受けたからには寺子屋の仕事も続けるけれども。――私の持てるものを一番に伝えるべき相手は、ここにいる私の式なのだ。

　それは紫様が、私に美味しい食事という概念を教えてくださったように――。

「少なくとも、食事の支度に関しては、将来性がありそうだわ。貴方がその食い道楽で、美味しいものを食べさせているからかしら？」

　紫様は膝の上から私を見上げられて、そう仰る。私は笑って、首を横に振った。

「それは、紫様が私に教えてくださったことですよ」

「――あら、人を幽々子みたいな食い道楽扱いしないでほしいわ」

　苦笑されて、紫様は目を閉じられた。おやすみなさいませ、と小声で囁き、私は思う。

　紫様の抱える何かに、私ができることはきっとない。それは私の手を伸ばすべきことではないからだ。けれど、だからといって、私が八雲藍として紫様に仕えていることに、意味が無いわけでは、決してない。

　私は、自ら式を使う力を与えられた式。それは、私自身が紫様から与えられたものを、私の式へと伝えていけるということだ。

　紫様が私にくださった全てのものを、私は橙にこれから、ゆっくりと教えていこう。

　それがきっと、私が紫様に対してできる、一番大切なことなのだ。

　紫様の想いを、その一部であっても、私は受け継いで、伝えていく。

　いつかもし、紫様との別れの日が訪れても、そうすることで、想いは残る。

　紫様が、私、八雲藍を式として、伝えて下さった全てのことが、橙を介して残っていく。

　それはきっと、人間が家族を作り、子孫を残していくのと、よく似ているのだろう。そんなことを、ぼんやりと思った。

　

　膝の上で、私の主と、私の式が、幸せそうな顔で眠っている。

　その両方の髪を撫でながら、私は世界一の幸せ者だろう、と思った。

　私は八雲藍。紫様の式で、橙の主。紫様の手足となり、その想いを伝えていく者。

　――さあ、今晩は紫様と橙と、三人で何を食べようか。どんな美味しい幸せを、紫様から橙へと伝えていこうか。

　それはきっと、どんな言葉よりもかけがえのないものとなって、この世界に残るだろう。

　食べるという孤独な営みが、卓を囲んで寄り添うことで、あたたかな温もりに変わっていくように。そんな風に私たちは寄り添っていられればいい。ただ、私はそう願った。
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　幻想郷は全てを受け入れるのよ、とは、主の常々口にされることである。

　外の世界で失われたもの。忘れ去られたもの。存在を否定されたもの。そういったものたちの、最後の行き場。それ故に、幻想郷は全てを受け入れる。

　だが、それはやってくるものが、この世界に害意なきものである限りだ。

　幻想郷に対し、明確な害意を持つものには、相応の対処をしなければならない。妖怪の賢者の仕事とはつまり、この小さな世界を守ることに他ならないのだから。

　――そんなわけで。

　幻想郷に新参者が現れるたび、その様子を一定期間伺い、この世界に害意なき者であることを確かめる。それもまた、賢者の式神である私――八雲藍の大事な仕事のひとつである。

「コーヒーのおかわり、お待たせしました」

「どうも」

　人間の里の茶店。コーヒーを啜っているのは、何も仕事をサボっているわけではない。この店のコーヒーの馥郁たる香りを鼻で楽しみ、苦味と酸味の絶妙なブレンドを舌で味わうのが目的というわけでは、断じてない。

　今回の監視対象は、この店の一角を借りて活動拠点としている。私はそちらに視線を向けた。店の奥、仕切りで区切られた一角から、ちょうど人間の女性が姿を現し、仕切りの向こうに頭を下げていた。

　感謝の言葉を重ねて、何度も頭を下げる女性に、仕切りの向こうから顔を出した影が微笑を浮かべて何事かを告げる。女性はもう一度深く頭を下げ、足取りも軽く店を出て行った。

　私はその女性の姿を視線だけで見送ってから、仕切りのところに佇んでいる影に視線を戻す。向こうからは、私の姿は観葉植物の影になって見えないはずだ。

　そこにいるのは、豊聡耳神子。命蓮寺の地下で千年以上に渡って眠っていたが、先頃目覚めて地上に出てきたという仙人である。

　古代の為政者であり、不老不死を求めて道教を極めたという彼女が、里の人間におかしなことを吹き込んだり、里の権力を握ろうとしたりすると、幻想郷の人妖勢力のバランスが崩れるおそれがある。そういうわけでこのところ、私は影に豊聡耳神子の監視をしていた。

　もっとも、見ている限りの彼女は、修行の合間にこうして里に出てきては、茶店の一角で人生相談めいたことをしている程度で、里の人間の煽動者になろうとするような気配は今のところ無い。それならそれで結構なことだが、裏で何を考えているかはまだ読めないところがある。そういうわけで、当面はそれとなく監視を続行、というのが現状の方針であった。今日もそういうわけで、空いた時間に彼女の相談所があるこの茶店にやってきたというわけだ。

　――しかし、コーヒーも三杯目になるとさすがに少し胃にくるな。できればさっさと切り上げて、どこかで晩ご飯でも食べて帰りたいところだが。

　そんなことを思っていると、神子はひとつ息を吐いて、通りがかった店員に伝票を差し出していた。こちらの願いが通じたか、今日の相談者はあの女性で最後だったらしい。彼女が里を出るところまで見送れば、今日の監視は終了だ。私は三杯目のコーヒーを気持ち急ぎ気味に啜りながら、天狗の新聞に顔を隠して神子の様子を伺う。

　支払いを終えたらしい神子は、店の出口の方へと歩き出す。私はぐっとコーヒーを飲み干した。神子の姿が近付き、私はいかにも気の無さそうな顔で新聞を眺める態度に徹する。そのまま神子は私の横を通り過ぎ――、

「……お腹が空いてるようですね、賢者の式神さん」

　コーヒーを飲み終えていなければ、盛大にむせるところだった。思わず新聞から顔を上げると、神子は私を見下ろして、アルカイック・スマイルを浮かべている。

「危険人物の監視任務、ご苦労様です」

　監視対象はそう言って、私に一礼してみせる。――気付かれていたか。私は咳払いして天狗の新聞を畳み、伝票を掴んで立ち上がった。気付かれたからには監視は中止である。さっさと撤収するほかない。紫様にお仕置きされるかと思うと気が重かった。

「私の監視代でしょう。こちらが払いましょうか」

「結構」

　馬鹿にしないでいただきたい。憤然と私が勘定に向かうと、何を思ったのか神子は私の背後についてくる。そのまま、なぜか一緒に店を出ることになった。さらに、歩き出した私の背後をぴたりと神子は追いかけてくる。

「……どうしてついてくるんだ」

「いえ、せっかくですので」

「せっかく？」

「幻想郷の管理者である妖怪の賢者殿とお話しする機会を持ちたいと思いまして」

　微笑を崩さず、ぬけぬけとそんなことを言う神子に、私は眉を寄せる。

「紫様はお忙しい。貴方と話すことなど無いはずだが」

「それは残念ですね。魑魅魍魎の跋扈するこの小さな箱庭世界をまとめ、管理する大妖怪殿のお話は、為政者として是非伺いたいところだったのですが」

「貴方は里の為政者ではないだろう」

「ええ、まあ、今のところは」

　やっぱりよからぬことを企んでいるのか、この仙人。私が唸ると、神子は困ったように眉尻を下げて、先回りするように口を開いた。

「私は、私の求められるときに、求められる役割を果たすだけです」

「そうして、自分が求められるように扇動するわけか？」

「滅相も無い。今の私は人生相談に乗る程度の、ただのいち仙人です。――『和を以て貴しと為せ』。この幻想郷の人妖の和を乱すようなつもりは毛頭ありません」

　本気だろうか。私が目を細めて見つめると、「あまり信用していただけていないようですね」と神子は残念そうに肩を竦めた。

「それなら、私の普段の様子もお見せすることにしましょうか」

「え？」

「――我が大祀廟へ、ご案内いたしましょう」

　

　というわけで、やって来たるは仙界である。

　仙界という空間は、紫様のスキマの中の空間と似通っている。異なるのは、紫様のスキマが基本的にはただの通路であるのに対し、仙界はその中に居住空間を設けることができるという点だ。例えるなら、紫様のスキマは異なる二点間を繋ぐワームホールであるのに対し、仙界はこの世界の外側にある、ひとつの巨大な素粒子である。素粒子は物質の最小単位であるので、そのどこから外に出ても、そこに距離は存在しない。故に仙界は距離を超えてどこにでも繋がっている。しかしそこは同時に巨大な粒子の中という立派な空間でもあるので、そこに建物を作って住むこともできる。トンデモな詭弁のようだが、実際そういうものなので仕方がない。

　ともかく、私は大祀廟に足を踏み入れていた。もともとこの大祀廟は命蓮寺の真下にあり、神子らはそこで眠っていたのだという。神子の復活に合わせ、彼女らはこの仙界に大祀廟ごと移住したらしい。

「おお、太子様、おかえりなさいませ！　……む、おぬし、何者ぞ？」

　私たちを出迎えたのは、この大祀廟に住んでいるもうひとりの仙人、物部布都である。神子の姿に喜色満面で駆け寄ってきた布都は、私の姿に気付いて思い切り警戒心を露わにした。

「ただいま、布都。こちらは妖怪の賢者殿の式神の、八雲藍さん」

「どうも」

「左様ですか。して、おぬしは何用か？」

「いや、神子殿にお招きに預かったのだが――」

　私が答えると、布都は突然「ほほう」とドヤ顔で頷いてみせる。

「なるほど、つまり太子様に弟子入りを志願したというわけだな！　太子様がここまで招かれたということは、さぞ見所のある弟子なのであろう！　そうでありましょう、太子様？」

　いや、全然違う。私が顔をしかめていると、しかし神子は否定もせず、「まあ、そんなところかしら」などと答えている。いや、誰が弟子入りか。私は紫様の式であって――。

　だが、私に否定する暇を与えず、布都は腰に手を当てて私を見上げて睨み付けた。

「太子様が自らここに招かれるとは、余程の逸材と心得る。だが、道教の修行は厳しいぞ」

「いやだから私は別に――」

「太子様。この者が本当に仙人を目指すに値する者であるのか、確かめさせてはいただけませぬか。いえ、太子様のお目を疑うつもりは毛頭ございませんが……」

「いいでしょう、布都。貴方の自由にするといい」

「ありがたき幸せ！　おぬし、こちらに参るがよい！　我が手合わせしてしんぜようぞ！」

「ちょっ、待――」

　私の話など一切聞かず、布都は私を引きずって走り出す。私は神子の方を振り返ったが、相変わらず不動の微笑を浮かべたまま、神子はこちらを見つめるばかりで止めようとしない。

　まあ、この連中が普段何をしているのか確かめるのが目的とすれば、ここは付き合った方がいいのかもしれない。道場へと駆け込む布都に引きずられながら、私は小さく溜息をついた。

　

　結論から言えば、手合わせとは何のことはない、いつもの弾幕ごっこであった。

「お、おぬし、ただ者ではないな？」

　そして弾幕ごっこならば、最近幻想郷にやって来たばかりの仙人になど負ける道理は無い。確かに向こうもなかなか手強かったが、およそ私の敵ではなかった。

「私の主はもっと強いぞ」

「なんと。おぬしほどの者をさらに従える者がおるとは……余程高名な仙人とみえる」

「紫様は仙人じゃない」

「しかし、そのような主がおりながら太子様に弟子入りを志願するとは、もしや間諜か？」

　論理の筋道はメチャクチャだが、結論は大正解である。解き方が完全に間違っているが答えの数字が合っている数学の試験のような布都の言葉に、私は苦笑を漏らした。

「た、太子様！　こやつは敵の間諜ですぞ！」

「落ち着きなさい、布都。別に見られて困るようなことは何も無いでしょう」

「はっ、そ、そうでありましたな。……いや、道教や物部の秘術を見られるわけには！」

「それは見せなければいいのです」

「成る程！　さすが太子様」

　ひょっとしなくても、この物部布都という仙人はちょっと頭が弱いのではないか？　私が頭痛を覚えていると、不意にどこからか良い匂いが漂ってきた。刺激を伴うこの匂いは――。

「阿呆な会話はそのへんにしないか、布都。太子様まで阿呆と思われる」

「屠自古！」

　いつの間にか、道場に第三の影が現れていた。足のない亡霊の姿をした少女である。名前は確か、蘇我屠自古と言ったか。布都と同じく、神子の手下のはずだ。

「太子様も。布都が阿呆なのは今に始まったことではありませんが、太子様まで阿呆のレベルに合わせて会話なさる必要はありません。知性は水のごとく低きに流れます」

「屠自古、お前という輩は、聞いておれば阿呆阿呆と、我を何だと思うている！」

「踊る大阿呆仙人」

「貴様！　今日ほど貴様の依り代たる壷を壊しておかなかったことを悔いた日はないぞ！　太子様からもこの口の悪い空飛ぶ大根足に一言言ってやってくださいませ！」

「……その大根足を口に突っ込んで鼻から出してやんよ」

　バチバチと布都と屠自古の間に火花が散る。なんでこいつらこんなに仲が悪いんだ。私が呆れていると、「まあまあ」と神子がその間に割って入る。

「屠自古。布都は阿呆ではありません。少しそそっかしくて、早とちりで、頭の回転が明後日の方向にいってしまうだけです」

「……あの、太子様、それはふぉろーなのでありましょうか？」

「決断が早く、行動的で、独創的な発想をする自慢の部下だということです」

「おお、過分なお言葉、恐悦至極に存じます……！」

　何か感動しているらしい布都。屠自古は呆れたように肩を竦めていた。私も同じ気分である。

　というか、なんで私はここでこの連中のコントに付き合っているのだろう？　そんなことを思ったら、急に胃が空腹を訴えてきた。――原因は、漂ってくるこの匂いだ。

「それより太子様。夕餉の刻限です。喜べ、布都の分も一応用意してやったからな」

「ああ、もうそんな時間ですか。では、夕飯にしましょう」

「こら屠自古、一応とはなんだ！」

「藍さんも、いかがですか？　――お腹が空いてらっしゃるようですが」

　神子が振り返って言い、私は思わず赤面した。

　

　大祀廟の食堂は、建物の大きさに比して随分とこぢんまりとしたものだった。まあ、普段から利用しているのが三人では、無駄にだだっ広く食堂をとっても物寂しいだけかもしれない。

「屠自古、不穏な匂いがしておるが、これはもしや」

「麻婆豆腐だ」

　屠自古が食卓に運んで来たのは、大きな器を満たした赤い麻婆豆腐だった。匂いを嗅ぐだけで刺激を感じるほどである。これはなかなか辛そうだ。

「それと、太子様のリクエストで焼売を」

　大ぶりの焼売がその横に積み上がった。中華料理を食べるのも道教の修行の一環なのだろうか。ご飯と取り皿、箸とレンゲ、水が配られ、食卓に私を含めた四人がつく。――毎度のことながら、自分がここにいるのが何か場違いな気がしてならない。しかし同時に、こうやって出向いた先で食事をご馳走になるのに慣れつつある自分に気付く。とかく慣れとは恐ろしい。

「いただきましょう」

　神子が手を合わせ、私もそれに倣う。屠自古が取り皿に麻婆豆腐と焼売を取り分けてくれた。

　まずはこいつか。いかにも辛そうな麻婆豆腐の刺激臭に多少のひるみを覚えつつ、私はレンゲを手に取り――と、布都が麻婆豆腐を前に顔をしかめて固まっているのに気付いた。

「どうした布都。食わないならおぬしの分は墓場のキョンシーの餌にするが」

「た、食べるに決まっておろう！」

　屠自古の言葉に、布都は勇んで麻婆豆腐を口に運ぶ。――数秒後、その顔が真っ赤に染まり、額にだらだらと汗が伝い始めるのが見えた。

「かっ、かかかっ、かっ、か――」

「人間の言葉で喋れ」

「かか、辛いと言うておる！　屠自古、おぬしの麻婆豆腐はいつも辛すぎなのだ！」

「旨いであろう？」

「味も何も解らぬわ！」

「美味しいではありませんか。ねえ屠自古」

「全くです、太子様。布都のお子様舌には解らないのでしょう」

「ぐ……こ、これしき、尸解仙たる我の敵ではないわ！」

　神子と屠自古は平然とした顔で食べている。ひとり目尻に涙を浮かべて鼻水を啜る布都は、憤然と再び麻婆豆腐に挑みかかっては、その目を白黒させていた。

　そんなやりとりを見て、私は少々の警戒心を抱きつつ、麻婆豆腐をすくって口に運ぶ。

　はふ、はふ。初めに感じるのだ、湯気をたてる麻婆豆腐の熱。それから、醤の濃い味と一体となって、唐辛子の辛味が舌を焼く。ほっ、ほっ。おお、確かに辛い、辛い。だが、これはなかなか複雑な辛さだ。いや、凄い辛さと言っていい。

　豆腐で舌を焼く辛味を中和しながら飲みこもうとする。――途端、口の中が痺れるような辛味が第二陣となって突き抜けてきた。山椒の辛さだ。

　うわっ、道教本気出してきた。いや道教は関係ないか。ほふ、ほふ。これは確かに、辛味に慣れていないと涙目になりかねない。私は別に辛いのは苦手ではないが、それでもかなり強烈なパンチだ。どれだけの豆板醤と山椒をぶち込んだんだ？

　口の中の分を飲みこんで、私は慌ててグラスの水を取った。――飲んだ水まで山椒の味がする。これは凄いな……。そう心の中だけで唸っていると、神子がこちらを楽しげに見つめているのに気付いた。

「水の味が変わるでしょう？」

「……はあ」

　反応を楽しまれるのも癪である。大丈夫、慣れてしまえばこっちのものだ。私は取り皿の麻婆豆腐を、ご飯と一緒に掻きこむ。ほふ、ほふ。おお、熱い、熱い。口の中が熱と辛さで焼けるようだ。だが――どうしてだろう、次から次へと麻婆豆腐に手が伸びる。まるで火事が延焼して、大火事になっていくかのようだ。

　麻婆豆腐の極意は五味一体、と聞く。唐辛子の辛さ「辣」、香り「香」、色合い「色」、熱さ「熱」、山椒の辛さ「麻」の五味だ。なるほど、これはその五味いずれも申し分ない。しかもただ辛いだけではない。醤の濃い味が、ご飯のおかずにもぴったりだ。辛い、辛い、全身が焼けるように火照ってくるのに、食欲が増進されて止まらない。私の身体の中が即席の火力発電所になってしまったかのようだ。

　はふっ、はふっ。とろみのあるスープが口の中でご飯と絡み合う。味覚は辛味で麻痺してしまいそうなのに、口の中が刺激を求めてやまないのだ。気付けば汗が顔を伝っているが、釜ってなどいられない。

「はふっ、はふっ」

　おっと、そういえば焼売を忘れていた。水で一度口の中を冷まし、焼売に箸を伸ばす。辛子醤油をつけて口の中に放り込んで噛むと、びゅっと中から汁が飛び出した。私は口の中で焼売を転がしたまま、ほっ、ほっ、と息を漏らす。熱い熱い。

　それから、むぐ、と咀嚼して、ふと違和感を覚える。私の知る焼売の食感と何かが違う。咀嚼しながら、取り皿の焼売をひっくり返してみて気付いた。――焼き目がついているのだ。

　焼いてあるのか、この焼売は。しかし焼売というのは蒸すものではないのか？　いやしかし、香ばしい歯ごたえもあって、これはこれでなかなか。

「あむ、むぐ……ほふ、ほふ、うん、美味い」

　麻婆豆腐と焼き焼売、ふたつのおかずにせき立てられるようにして、あっという間に茶碗が空になってしまった。と、屠自古の手が私の方に差し出される。

「おかわり、よそってやんよ」

「あ、ああ、どうも」

　茶碗を差し出すと、白米をどんと盛った上に、さらに何を思ったのか、屠自古は麻婆豆腐を載せてこちらに寄越す。即席の麻婆丼である。いや確かにご飯に載せて食べたいぐらいだったが、気が利いているというよりは心を読まれているようでちょっと落ち着かない。

　ああ、しかし、この匂いがまた食欲をかきたてて止まらないのだ。ええい、今更恥も外聞もあったものではない。私は麻婆丼を食欲にあかせて掻きこむ。はふ、はふ、もぐ、もぐ、ああ、何につけてもご飯は偉大だ。味の濃いものは大抵は載せて食べれば美味しいのだから。

「欲を見たときから解ってはいましたが、いい食べっぷりですねえ」

　同じように麻婆豆腐をご飯にかけて掻きこみながら。神子が楽しげにそう言った。私は三杯目のおかわりを屠自古に求めながら、ふと思う。――ひょっとしてこれは、食い物で自分を懐柔しようというこの仙人の策略だったのではないか？

　いや、しかし、まあ、いいか。麻婆豆腐も焼き焼売も美味いし。

「はぐっ、ふぐっ、ぐっ、ひぐっ」

「ほれ布都、みっともない。麻婆豆腐が辛い程度で泣いていて立派な仙人になれると思うか？」

「なっ、泣いてなどおらぬわ！」

　ぼろぼろと泣きながら麻婆豆腐を頬張る布都と、それを楽しげに見つめる屠自古。「まあまあそのへんにしてあげてください屠自古」と苦笑する神子。楽しそうで結構なことだな、と私は焼き焼売を頬張りながら思う。

「これも忍耐力を高める修行だ。ほらもっと食べたまえ」

「屠自古おぬし、我をかついでおるであろう？　そうであろう？」

　大祀廟の平和な食卓。それを眺めていると、このまま食べ物で懐柔されてしまってもいいような気がした。――美味い食い物を、美味いと言って食える。誰かと食卓を囲んで笑い合える。それを善良さの証と受け取るのはいささか短絡的だったかもしれないけれど。

　山椒の辛さに痺れる舌を水で冷ましながら、仲良きことは美しきかな、と私は呟いた。

　

「悪巧みなどしていないこと、ご理解いただけましたか」

　大祀廟を後にし、仙界から出るとそこは里の外だった。見送りについて来た神子が、不意にそんなことを口にする。私は振り向き、小さく肩を竦めた。

「……監視を続行するかどうかは、主の決めることだ」

「では、今度は妖怪の賢者殿もお招きいたしましょう」

　ぬけぬけとそんなことを言う神子のふてぶてしさに、私は苦笑する。

「紫様がなんと仰るかは知らないが、伝えておこう」

　私の言葉に、神子は笑ってぺこりと会釈する。私も会釈し、「では」と歩き出し――。

「ああ、藍さん」

「うん？」

「後日のお通じが大惨事になるかもしれませんので、どうぞお気をつけて」

　――食後にそういうことを言わないでいただきたい。いやまあ、確かに辛いものを食べたあとのあれでこれはそうだけれども。

「そこまで心配されるいわれはない」

「おっと、これは失礼をば」

「全く……ああ、そうだ。私からもひとついいか」

「何でしょう？」

「――あの焼き焼売、あれはどうやって作ったものだ？　蒸した焼売をまた焼いたのか？」

　私の問いに、神子は目をしばたたかせ、それから噴き出すように笑った。

「あれは、布都の早とちりから出来たのです」

「え？」

「『焼売とは焼いて売ると書くのだから、焼けばいいのであろう？』と、蒸す前の焼売を勝手に焼き始めてしまいまして。屠自古が咄嗟の思いつきで水を足し、蓋をして蒸し焼きにしたのが、あの焼き焼売なのです」

「……蒸し焼きか、なるほど」

　得心がいった。道理で焼き目がついている他は普通の焼売と変わらないわけだ。今度、紫様へのご飯に自分でも作ってみるか――と私が考えていると、不意に神子が「藍さん」と再び私を呼んだ。

「辛い麻婆豆腐はその刺激で食欲を増進させますが、あとでお通じが大変になります。それと同じことで、劇的な刺激による変化は必ず後遺症を生み、禍根を残すものです」

「……だから、地道に茶店で人生相談を受けて、草の根から人々を扇動しようと？」

「まあ、そう受け取ってくださっても構いませんが。少なくとも私は、自ら変化を促す刺激になることは選ぶつもりはありません。和を以て貴しと為せ、です」

　その言葉に、私は目を細める。なるほど聞こえのいいことを言っているようだが――。

「自分以外による劇的な刺激があれば、それに乗じる事はあり得る、と聞こえるが」

「――まあ、そこは状況次第です。布都の早とちりが焼き焼売を生んだように、何がどう作用して物事が良い方向に進むかは、私にも解りませんからね。ただ、なるべくそうなるように助力することは、やぶさかではありません」

　食えない輩だ、と私は肩を竦める。古代の為政者だ、そのぐらいで当然なのだろうが。

「つまり、私たち管理者が、しっかり幻想郷を守ればいいというわけだ」

「――そうですね、その通りです」

「言われなくても善処するさ」

「そうでしょうね。――貴方の欲が、そう語っています」

　私は幻想郷の空を見上げる。夕日の沈みゆく空には、既に星がいくつも瞬いている。

　紫様の愛するこの世界を守る。私の式としての役割は、究極的にはそこに集約される。それを欲と呼んでいいのかは解らない。使命なのか、意志なのか、まあ、いずれにせよ。

　私はただ、私のやるべきことをするだけだ。

「麻婆豆腐と焼き焼売、美味かったと彼女に伝えてくれ」

「はい、必ず」

　神子に背を向け、私は歩き出す。――さて、帰ったら起きた紫様のお世話をして、明日の寺子屋の授業の支度をして、原稿を書いて、橙へ教えることを考えて――やるべきことはいくらでもある。

　明日も明後日も、そうして紫様の式としての毎日が続いて行くこと。

　それが私の、最も強い欲なのかもしれなかった。


    
        奥付


　

狐独のグルメ Season 2

　

著者　浅木原忍

イラスト　ＧＡＩ（表紙、第十話挿絵）
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　　　　　初屋（第一話・第二話・第三話・第五話挿絵）
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初出　東方創想話　作品集174～176

底本初版発行　二〇一三年五月二十六日
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連絡先

　Mail：asagihara@u01.gate01.com

　blog：http://r-f21.jugem.jp/

　Twitter：@asagihara_s

　

原作　上海アリス幻樂団

　

私的利用を超える範囲での複製及び無断転載を禁じます。
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